


　連携研究センター「フラテ」は、学際的医学研究拠点として、平
成１８年に設置されました。このセンターは、医学研究科あるいは
北海道大学の他の部局で生まれた基盤的生命科学研究の成果と医
学とを融合し、最終的に医療へ応用するための戦略的研究を行う
ためのプラットフォームです。その目的は、長期的展望に基づい
た基盤的研究と、目標を設定した戦略的に基づく知の追及を融合
することにあります。もとより基盤研究から臨床への実用化の橋
渡しは、世界中の研究者の目指すところですが、他方、臨床での
疑問を基礎研究にフィードバックさせる研究の推進も重要視され
ています。医学は人間性と科学性の調和を本質とし、基盤研究と
応用研究とが融合してこそ、大きな進化の得られる特異な学問領
域です。
　当センターは、この基礎と臨床の融合を図りつつ、組織として
は、医学研究科の専任教員からなる基盤分野と、大型研究費や寄
附講座などの外部資金を活かして基盤分野と連携する連携分野か
ら構成されます。
　当センターは当初、脳科学部門、再生医療・組織工学部門、人
獣共通感染症診断・治療部門、分子・細胞イメージング部門の４
部門でスタートしました。６年目の現在は医学物理学部門、光バ
イオイメージング部門、レギュラトリーサイエンス部門を加えて、
全体で７部門を擁するセンターとして発展しています。この発展
は、北海道大学大学院医学研究科における医学研究の発展に支え
られています。現在、当センターでは、医学研究科が中心的役割
を果たす国家的大型研究プロジェクト、「未来創薬・医療イノベー
ション拠点形成」、「オール北海道先進医学・医療拠点形成」、「先
端的光イメージング研究拠点形成」、「持続的発展を見据えた分子
追跡放射線治療装置の開発」などが鋭意進められています。これ
らのプロジェクトはいずれも学内の生命科学領域や理工学領域と
の融合研究であり、当センターは、その拠点として当初の目的を
十分に果たして北海道大学の発展にも寄与できています。
　今後、北海道大学大学院医学研究科連携研究センター「フラテ」
が世界最高水準の融合研究拠点として、さらに発展することを祈
念しています。

世界水準の
学際的医学研究拠点を

目指して

北海道大学大学院医学研究科連携研究センター
センター長　玉 木　長 良



2

●センター長の挨拶　　　　　　　　　　1

●平成24年度連携研究センター概要　　　　　　　　　　3

　　構成員　　　　　　　　　　4

　　組織　　　　　　　　　　6

　　部門概要　　　　　　　　　　7

●平成22～23年度連携研究センター業績　　　　　　　　　　9

　　組織・構成員　　　　　　　　　　10

　　分野別研究概要　　　　　　　　　　12

　　　・分子・細胞イメージング部門　　　　　　　　　　12

　　　・再生医療・組織工学部門　　　　　　　　　　18

　　　・脳科学部門　　　　　　　　　　20

　　　・人獣共通感染症診断・治療部門　　　　　　　　　　22

　　　・医学物理学部門　　　　　　　　　　24

　　　・光バイオイメージング部門　　　　　　　　　　25

　　4つの主たる研究プロジェクトの概要　　　　　　　　　　26

　　研究セミナー　　　　　　　　　　28

　　研究業績　　　　　　　　　　30

　　受け入れのあった資金　　　　　　　　　　69

●規定　　　　　　　　　　73

　　　・連携研究センター内規　　　　　　　　　　74

　　　・連携研究センター内規の運用について　　　　　　　　　　76

　　　・連携研究センター運営委員会内規　　　　　　　　　　77

　　　・連携研究センターオープンラボ運用要項　　　　　　　　　　79

北海道大学大学院医学研究科

連携研究センター「フラテ」
概要２０１２/業績２０１０－２０１１

Research Center for Cooperative Projects

目次　Contents　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

3

Research Center for Cooperative Projects ２０１２

平成24年度連携研究センター概要



4

分子・細胞イメージング部門
部門長　玉木　長良

光バイオイメージング部門
部門長　佐邊　壽孝

人獣共通感染症診断・治療部門
部門長　有川　二郎

医学物理学部門
部門長　白 　博樹

レギュラトリーサイエンス部門
部門長　玉木　長良

再生医療・組織工学部門
部門長　安田　和則

脳科学部門
部門長　渡辺　雅彦

平成２４年度連携研究センター 構成員
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Research Center for Cooperative Projects ２０１２

〔連携分野〕
トレーサー情報分析学分野
教　　授／趙　　松吉
特任教授／鷲野　弘明
特任講師／西嶋　剣一
特任助教／馮　　　飛

〔基盤分野〕
放射線生物学分野（協力分野）
教　　授／久下　裕司
准 教 授／久保　直樹
助　　教／志水　陽一

〔基盤分野〕
核医学分野
教　　授／玉木　長良
准 教 授／志賀　　哲
助　　教／平田　健司

〔連携分野〕
放射線生物医工学分野
特任助教／Khin Khin Tha
特任助教／南　　  
特任助教／木下　留美子

〔基盤分野〕
放射線医学分野
教　　授／白 　博樹　　　　　特任助教／藤間　憲幸

　　教　　授／西岡　　健　　　　　特任助教／二本木　英明
講　　師／鬼丸　力也　　　　　特任助教／平田　雄一
特任講師／清水　伸一　　　　　特任助教／小野寺　俊輔
助　　教／加藤　徳雄

〔連携分野〕
高機能代替支持組織開発医学分野
特任助教／權　赫準

〔基盤分野〕
運動機能再建医学分野
教　　授／安田　和則
講　　師／北村　信人
講　　師／近藤　英司

〔協力〕
脳科学研究教育
センター

〔連携分野〕
時間医学講座
特任教授／本間　さと
助　　教／榎木　亮介（兼）

〔基盤分野〕
神経薬理学分野
教　　授／吉岡　充弘
講　　師／泉　　　剛
助　　教／大村　　優
助　　教／吉田　隆行

〔基盤分野〕
解剖発生学分野
教　　授／渡辺　雅彦
講　　師／山崎　美和子
助　　教／宮崎　太輔
助　　教／今野　幸太郎

〔協力〕
獣医学研究科環境獣医科学講座
公衆衛生学教室
准教授／苅和　宏明

〔基盤分野〕
小児科学分野
教　　授／有賀　　正
講　　師／田島　敏広
講　　師／小林　一郎

〔基盤分野〕
病原微生物学分野
教　　授／有川　二郎
准 教 授／森松　組子
助　　教／清水　健太

〔連携分野〕
医学物理工学分野
教　　授／石川　正純
助　　教／髙尾　聖心
特任助教／宮本　直樹
特任助教／寅松　千枝
特任助教／Kenneth Sutherland

〔基盤分野〕
放射線医学分野
教　　授／白 　博樹（兼）

〔協力〕
先端光イメージング
研究拠点

〔連携分野〕
分子追跡医学分野
教　　授／石川　正純（兼）
特任助教／松浦　妙子

〔基盤分野〕
放射線医学分野
教　　授／白 　博樹（兼）

〔基盤分野〕
分子生物学分野
教　　授／佐邊　壽孝
准 教 授／橋本　　茂
助　　教／小野寺　康仁
助　　教／橋本　あり

〔協力〕
先端生命科学研究院
先端細胞機能科学分野

部門付
特任准教授／増渕　　悟　　特任助教／鈴木　陽子　　特任助教／三國　新太郎
特 任 講 師／浜田　俊幸　　特任助教／安東　頼子　　特任助教／平田　快洋　
助　　　教／榎木　亮介　　特任助教／初谷　紀幸　　特任助教／吉川　朋子　

〔連携分野〕
評価科学分野

〔基盤分野〕
先進医療マネジメント学分野（協力分野）
教　　授／佐藤　典宏

〔基盤分野〕
臨床統計学分野
准 教 授／伊藤　陽一
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平成２４年度連携研究センター 組織

※〔基盤分野〕　医学研究科の基幹講座（附属教育研究施設を含む）の中から選考した、連携分野と密接な関係を持つ分野。
　　（協力分野：医学研究科以外の組織で医学研究科の大学院生の正規の指導員となっている教員が所属する分野。）
　〔連携分野〕　外部資金を持ち、基盤分野と連携してプロジェクト研究を行う分野。
　〔協力〕　医学研究科以外の部局等から基盤分野と連携分野が連携して行うプロジェクト研究に協力する組織。

〔連携分野〕
トレーサー情報分析学分野

〔基盤分野〕
核医学分野

〔基盤分野〕
放射線生物学分野（協力分野）

〔連携分野〕
放射線生物医工学分野

〔基盤分野〕
放射線医学分野

〔連携分野〕
高機能代替支持組織開発医学分野

〔基盤分野〕
運動機能再建医学分野

〔協力〕
脳科学研究教育
センター

〔連携分野〕
時間医学講座

〔基盤分野〕
解剖発生学分野

〔基盤分野〕
神経薬理学分野

〔協力〕
獣医学研究科環境獣医科学講座
公衆衛生学教室

〔基盤分野〕
病原微生物学分野

〔基盤分野〕
小児科学分野

〔連携分野〕
医学物理工学分野

〔基盤分野〕
放射線医学分野

〔連携分野〕
評価科学分野

〔基盤分野〕
臨床統計学分野

〔基盤分野〕
先進医療マネジメント学分野（協力分野）

〔協力〕
先端光イメージ
ング研究拠点〔連携分野〕

分子追跡医学分野

〔基盤分野〕
分子生物学分野

〔協力〕
先端生命科学研究院
先端細胞機能科学分野

〔基盤分野〕
放射線医学分野

人獣共通感染症診断・治療部門

分子・細胞イメージング部門

再生医療・組織工学部門

脳科学部門

医学物理学部門

光バイオイメージング部門

レギュラトリーサイエンス部門
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　分子・細胞イメージング部門は、分子・細胞レベルでの遺伝子発現、蛋白発現での経時的発現、神経
伝達・受容体機能などを時間、空間的に映像化し、その応用を目指す最先端の研究部門である。この中
には、放射性薬剤を用いて生体イメージング法を開発研究する分野（核医学分野、放射線生物学分野、ト
レーサー情報分析学分野）、およびこれら機能画像を駆使して放射線治療に利用する研究分野（放射線医
学分野、放射線生物医工学分野）から構成されている。この分野では、細胞機能情報を解析する基礎分野
から、小動物のインビボでの経時的観察、さらには臨床への応用を含むトランスレーショナル研究で成
果を挙げると共に、臨床での疑問点を基礎研究にフィードバックされる研究分野も盛んに実施している。
ここでは映像技術を駆使する工学専門家、生命科学や分子生物学などの基礎医学研究者、臨床研究者な
どさまざまな専門家が加わり、融合研究を推進している。

 
　再生医療・組織工学部門では、障害された運動機能を修復・再生させるための新しい治療戦略を研究
している。主たる連携研究テーマは、高機能ゲルを用いた関節軟骨自然再生治療の開発とその分子機序
に関する研究、次世代型高機能人工支持組織の開発とその臨床応用に関する研究、腱・靭帯組織の再生・
修復を制御する分子機序の解明とその臨床応用などである。この部門では生体医工学・生体材料学を基
盤とし、それに分子生物学や光生物学を融合させた新しい先端的研究手法を用いて、ユニークな「医学・
理学・工学」連携研究を行っている。特に高機能ゲルを用いた関節軟骨自然再生治療の開発（特許）は世界
に類を見ない成果で、文部省科学研究費補助金基盤研究Ａや財団法人武田科学振興財団特定研究助成
［Ⅰ］などの補助を受け、また北大医学研究科を中心に展開される「未来創薬医療イノベーション拠点形
成」と「文部科学省橋渡し研究支援拠点形成プログラム」に参加している。

 
　脳科学部門は、平成２４年度から解剖発生学分野と神経薬理学分野を基盤分野、時間医学講座を連携分
野とし、これに北海道大学脳科学研究教育センターが協力する組織構成となった。解剖発生学分野は、
種々の遺伝子改変マウスの分子形態学的解析および電子生理学的解析を通して、発達期における脳機能
の発達分化の分子細胞機構と、成体期における神経回路機能の発現維持機構の解明を目指している。神
経薬理学分野は、セロトニン神経系の発達とストレス応答に焦点をあて、特にうつ病モデルとして幼若
期ストレスと成獣期ストレスを組み合わせた複合ストレスモデルを用いた難治性気分障害のメカニズム
解明を目指している。時間医学講座は脳の時計機構の研究を行っている。動物個体や組織・細胞レベル
での機能解析では、詳細な行動リズム解析、培養脳組織の発光イメージング、マルチ電極を用いた神経
活動リズム計測などを組み合わせ、様々な生理機能の時間的統合メカニズムを、また、ヒトを被験者と
した研究では、国内唯一の時間隔離実験室を用い、環境照度や身体運動による睡眠覚醒とホルモンリズ
ム調節メカニズムを検討している。

 
　人獣共通感染症診断・治療部門は、病原微生物学分野と小児科学分野を基盤分野とし、これに獣医学
研究科環境獣医科学講座公衆衛生学教室が協力する組織構成である。人獣共通感染症診断・治療部門で
は、げっ歯類媒介性人獣共通感染症の代表であるハンタウイルス感染症について、ハンタウイルスのヌ
クレオキャプシッド蛋白を大腸菌やバキュロウイルスを発現ベクターとする組換え蛋白として調整し、
診断抗原としての応用を進めてきた。これまでに、ELISA法やイムノクロマト法の開発を行っている。
さらに、抗ウイルス薬開発のための基礎的研究として、ハンタウイルス粒子を構成する蛋白質の細胞内
での輸送メカニズムを解析している。これらを用いることにより、流行ウイルスの特定等を通じて迅速
な診断と予防対策の実施が期待される。現在、東南アジアのタイ、ベトナム、インドネシアおよびイン
ド、南米ではアルゼンチンの研究者と共同研究を継続し、本診断抗原の有用性の確認と実用化を試みて
いる。
 

分子・細胞イメージング部門

再生医療・組織工学部門

脳科学部門

人獣共通感染症診断・治療部門

Research Center for Cooperative Projects ２０１２

平成２４年度連携研究センター 部門概要
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　医学物理学部門は、医学において、理工学系の成果を生かすために設立されており、理工学博士のスタッ
フや学術研究員が、主に放射線医療を中心とした領域において活躍している。理工学系の知識と技術が医
学・医療の諸問題の解決に欠かせないことは周知の事実である。北海道大学の独自の発展を目指す上で、
１９９９ 年に開発された動体追跡技術や、２００５ 年から続いてきた工学研究科との医工連携を原点として、イノ
ベーション拠点形成事業（PET 技術の放射線治療への利用）、橋渡し研究（汎用型動体追跡装置の開発）など
の外部資金を利用して、世界的な開発研究を推進している。２００９年には、スーパー特区予算を利用して、ア
イソトープセンターに研究用６ＭＶ－Ｘ線治療装置を設置しこれらの医学物理の開発研究を加速した。同年、
「持続的発展を見据えた『分子追跡放射線治療装置』の開発」が最先端研究開発支援プログラムに採択され、
２０１４年の治療開始を目指して、分子追跡陽子線治療装置の開発を進めている。教員・特任教員として、医学
研究科内に医学物理士が増えつつあり、また医学物理学を目指す修士・博士の大学院生も数多く学びつつあ
り、北海道大学病院には医学物理室が設置され、国内の医学物理研究の一大拠点になりつつある。

 
　光バイオイメージング部門は、細胞からヒトを含む生物個体までの「生体内部の動き」を３次元追跡で
きる最新技術を開発することを第一義の目的とする。その事によって、新たな生命科学分野である「動体
追跡科学」を創生し、それに必要な医理工連携の研究教育拠点形成をさらに拡大し、がん研究や再生医療
等の先端医療技術の推進を押し進める。同時に、基礎生物科学並びに先端医療医学を革新的に発展・切
り開く若手研究者を育成し、新成長戦略に掲げるライフ・イノベーション推進における人材養成を行なう。
　具体的には、培養細胞等において現行で用いられている、蛍光・発光を基礎とした光イメージング技
術に、これまで独自に開発して来た、動体追跡技術を応用した２方向からの検出装置とパターン認識技
術を組み合わせ、細胞の位置を最高±１μmの精度で把握できるようにする。このことにより、高拡大率
観察時でも、細胞運動方向に台座位置及び焦点を自動調整する世界初の３次元細胞追跡技術を開発し、
それぞれの細胞の３次元動態を明確に捕らえ、遊走や浸潤と言った細胞の動きの定量的評価を可能とす
る。このようなことは、従来の２次元的方法論では十分には把握できなかった計測を可能とし、悪性腫
瘍細胞等の浸潤・転移メカニズムのさらなる理解に大きく資する。
　同様な動体追跡技術の開発をマウス等の小動物個体においても行なう。例えば、動いているマウス体内の特
定遺伝子発現や癌化細胞を発光信号として捉え、動体追跡技術と組み合わせる事により、個体における発光点
を３次元座標において自動的に記録する。このことにより、ケージ内で自由に動き回っているマウス個体にお
ける、癌細胞の増殖や転移、臓器や組織における特定遺伝子の発現状況をリアルタイムに検出することを目指
す。このようなことは、薬剤のスクリーニングや投与した薬剤の効果の評価などの新規基盤技術となる。
　このような技術を基盤とした細胞・小動物での計測、並びに、患者臨床データも併用し、「生体内部の
動き」に関し、基礎と臨床の相互的橋渡し研究を推進する。正常及び病的な生体内部の動きを、最先端理
工学技術と分子生物医学的手法で解析することにより、従来の科学では解明し得なかった、生体に共通
した「動き」に関する新しい科学分野「動体追跡科学」を創生する。これにより、自然界に潜む生体内部の
「動き」の謎を解明し、多様な生命科学研究に役立てる。さらに、高速画像処理とパターン認識技術を利
用し、対象のサイズにとらわれない、３次元的な動きの解析を可能にする。また、これら多様な生体の
「動き」をデータベースとして構築し、他の生体情報とリンクさせることにより、３次元的な動きと他生
体情報との関連性について科学的な分析を可能とする。

 
　レギュラトリーサイエンス部門は、平成２４年度より新設される評価科学分野を中心に、臨床統計学分
野、先進医療マネジメント学分野が共同して活動を行う。
　そもそも、レギュラトリーサイエンスとはどういう学問なのか。国立衛生試験所の内山充副所長は、
１９８７年、「我々の身の回りの物質や現象について、その成因や機構、量的と質的な実態、及び有効性や有
害性の影響を、より的確に知るための方法を編み出す科学であり、次いでその成果を用いてそれぞれを
予測し、行政を通じて国民の健康に資する科学」と定義した。これを医学・医療に当てはめると、「医薬
品等の研究開発、品質・非臨床・臨床・市販後を通じた新しい試験や評価の方法、リスクベネフィット
評価のあり方、ＩＣＨ等の国際的な動向とその対応、医療現場における医薬品等のあり方や医療経済学
的な評価等」がその学問の対象となる。
　レギュラトリーサイエンス部門は、北海道大学探索医療教育研究センター、北海道大学病院高度先進
医療支援センターと連携し、医学研究科に本学問を導入、定着、発展させるために研究活動を開始する。

医学物理学部門

光バイオイメージング部門

レギュラトリーサイエンス部門

Research Center for Cooperative Projects ２０１２

9

ANNUAL REPORT ２０１０－２０１１

平成22～23年度連携研究センター業績



10

平成２２～２３年度連携研究センター 組織・構成員

時間生理学分野基盤分野分子・細胞イメージング部門　

光生物学分野連携分野・組織・細胞レベルでの遺伝子発現・タンパクの発光イメー
ジング

・小動物イメージング（PET）
・先端医療へ応用 核医学分野基盤分野

トレーサー情報分析学分野連携分野

放射線生物学分野協力分野

放射線医学分野基盤分野

放射線生物医工学分野連携分野

運動機能再建医学分野基盤分野再生医療・組織工学部門　　　

高機能代替支持組織開発医学分野連携分野・次世代型人工支持組織の開発
・高機能ゲルを用いた軟骨再生に関する研究
・腱・靱帯組織の修復の分子制御に関する研究

時間生理学分野基盤分野脳科学部門　　　　　　　　　

時間医学講座連携分野・臨界期における脳機能の発達分化の分子細胞機構の解明
・先端的脳機能計測法の開発と人間脳科学研究への応用
・高次脳機能の発現と制御のメカニズム解明

解剖発生学分野協力分野

脳科学研究教育センター協　　力

病原微生物学分野基盤分野人獣共通感染症診断・治療部門

小児科学分野協力分野・人獣ウイルスにおける病原性を規定するメカニズムの解明
・野生げっ歯類およびダニ類に由来する感染の予防
・組換え可溶性外被蛋白を用いたハンタウイルスワクチン
　および迅速診断キットの開発

獣医学研究科環境獣医科学講座
公衆衛生学教室協　　力

放射線医学分野基盤分野医学物理学部門　　　　　　　

医学物理工学分野連携分野・放射線治療のための線量測定技術・装置の開発
・放射線治療の精度向上に関する研究
・放射線およびRIを用いた新しい計測デバイスの開発

分子追跡医学分野連携分野

時間生理学分野
先端生命科学研究院　先端細胞機能科学分野
電子科学研究所　ナノシステム生理学研究分野
先端光イメージング研究拠点

光バイオイメージング部門　　
・発光・蛍光イメージング
・インビボ発光イメージング
・光イメージングに関する先端機器の導入、普及
・光イメージング技術を用いた医学研究の推進
・光イメージング研究に関する人材研究
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助　教
山仲　勇二郎

助　教
西出　真也

教　授
本間　さと
（平成23年度～特任教授）

准教授
吉永　恵一郎

助　教
岡本　祥三
（平成２３年１０月１日～）

助　教
竹井　俊樹
（～平成２３年９月３０日）

准教授
志賀　哲

教　授
玉木　長良

特任助教
馮　 飛

特任講師
西嶋　剣一
（平成２３年１０月１日～）

特任教授
鷲野　弘明

教　授
趙　松吉

助　教
相田　一樹

准教授
久保　直樹

教　授
久下　裕司

特任助教
平田　雄一

特任助教
二本木　英明

特任助教
藤間　憲幸

特任助教
加藤　徳雄

特任講師
清水　伸一

講　師
鬼丸　力也

教　授
西岡　健

教　授
白 　博樹

特任助教
木下　留美子

特任助教
南　  

特任助教
Khin Khin Tha

特任助教
武島　嗣英

講　師
北村　信人

講　師
近藤　英司

客員准教授
小野寺　伸

客員教授
近江谷　克裕

教　授
安田　和則
特任助教
權　赫準

教　授
本間　さと準兼 
（平成23年度～特任教授）

特任教授
本間　研一

教　授
本間　さと準兼 
（平成23年度～特任教授）

助　教
内ヶ島　基政

助　教
今野　幸太郎

助　教
宮崎　太輔

講　師
山崎　美和子

教　授
渡辺　雅彦

助　教
遠藤　理香
（平成22年度）

助　教
五十棲　理恵

（平成23年度）

助　教
清水　健太

准教授
森松　組子

教　授
有川　二郎

助　教
小林　一郎
（平成23年10月～講師）

講　師
田島　敏広

教　授
有賀　正

准教授
苅和　宏明

教　授
白 　博樹準兼 

特任助教
Kenneth Sutherland

特任助教
寅松　千枝
（平成23年度）

特任助教
宮本　直樹

助　教
髙尾　聖心
（平成23年度）

教　授
石川　正純

特任助教
松浦　妙子
（平成２2年8月１日～）

教　授
石川　正純準兼 

特任教授
本間　研一準兼 

（平成22年度）

教　授
本間　さと準兼 
（平成23年度～特任教授）

助　教
榎木　亮介

特任講師
小野寺　伸
（平成２２年度）

特任講師
浜田　俊幸

特任准教授
増渕　悟
（平成２3年1月１日～）部門付 特任助教

平田　快洋
（平成２３年度）

特任助教
鈴木　陽子
（平成２３年7月16日～）

特任助教
吉川　朋子

特任助教
安東　頼子

特任助教
初谷　紀幸

特任助教
三國　新太郎
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　時間生理学分野は、連携研究センターの分子・細胞イメージング部門および脳科学部門において基盤
分野として研究を行っている。生物は内因性振動機構である「生物時計」に駆動される約２４時間周期のリ
ズム（サーカディアンリズム）を示す。この安定したサーカディアン周期のリズム発振は、一群の時計遺
伝子の転写と蛋白産物による転写抑制の自律発振フィードバックループによると考えられている。そこ
で、時計遺伝子の転写や蛋白量を連続的に計測する手段として、ホタルルシフェラーゼを代表とする生
物発光酵素を遺伝子導入し、基質存在下で発光量を連続計測することにより、細胞、組織、個体レベル
で、発光リズムを計測することが可能となった。分子・細胞イメージング部門では、培養組織全体から
高感度光電子増倍管を用いた発光量の計測を、また、分散培養あるいは、薄切した組織からのCCDカメ
ラを用いた細胞イメージングにより、時計遺伝子発現や蛋白量を連続計測している。リアルタイムで、
１細胞レベルでの解析は、研究を一段と進展させた。
　２０１０年度は、無麻酔・無拘束の動物における発光の計測も行い、遺伝子レベルの覚醒個体の遺伝子応
答の計測にもチャレンジし、光ファイバーを用いて自由行動下のマウスの脳底から、約３０日にわたり遺
伝子発現を発光レポーターにて計測することに成功した。この実験系を用い、自発行動と遺伝子発現リ
ズムの相関、光パルスによる中枢時計と最終出力である行動リズムとの位相変化の差異を検討したとこ
ろ、中枢時計内で行動リズムと一致して遺伝子発現リズムが変位する部位のあることを発見した。

　２０１１年度は、in vivo計測をさらに発展させ、活動に伴うノイズを極力低下させて遺伝子発現リズムを
測定することに成功した（図１）。またex vivoで、多機能の同時計測にチャレンジし、生物発光レポー
ターマウスを用い、マルチ電極アレイディッシュによる長期間神経活動リズムと、発光イメージングに

分子・細胞イメージング部門

時間生理学分野　　基盤分野

光生物学分野　　連携分野

図１　無麻酔無拘束マウスにおける視交叉上核からの時計遺伝子発現リズム計測
A． 発光レポータートランスジェニックマウスにおけるPer1発現（青）と自発行動（黒）の同時計測（上段）
とPER２レベル（赤）と自発行動（黒）の同時計測（下段）。Per1とPER２の位相差は、培養条件と一致す
る。

B． 測定中のマウス。

平成２２～２３年度分野別研究概要
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よる個々の細胞における時計遺伝子発現リズムの同時計測に成功した（図２）。リズム同期に関わる時計
遺伝子機能と神経性同期の差違を明らかにすると共に、時計遺伝子Per1を発現する振動細胞間ネット
ワーク（図２B,C）と、自発発火リズムのネットワーク（図２D,E）が異なることを明らかにした。

ANNUAL REPORT ２０１０－２０１１
分子・細胞イメージング部門

図２　視交叉上核の発光と神経発火リズムの同時測定
A. 多電極ディッシュ上に培養した視交叉上核の発光画像。
B. 視交叉上核の６個の細胞から得られたPer1－lucリズム。
C. 各々の細胞のPer1－lucリズムのラスタープロット（上）と視交叉上核全体のPer1－lucリズム（下）。
D. 視交叉上核上の６個の電極から得られた神経発火リズム。
E. 各々の電極から得られた神経発火リズムの位相プロット（上）と平均の神経発火リズム（下）。位相プ
ロットは、測定した全細胞リズムを横一列に示し、最高値を赤、最低値を青で表示することで、視交
叉上核スライス内の細胞リズム位相と振幅を同時に表示している。

A

B

D

C

E

Per1-luc

Firing

trough

peak

第三脳室
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　核医学分野では、連携分野である「トレーサー情報分析学分野」、協力分野である「放射線生物学分野」
と協調して、PET（ポジトロン断層撮影法）に用いられるポジトロン分子プローブを中心に開発された
放射性分子プロ―ブを利用した分子細胞機能の映像化に関する研究を進めている。昨年度から臨床を開
始した低酸素を映像化するF－１８標識fluoromisonidazole（FMISO）では豊富な臨床実験ができた。さま
ざまな悪性腫瘍に応用したところ、FDGの集積する腫瘍の代謝の盛んな部位の中心部にFMISOの集積
を伴っていることが確認できている。特に脳腫瘍の悪性度の鑑別に優れていることを報告することがで
きた（図３）。腫瘍の低酸素状態は放射線抵抗性を示すことから、これらPET画像を画像処理し、放射線
治療計画へと進める研究を推進している。他方、このようなPET画像をより高解像力で定量性の高いも
のにすることが求められる。以前より日立製作所と共同で半導体検出器を用いた臨床用PET装置の開
発を進めている。頭部用半導体PET装置１号機は大学病院での臨床経験を終え、アイソトープ総合セン
ターでの動物実験を開始した。また、感度と有効視野を高めた頭部用半導体PET装置２号機を日立製作
所と共に開発導入し、その臨床応用を開始している。解像力が高く、かつ散乱線ノイズを低減すること
ができる半導体PETでは、通常のPET装置に比べて小さな腫瘍病変を高いコントラストで描出できるこ
とができ、頭頚部腫瘍の診断能の向上や、脳内の微細な領域の代謝の変化をとらえることに役立つこと
が示されている。

核医学分野基盤分野

図３　上段はGrade Ⅳ glioblastoma（GBM）の症例。下段はGrade Ⅲ anaplastic oligoastrocytoma（AOA）の症例。い
ずれの症例も、MRIではFLAIRで高信号を示し、ガドリニウム（Gd）で増強され、またFDG PETでは全体または
一部に集積亢進が認められたため、これらの検査では両者の鑑別は難しい。従来は、鑑別診断には手術生検を行
う必要があった。しかし、FMISO PETでは、Grade Ⅳの腫瘍には集積亢進を認めたが、Grade Ⅲの腫瘍には集
積亢進を認めなかったため、両者を非侵襲的に鑑別することができた。
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　トレーサー情報分析学分野では、PETをはじめとするインビボ分子・細胞イメージング法の研究開発
を基盤とし、病態の解明・臨床診断法の開発、さらには創薬への展開を目指して研究を推進している。
この２年間は、癌の低酸素イメージング、癌の分子標的療法・放射線治療の治療効果評価、血管新生イ
メージング、動脈硬化イメージング・バイオマーカー探索、アポトーシスイメージング、核医学手法に
よる再生医療の評価及び半導体PET・小
動物用PETの性能評価等に関する幅広
い基礎研究に取り組んできた。例えば、
骨髄間質細胞（Bone marrow stromal 
cells; BMSC）移植による再生医療の治
療効果を客観的に評価する手法のひとつ
として、１８F－FDG PETの有用性を脳梗塞
モデルラットにおいて検証した。その結
果、BMSC移植はdorsal neocortexにお
ける局所糖代謝を有意に改善させ、ホス
ト脳におけるBMSC移植の効果を１８F－
FDG PETにより客観的に評価できる可
能性を示すことができた（図４）。また、
イルベサルタン（シオノギ製薬）の抗動脈
硬化作用を動脈硬化モデルマウスを用い
て検討した結果、イルベサルタン治療群
において、動脈病変への１８F－FDG集積の
低下が認められ、薬効評価における 
１８F－FDG PETの有効性が示唆された。
今後、これらの研究成果をさらに検証し、
臨床研究へと繋げていきたい。
 

　放射線生物学分野では、トレーサー分子（分子プローブ）の創製を基本とし、病気の状態や治療効果・
副作用を分子・細胞レベルで的確に把握・予測することができる分析技術・画像診断技術の開発を、核
医学分野やトレーサー情報分析学分野と協力して行ってきた。さらに、２０１１年度からは、放射線計測の
専門家を准教授として迎え、放射線計測学からのアプローチも開始した。とりわけ、この２年間は、北
海道臨床開発機構、北海道大学創成研究機構の支援のもと、日本メジフィジックス㈱、北海道医療大学
と共同で、新しい腫瘍イメージングプローブの臨床応用に向けた研究に取り組んできた。また、イノベー
ション拠点形成プロジェクトにより導入された小動物用PET/CT/SPECT装置や、日立製作所との共同研
究で開発された半導体ガンマカメラを用いて、イメージングによる薬効・放射線治療効果評価法の開発
や画像診断技術の開発も行っている。このような成果をさらに発展させ、病態の解明、創薬・医療に役
立つ分析技術・画像診断技術の開発を進めていく。

図４　骨髄間質細胞（BMSC）移植によるラット脳障害改善作用　
１８F－FDG PETイメージングによる評価

　　　（脳神経外科学分野との共同研究）

トレーサー情報分析学分野連携分野

放射線生物学分野協力分野
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　猛暑の年には熱中症が増加するが、近年では節電に
より熱中症が増加する可能性がある。熱中症は臨床症
状で診断されるが、脳CTやMRIは他の疾患の除外のた
めに使用される場合がある。我々は、高いb値（b値は
拡散の強さを示す）を用いた拡散強調画像で、他の
MRI撮像法で指摘困難な熱中症による脳病変を描出
できることを２０１１年７－８月出版のJournal of Computer 
Assisted Tomographyに報告した（図５）。また、これ
とは別に、１.５－Tesla MRI（Teslaは静磁場の強さ）で、
従来多系統萎縮症（MSA）の特異的所見とされていた
被殻背外側の線状の高信号は、健常人でも認められる
ことがあることに気づいた。健常人で認める被殻背外
側の線状高信号の頻度と、MSAで認める異常な線状高
信号との鑑別点について検討した。これについて、現
在論文投稿中である。
　放射線による癌縮小メカニズムを調べ、この知見に
基づいた新規放射線治療の開発を試みている。これま
で、放射線照射は免疫細胞をも殺傷し、治療の放射線の癌局所照射による腫瘍縮小は、腫瘍細胞のDNA
が傷害を受けることによるアポトーシス（放射線による直接傷害の結果）が原因と考えられてきたが、本
分野では担癌生体の免疫系も関与する（放射線による間接傷害の結果）との仮説に基づいて、それを実証
しより治療効果が高い新しい放射線治療法を開発することを目標として研究を進めている。まず、放射
線がん治療が及ぼす免疫系への影響について腫瘍移植マウスを使用して調べた。X線治療を行ったマウ
スでは癌特異的キラーT細胞が多数誘導されること、そして体内のキラーT細胞を消去したマウス（抗
CD８抗体を投与）では通常のマウスに比べてX線治療の効果が劇的に弱まることを確認した（図６）。こ
れまで放射線照射は腫瘍細胞とリンパ球（免疫細胞）を区別することなく殺傷し腫瘍に対する免疫を低下
させると考えられていたが、逆に腫瘍に対する免疫を高めることを明らかにした。次に、放射線照射で
誘導される癌特異的キラーT細胞を体内でより増加さ
せるため免疫治療（Th１細胞治療）を追加で行ったと
ころ、放射線単独治療では全く完治しないマウスが併
用治療群では８０%ものマウスが腫瘍を完全に拒絶する
ことを示した。この結果から放射線・免疫併用治療は
キラーT細胞が増幅することを通して放射線治療のみ
では根治が難しい腫瘍をも消失できる可能性があると
考えている。
　マウスの実験系だけでなく、細胞モデルを用いて、
放射線照射による癌浸潤機構の分子機構を解析してい
る。特に、乳癌に着目し、乳癌細胞における放射線の
影響とその分子メカニズムを理解することよって、多
種多様な乳癌の中から、放射線治療に適した乳癌を見
分けるための分子マーカーを同定し、さらに放射線療

図６　X線照射による腫瘍の縮小はキラーT細胞によ
る殺傷が関与する

放射線医学分野基盤分野

放射線生物医工学分野連携分野

図５　高いb－値を用いた拡散強調画像（b=3000smm－2）。
両側歯状核に熱中症に伴う脳病変を明瞭に認め
る（矢印）
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法後の再発を防ぐための分子標的の候補を得ることを目的とした研究を進めている。実験系としては、
性質が異なる様々な乳癌細胞の分子発現を比較することができ、実際の癌の状態や環境に近い、再構成
基底膜（マトリゲル等）による３次元培養法を用いている（図７）。
　生体内の細胞は、プラスチックディッシュ上の２次元単層状の形態ではなく、３次元の環境で増殖し
形態を形成する。また、細胞外の微小環境による影響も含めて、３次元培養の環境は細胞にとって生体
内により近い条件だと考えられる。例えば、乳腺上皮細胞に３次元培養を用いた場合、乳房様構造が形
成されカゼイン分泌などの組織特異的機能が回復する。近年までの放射線生物学においての解析の多く
は、２次元のプラスチックディッシュでの培養を用いて行われてきた。しかし、２次元培養した細胞と
３次元培養した細胞を比較すると、細胞の形態だけでなく、α５β１－インテグリン等の分子の発現量が
異なり、それによって放射線に対する影響も異なると考えられる。したがって、２次元の培養系におい
ては、放射線の影響に関与する重要な分子を見落とす可能性があり、将来的に応用を視野に入れたin 
vitroの解析をする系としては、生体内の環境に近い３次元培養がより理想的と考えられる。
　現在は、乳癌の３次元培養法を用い、放射線照射による、様々な乳癌における放射線の応答と、分子
メカニズムの解析を行っている。

図７　３次元培養した正常細胞と乳癌細胞
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　この分野では、患者ごとのニーズに合わせた合理的な関節機能再生・再建医療を実現するための新し
い総合治療戦略の実現に向けた研究を行っています。最近の我々の大きな成果は、北海道大学大学院先
端生命研究院龔剣萍教授らとの共同研究により、これまで「自然に再生することはない」と信じられてい
た関節軟骨（硝子軟骨）を、in vivoで自然再生させることに成功したことです（特許）。我々は家兎を用い
た実験において、独自に開発したPAMPS/PDMAAmダブルネットワークゲルを家兎の膝関節に作製し
た大きな関節軟骨欠損部の基底にある一定の深さで埋植し、関節の動きや歩行は許しました。そして４
週間後に硝子軟骨がin vivoで自然再生したことを、遺伝子およびタンパクレベルで確認しました。そこ
で、前駆軟骨細胞株の性質をよく保持しているATDC５細胞をこのゲル上で培養すると、インシュリン
の非存在下でも軟骨細胞への分化が誘導されることがわかりました。このような次世代型バイオマテリ
アルの開発、およびそれらを用いた組織の自然修復・再生を誘導しようとする治療戦略は極めて独創的
であり、世界でまったく類を見ません。もしこの戦略が人に適用できれば、従来の自家細胞培養による
再生軟骨組織移植において存在した問題点はほとんどすべてが解決される可能性があり、産学連携の推
進によって近い将来に関節軟骨の治療に新しいイノベーションを起こすことが期待できます。一方、こ
のPAMPS/PDMAAmダブルネットワークゲルは従来のゲルにはあり得なかった高度の弾性（弾性係数
０.２０MPa）と機械強度（破断強度３.１MPa）を有し、さらに正常関節軟骨に匹敵する表面摩擦係数を有して
います。家兎を用いた関節内移植実験では、走査型共焦点レーザー顕微鏡を用いた表面計測で相対する
正常軟骨に影響を与えず限局性軟骨欠損の代替材料としても有望であることがわかりました。
　このように、我々は障害された運動機能を修復・再生させるための新しい次世代型高機能人工支持組
織を開発し、またその治療法の生体内効果の分子機序を明らかにするために、北大医学研究科、北大先
端生命科学研究院、産業技術総合研究所が連携し、医学、分子生物学、光生物学、生体材料学、材料科
学、ナノテクノロジーを融合した独創的な研究を展開しています。

以下に最近の成果を示します。
（１）　関節軟骨自然再生戦略の前臨床POCを確立する準備として、７６羽の家兎関節軟骨欠損モデルを用

いた最長１２週間における追試をおこなった。ダブルネットワークゲルを関節軟骨欠損部の基底に、
表面から２.０mmの深さの欠損（空隙）が残るように埋植することにより術後１２週においても良好な
硝子軟骨が維持されていた。さらに、再生軟骨（４週）表面を、走査型共焦点レーザー顕微鏡を用い
て観察した。再生軟骨の表面性状は無治療群と比較し、より正常に近い表面構造をしていることが
明らかとなった。（Am J Sports Med, ２０１１）

（２）　総計８６９７種の遺伝子単一鎖プローブを搭載したマイクロアレイを用い、家兎の正常および術後２
及び４週の再生軟骨に発現する遺伝子を網羅的に解析した。情報を得ることを目的とし、明らかな
遺伝子発現は正常軟骨で８４８８個、再生軟骨では２週で８４７９個、４週で８６２５個であり、遺伝子情報デー
タベースからその機能を分類した。各時期の再生組織の軟骨関連遺伝子は正常軟骨と極めて近似し
て発現していた。その一方で、正常軟骨に対して５倍以上高発現していた遺伝子が、術後２週と４
週でそれぞれ３０７及び２７０個存在した。（BMC Musculoskelet Disord, ２０１１）。

（３）ダブルネットワークゲルの構成成分であるPAMPSおよびPDMAAmシングルネットワークゲルが
有するin vivo軟骨再生誘導効果について調べた。PDMAAmシングルネットワークゲルにはin vivo
での再生効果は認めなかった。PAMPSシングルネットワークゲルには再生効果を認めたが、

再生医療・組織工学部門

運動機能再建医学分野基盤分野

高機能代替支持組織開発医学分野連携分野
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PAMPS/PDMAAmダブルネットワークゲルには劣った。この結果は、負電荷を有するPAMPSゲル
が軟骨再生誘導に大きな役割を果たすが、PDMAAmとのダブルネットワーク化がもたらす高弾性、
高強度化が、軟骨再生誘導効果を増強していると考えられた（Trans ORS, ２０１０）。

（４）　この軟骨再生技術を臨床に応用するために、DNゲルによる硝子軟骨自然再生誘導効果が、荷重
部である大腿脛骨関節でも起こるか否かを調べた。家兎の大腿骨顆部に約２mmの空隙が残るよう
にPAMPS/PDMAAm DNゲルを埋植した。その結果は臨床上の主たる治療部位である大腿脛骨関
節の軟骨欠損に対しても、DNゲルは硝子軟骨自然再生誘導効果があることがわかった。（BMC 
Musculoskelet Disord, ２０１１）。
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　時間生理学分野と時間医学講座は、共同して最先端の計測機器や研究技術を駆使して、睡眠覚醒や摂
食のリズムなどを作り出す脳のメカニズムを研究し、脳の時計機構の研究を通じて、健康な心身の維持
に指針を与えることを目的とし、研究を進めている。時間医学講座では、特に１）生物時計機能の変動を
ナノテクノロジー、生物発光イメージング等の先端技術を駆使して測定解析し、時間医学の基礎研究を
推進する、２）ヒト生物時計機能の測定解析を行い、分子・細胞レベルでの個体特性を検討すると共に時
間医療・時間薬理への応用を図る、３）ヒトの生体リズム研究に関連するデータベースを作成する、の３
つの課題について研究を進めている。ヒト被験者を用い適切な位相での運動による時差ぼけや交替勤務
に伴うリズム調節の可能性を探るため、睡眠位相変位に運動を組み合わせ、メラトニンリズムと睡眠覚
醒リズムに対する光および非光因子の影響を調べた（図８）。
　また、時計遺伝子Per2の発現を発光酵素ホタルルシフェラーゼ活性にて計測可能なレポーターラット
を用い、生物時計の局在する視交叉上核における時計遺伝子発現のリアルタイム計測により、発達期の
ラットの母親への同調メカニズムについて検討した。母子分離、低温曝露など、マウスでは困難な研究
を、発光レポーターラットを用いてさらに推進する予定である。これら、動物実験およびヒトを被験者
とする研究成果を通じ、リズム障害やその予防・治療への応用など、研究成果の臨床応用や実社会への
還元を目指している。

　時差を伴う航空機での移動は、不眠、食欲
不振等のいわゆる時差ぼけ症状を起こす。
時差ぼけ症状は、到着地の環境周期と出発地
に同調していた生体リズム間の脱同調が主
な原因と考えられる。本研究では、低照度に
設定した時間隔離実験室内で８時間の東方
飛行をシミュレーションし、身体運動により
生体リズムの再同調が促進されるかを検証
した。被験者の睡眠時間帯を８時間位相前
進させ、４日間そのスケジュールで生活した
後、６日間自由に寝起きさせた。運動群（図
下段）は位相前進した覚醒時に自転車エルゴ
メーター運動を行った。運動群の自由睡眠
移行時の睡眠開始位相（→）は、対照群に比べ
て早い時間帯にあり、睡眠覚醒リズムの再同
調を促進することができた。しかし、メラト
ニンリズムは、両群とも再同調には至ってい
ない。今後は、メラトニンリズムの再同調を
促進するために運動と光照射を組み合わせ
ることで、生体リズムの調節法を開発してい
く予定である。

図８　時間隔離実験室における
　　　8時間東方飛行模倣実験

脳科学部門

時間生理学分野基盤分野

時間医学講座連携分野

脳科学研究教育センター協　　力
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　解剖発生学分野では、これまで二十年間に行なってきた小脳プル
キンエ細胞を支配する登上線維の単一支配化の分子機構の研究に関
する研究成果を総説として出版した（Watanabe and Kano, Eur. J. 
Neurosci., ２０１１）。さらに、以下に列挙した小脳シナプス回路発達の
分子機構と神経情報伝達基盤に関する研究成果を発表した。
１）GluD２とCbln１が相互作用することにより平行線維・プルキ

ンエ細胞シナプスの形成と維持に関わる　（Matsuda et al., 
Science, ２０１０； Miyazaki et al., J. Neurosci., ２０１０）。

２）GluD２はプルキンエ細胞に発現するAMPA型グルタミン酸受
容体の入力選択的シナプス発現を制御する（Yamasaki et al., 
J. Neurosci., ２０１０）。

３）小脳プルキンエ細胞に発現するP/Q型カルシウムチャネルは、活動依存的な登上線維支配の単一化
と興奮性入力支配のテリトリー化を制御する分子機構である（Hashimoto et al., PNAS, ２０１１; 
Miyazaki et al;, J. Neurosci., 2012）。

４）生後発達時期にプルキンエ細胞の細胞体を支配するグルタミン酸作動性の登上線維シナプスがバス
ケット細胞による抑制性シナプスにスイッチする過程と、それに伴うシナプス後部の受容体のス
イッチングの過程を明らかにした（Ichikawa et al., J. Neurosci., ２０１１）。

５）扁桃体基底核において、内在性カンナビノイドの分子が集中する特殊な陥入型抑制性シナプスを発
見した（Yoshida et al., PNAS, ２０１１）。

６）歯状回の苔状線維・顆粒細胞シナプスにおける内在性カンナビノイドによる逆行性シナプス伝達機
構の分子構築を解明した（Uchigashima et al., J. Neurosci., ２０１１）。

７）海馬大脳皮質におけるムスカリン性アセチルコリン受容体を介する情報伝達は、シナプスによる配
線伝達ではなくボリューム伝達様式であることを分子形態学的に証明した（Yamasaki et al., J. 
Neurosci., ２０１０）。

解剖発生学分野協力分野
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　腎症候性出血熱とハンタウイルス肺症候群は、
げっ歯類媒介性ウイルス性の人獣共通感染症の代
表である（図９）。前者はユーラシア大陸全域（旧
世界ハンタウイルス）で後者は南北アメリカ大陸
諸国で（新世界ハンタウイルス）流行が繰り返され
ている（図１０）。特に、ハンタウイルス肺症候群は、
致命率が４０%にも達する極めて危険な疾患である。
これまでアジア諸国での発生はないが、輸入感染
症としての侵入防止が望まれている。このため、
我が国の感染症法においては、全数届出が必要な
四類感染症に分類され、自然宿主げっ歯類を含め
た発生動向調査が求められている。
　我々は、これまでにハンタウイルスの核蛋白遺
伝子をクローニングし、バキュロウイルスを発現
ベクターとして調整される組換え核蛋白（NP）を
抗原とするELISAを開発した。さらに、血清型交
差反応性エピトープを削除した組換え
抗原が多量体構造の形成に依存して、
血清型特異反応性を高めた抗原を作成
できることを明らかにした。これを
ELISA抗原に応用し、人への病原性の
異なるハンタウイルスの各血清型を鑑
別診断出来る血清診断法を確立した
（図１１）。さらに、大腸菌を発現ベク
ターとして得られた抗原を用いて、簡
便、迅速かつ安全なイムノクロマト法
による抗体検出系の開発を行っている
（図１２）。本法では、自然宿主動物であ
るげっ歯類と人血清のいずれにおいて
も高感度かつ特異的に抗体検出が可能
であった。これらを用いることにより、
流行ウイルスの特定等を通じて迅速な
診断と予防対策の実施が期待される。
現在、東南アジア流行国（タイ、ベトナム、インドネシア、インド）及び南米（アルゼンチン）での疫学調
査への応用を試み、有用性を確認すると同時に、実用化を目指している。
　また、将来的な抗ハンタウイルス薬開発のための基礎的研究として、ハンタウイルスのエンベロープ

図９　ハンタウイルス感染症

図１０　主なハンタウイルスの分布

人獣共通感染症診断・治療部門

病原微生物学分野基盤分野

小児科学分野協力分野

獣医学研究科環境獣医科学講座公衆衛生学教室協　　力
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蛋白（GnとGc）の細胞内移動におけるNPの役割について解析している。本研究では、ウイルス粒子形成
部位とされるシスゴルジへのGcの局在をNPが促進することを明らかにした（図１３）。今後、ハンタウイ
ルスの各構成蛋白相互の粒子形成における役割を明らかにすることにより、効果的な抗ウイルス薬の開
発を目指している。

図１１　組換えNを用いたELISA法 図１３　Gcの細胞内輸送におけるNPの役割

図１２　HTNV, ANDV, PUUV感染患者血清のイムノクロマト法による抗体検出
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　JSTプロジェクト「未来創薬・医療イノベーション拠点形成」（平成１８～２７年度）の一環として、放射線
治療装置との融合を目指した対向型PET装置開発を、石川らが中心となって行っている。対向型PET装
置の特性を事前に把握する目的で、シミュレーションによる再構成画像を検討し、検出器と平行な面に
おける分解能がリング型構造のPET装置と比較して優れていることの確認、プロトタイプ対向型PET装
置（１４４chのBGOシンチレーション検出器２台）の構築に続き、実際の治療装置に設置するための対向型
PET装置を開発中である（図１４）。
　NEDOプロジェクト「Ｘ線マイクロビーム加速器による次世代ミニマムリスク型放射線治療システム
の研究開発」（平成１９～２１年度）では、次世代動体追跡装置の開発を担当し、カラー型イメージ・インテン
シファイアを用いた新しい動体追跡装置の開発に成功し、実証機として国際医療センター・戸山病院に
ロボット型リニアックとともに次世代動体追跡装置を設置した。平成２２年度には実臨床使用に向けた統
合テストに続き、平成２３年度からは新たなNEDOプロジェクト「がん超早期診断・治療機器の総合研究
開発」（平成２２～２６年）が始まっている（図１５）。
　さらに、橋渡し研究支援推進プログラム「オール北海道先進医学・医療拠点形成」の一シーズとして、
「画像誘導放射線治療技術の開発」に取り組み、動体追跡技術の橋渡し研究も行っている。これは、１００％
の知財を有する「動体追跡照射技術」およびその関連特許・ノウハウを、１９９９年以来、北海道大学病院が
医師主導で行ってきた臨床研究のデータを背景に、今後の最先端医療機器として開発に役立たせること
を目的としている。橋渡し研究支援組織である北海道臨床開発機構（ＨＴＲ）の支援を受け、スーパー特
区の利点も利用し、各社の医療用Ｘ線治療装置に連結可能な汎用型動体追跡装置を島津製作所が製作し、
薬事法承認申請を行い、２０１３年より上市することを決定した。他の画像誘導放射線治療用の体内刺入用
金マーカーをメデイキット社が製作・上市することを決定した。
　最先端研究開発支援プログラム「持続的発展を見据えた『分子追跡放射線治療装置』の開発」により、ス
ポットスキャン陽子線治療装置＋動体追跡装置の融合を実現し、世界初の「分子追跡陽子線治療装置」の
ための施設が平成２３年から建設が開始されつつある。

図１４　アイソトープセンターに設置した対向型
PET装置の実装用放射線治療装置

図１５　分子追跡陽子線治療施設の建設風景
　　　（平成２４年２月）

医学物理学部門

放射線医学分野 （分子・細胞イメージング部門と兼ねる）基盤分野

医学物理工学分野　分子追跡医学分野連携分野
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光バイオイメージング部門

　本研究部門は、先端光イメージング技術を利用して生命現象を探求することを目標とし、医学研究科、
先端生命科学研究院、電子科学研究所の３部門が共同して行っている。特に本研究部門では、光イメー
ジング研究の為の先端機器の集中化、これらの先端機器を用いた研究の推進、イメージング研究や測定
技術の普及のため国際シンポジウムやワークショップの開催による人材育成を行っている。光バイオイ
メージング部門は医歯学総合研究棟５階のオープンラボに設置され、高速多光子共焦点レーザー顕微鏡、
共焦点レーザー蛍光相関分光顕微鏡、高感度EM－CCD発光イメージング装置、共焦点タイムラプスイ
メージング装置など、様々な最先端測定機器が導入されている。専任・兼任教員によるこれらの先端イ
メージング機器を用いた研究テーマは多岐におよび、細胞内機能性分子の動態解析（三國）、神経細胞ネッ
トワークのイメージング解析（榎木）、植物免疫シグナルのin vivoイメージング（初谷）、覚醒動物の発光
イメージングによる遺伝子発現連続計測（浜田）、光操作による細胞制御（安東）など、多様な研究を行っ
ている。

光バイオイメージング部門

医学研究科　時間生理学分野（分子・細胞イメージング部門、脳科学部門と兼ねる）

先端生命科学研究院　細胞機能科学分野

電子科学研究所　ナノシステム生理学研究分野

先端光イメージング研究拠点
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連携研究センターを運営する 
４つの主たる研究プロジェクトの概要

　本プロジェクトでは、患者さんの生活の質を最優先したタンパク修飾技術を用いた次
世代の創薬と、光計測技術を用いた個別化医療との融合を具体的な出口とし、そのため

の実践的研究と人材育成のための拠点を形成する。このプロジェクトは、北海道大学内に未来創薬
拠点と未来医療拠点を設け、それぞれ塩野義製薬と日立製作所が協働機関として参加しスタートし
た。医療側では、光技術やPETを中心とした次世代分子計測イメージングシステムを開発し、発症
前診断、機能遺伝子・再生医療、分子標的・追跡治療などの先端医療に応用して、患者にやさしい
非侵襲的医療の研究開発を推進している。また創薬・医療技術を融合する横断的研究では、小動物
やヒトの生きたままでの薬物動態の定量的解析を行い、迅速で正確な創薬方法の新たな世界標準化
を目指している。また新しい機能画像診断やバイオマーカーの探索により、治療効果の早期かつ客
観的判定法の開発・実用化も進めている。他方、このような産学連携を通して、イノベーションを
指向した未来創薬・未来医療の先端融合領域を担う人材育成を進めている。
　平成１８年にスタートした全国９つのイノベーション拠点のうち、本プロジェクトは厳しい審査の
結果、継続課題として上位４拠点に選出され、次年度には７年目の中間評価を受ける準備を整えて
いる。４年目からはアレイ化技術を有する住友ベークライト、RI標識技術と放射性医薬品の実用化
力を有する日本メジフィジックス、放射線治療技術を有する三菱重工を新たに協働機関として加え
ている。これにより技術移転・実用化を強化し、①標的分子探索の加速と早期の実用化、②創薬プ
ロセスの短縮とRIプローブの実用化、③高精細機能画像に基づく高精度放射線治療装置の開発・実
用化を促進する。これらにより、国際的拠点としての成長につなげ、新たなグローバルスタンダー
ドを創出できる研究拠点へと発展させる。
＊未来創薬・医療イノベーション拠点形成ホームページ：http://www.cris.hokudai.ac.jp/cris/innovahome/

　先端的光イメージング研究拠点形成プロジェクトは、文部科学省の特殊要因経費（政
策課題対応）の補助を受けて平成２０年４月からスタートした、医学研究科、先端生命科

学研究院、電子科学研究所の３部局事業である。このプロジェクトでは、５年計画で北海道大学に
「先端的光イメージング研究拠点」を形成することを目的とし、特に、１）先端光イメージング機器の
集中化などの基盤整備、２）人材養成を目的とした国際シンポジウムや顕微鏡ワークショップの開催、
３）それらを用いた先端研究の推進や、発光や蛍光プローブの開発、分子から個体に至るレベルで測
定可能な光イメージング装置の開発、などを行っている。
　近年、蛍光や生物発光を用いた光イメージング技術は急速に発展し続けており、単一細胞内で１
分子の動きを捕らえる超微細イメージングから、動物個体レベルでのin vivoイメージング、ミリ秒
から数日単位の様々な時間スケールで捕らえるイメージングなどが次々と可能となってきている。
またその応用も、分子レベルで生命現象の探求を目的とする分子細胞学研究から、細胞や組織レベ
ルでの生命機能を追及する生理学研究、薬物の効果や動態の解析を目的とした薬理学研究、癌の初
期診断や治療効果判定などの医学研究にまで進んでおり、これからも更なる発展が期待されている。
拠点完成後は、多くの研究者に光イメージング研究の有用性と可能性を知って頂き、研究者の様々
な研究に役立てるよう運営して行く。
＊先端的光イメージング研究拠点ホームページ：http://www.med.hokudai.ac.jp/~imaging/

先端的光イメージング研究拠点形成プロジェクト

未来創薬・医療イノベーション拠点形成
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橋渡し研究支援推進プログラム

　２０１０年３月、内閣府に設置されている総合科学技術会議において、大型国家プロジェ
クトである「最先端研究開発支援プログラム（以下最先端プログラム）」の「中心研究者及

び研究課題」が最終的に決定された。このプログラムは、全国から応募があった中から日本の科学技
術の将来を担う３０件を決定したもので、北海道大学医学研究科白 博樹教授を中心研究者とし、京
都大学医学研究科平岡真寛教授を共同提案者とした「持続的発展を見据えた分子追跡放射線治療装
置の開発」が採択された。最先端プログラムでは、北海道大学（以下北大）が（株）日立製作所（以下日
立）と共同で「分子追跡陽子線治療装置」を開発し、京都大学が三菱重工（株）と共同で「分子追尾X線
治療装置」を開発して、連携して次世代の放射線治療システムの構築を進めている。
　最先端プログラムでは、北大がＸ線治療で培った「動体追跡技術」と、日立が初めて臨床に応用した「ス
ポットスキャニング型陽子線照射技術」を組み合わせ、呼吸などで動く体内の腫瘍に対しても正確に照
射できる世界初の「分子追跡陽子線治療装置」を完成させることを目標にしている。陽子線はＸ線より
も線量分布の集中性に優れるため、上記の技術の組み合わせにより、治療効果が最大限引き出され、正
常組織への無駄な照射量は大幅に削減されて、治癒率と安全性が共に格段に向上すると予想している。
　プロジェクトのスタートから２年３カ月余りが経過し、２０１４年３月の治療開始を目指し、新しい陽子
線治療へのチャレンジが着々と進んでいる。高性能陽子線治療装置の基本設計が完了し、主要機器の製
作が進められている。現在、体内で移動する腫瘍に陽子線を照射する場合の照射線量の一様性、照射効
率を向上するため、加速器のビーム制御方法、照射最適化方法等を研究中である。装置の小型化、建屋
の最適な遮蔽設計により、敷地面積を１０００㎡以下として北大病院既存敷地内（旧駐車場）に建設すること
を可能にした。このような設計により、小型化した陽子線治療施設を総合病院の一画として設置し、総
合的がん治療の一翼を担う環境にすることに道が開けたと考えている。現在、北大本部の支援により陽
子線治療施設建屋の工事が順調に進められ、今年の秋には最初の主要機器の搬入が予定されている。
　本プロジェクトの目的やより詳細な進捗状況については、最先端研究開発支援プログラム「持続的
発展を見据えた『分子追跡放射線治療装置』の開発」のホームページ＊にご紹介しているので、一読い
ただけるようにお願いする。
＊最先端研究開発支援プログラムホームページ：http://rtpbt.med.hokudai.ac.jp

最先端研究開発支援プログラム

　連携研究センターには、 札幌医科大学、北海道大学、旭川医科大学の進める橋渡し研
究支援推進プログラム「オール北海道先進医学・医療拠点形成」の共通経費にて、橋渡し
研究支援組織である北海道臨床開発機構（HTR）の事務局が置かれ、トランスレーショナ

ル・リサーチ支援の知識を有する専任職員が常駐している。北海道３医育大学の基礎研究シーズを
臨床の現場に繋げる拠点形成をしている。臨床開発企画・管理、渉外・広報、安全性・品質管理、
知財・連携担当からなるTR推進部と、試験計画、薬事行政・申請、生物統計、データマネージメン
ト担当からなる治験管理部からなる。そして各大学病院を中心とした北海道医療機関のネットワー
クを活用するべく発足したHTRネットワークを３００を超える北海道内の医療機関に広げつつあり、
独自のウエブ会議利用システムや統計解析支援やデータセンター機能を活用した臨床試験の支援を
しつつある。三浪明男（北海道大学大学院医学研究科機能再生医学講座整形外科学分野）教授の新規
人工手関節の開発と臨床応用を医師主導治験に結び付け、今まで困難と言われてきた大学の研究者
の橋渡し研究を遂に開始した。また、札幌医大、旭川医大、道外施設の新たなシーズの支援も始ま
り、医療機器・体外診断薬を中心として、成果が出始めている。
＊北海道臨床開発機構ホームページ：http://www.med.hokudai.ac.jp/~htr/
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平成２３年１１月４日（金）１３：３０～１７：００
北海道大学医学部学友会館「フラテ」大研修室
札幌市北区北１５条西７丁目

プログラム
１．センター長挨拶（１３：３０～１３：４０） 研究科長　　玉木　長良　　　　　　　　

２．各部門報告
　　(1) 分子・細胞イメージング部門： 座長　教授　玉木　長良（１３：４０～１４：００）
　　　　「心筋神経伝達の核医学分子イメージング」  特任教授　吉永恵一郎
　　(2) 再生医療・組織工学部門： 座長　教授　安田　和則（１４：００～１４：２０）
　　　　「当部門設立から５年　‥成果のまとめ‥」 教授　安田　和則
　　(3) 脳科学部門： 座長　教授　渡辺　雅彦（１４：２０～１４：４０）
　　　　「小脳神経回路とグルタミン酸輸送体GLAST」 助教　宮崎　太輔

－休憩（２０分）－

　　(4) 人獣共通感染症診断･治療部門： 座長　教授　有川　二郎（１５：００～１５：２０）
　　　　「ウイルス蛋白質の細胞内輸送」 助教　清水　健太
　　(5) 医学物理学部門： 座長　教授　石川　正純（１５：２０～１５：４０）
　　　　「動体追跡陽子線治療システムに関する研究報告」 特任助教　松浦　妙子
　　(6) 光バイオイメージング部門： 座長　教授　本間　さと（１５：４０～１６：００）
　　　　「新規光測定法による概日リズム解析」 助教　榎木　亮介

３．特別講演（１６：００～１７：００）  座長　放射線医学　教授　白 　博樹
　　　　「放射線治療における分子イメージングと分子標的薬の臨床的役割」
 北里大学医学部放射線腫瘍学　教授　早川　和重

４．閉会の辞（１７：００）

第６回北海道大学医学研究科
連携研究センターシンポジウム
－生命科学基盤研究の成果を臨床研究へ発展させる－

平成２２～２３年度　研究セミナー
○連携研究センター全体
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○未来創薬・医療イノベーション拠点形成
未来・創薬イノベーションセミナー（北海道大学内）

平成２２年４月２７日第３６回未来医療イノベーションセミナー第36回
平成２２年５月１１日第７回未来創薬・医療イノベーション（合同）セミナー第37回
平成２２年６月２９日第３８回未来創薬・医療イノベーションセミナー＆アイソトープセンター施設見学会第38回
平成２２年７月２０日第８回未来創薬・医療イノベーション（合同）セミナー第39回
平成２２年９月１～２日第８回未来創薬・医療イノベーションシンポジウム第40回
平成２２年１０月５日第４１回未来医療イノベーション（単独）セミナー第41回
平成２２年１１月９日第９回未来創薬・医療イノベーション（合同）セミナー第42回
平成２２年１２月１４日第４３回未来医療イノベーション（単独）セミナー第43回
平成２３年１月１８日第１０回未来創薬・医療イノベーション（合同）セミナー第44回
平成２３年２月１５日第４５回未来医療イノベーション（単独）セミナー第45回
平成２３年４月５日第４６回未来医療イノベーション（単独）セミナー第46回
平成２３年５月１７日第１１回未来創薬・医療イノベーション（合同）セミナー第47回
平成２３年６月１４日第４８回未来医療イノベーション（単独）セミナー第48回
平成２３年７月１９日第１２回未来創薬・医療イノベーション（合同）セミナー第49回
平成２３年９月２９～３０日第９回未来創薬・医療イノベーションシンポジウム第50回
平成２３年１０月２６日第５１回未来医療イノベーション（単独）セミナー第51回
平成２３年１１月１０日第１３回未来創薬・医療イノベーション（合同）セミナー第52回
平成２３年１２月１４日第５３回未来医療イノベーション（単独）セミナー第53回
平成２４年１月１７日第１４回未来創薬・医療イノベーション（合同）セミナー第54回
平成２４年２月８日第５５回未来医療イノベーション（単独）セミナー第55回

○その他
分子・細胞イメージング部門・脳科学部門・光イメージング部門
時間生理学分野

平成２２年６月２２～２３日北海道大学ファカルティハウス第１回視交叉上核（SCN）工房ワークショップ１
平成２２年９月２７～２８日北海道大学ファカルティハウス第２回視交叉上核（SCN）工房ワークショップ２

平成２２年１１月２１～２６日北海道大学（札幌）
第１６回　細胞生物学ワークショップ　大学院トレーニン
グコース２-中級から上級-　バイオイメージング技術習
得のためのワークショップ

３

平成２３年１月１７日北海道大学ファカルティハウス第３回視交叉上核（SCN）工房ワークショップ４

平成２３年２月６～１０日ヒルトンニセコビレッジ（ニセコ）The 2nd　International symposium on Photonic  
Bioimaging５

平成２３年６月１０～１２日ヒルトンニセコビレッジ（ニセコ）第４回視交叉上核（SCN）工房ワークショップ６
平成２３年１０月１４日北海道大学ファカルティハウス第５回視交叉上核（SCN）工房ワークショップ７

平成２３年１０月２１日Keio Plaza Hotel, Sapporo.The 3rd International symposium on Photonic  
Bioimaging,８

平成２３年１０月２２～２３日Keio Plaza Hotel, Sapporo.
Satellite Symposium of Worldsleep2011 on Human  
Circadian Clock. Symposium "the 50th anniversary of  
temporal isolation Study"

９

平成２３年１１月２０～２５日北海道大学（札幌）
第１８回　細胞生物学ワークショップ　大学院トレーニン
グコース２-中級から上級-　バイオイメージング技術習
得のためのワークショップ

１０

平成２４年３月８日北海道大学医学研究科　(札幌)第６回視交叉上核（SCN）工房ワークショップ１１

脳科学部門　
解剖発生学分野

平成２２年１１月４日北海道大学医学部学友会館フラテホール日本学術会議 第４回形態科学シンポジウム１
平成２２年１２月３日北海道大学医学部学友会館フラテホール第８回脳科学研究教育センターシンポジウム２
平成２３年１２月２日北海道大学医学部学友会館フラテホール第９回脳科学研究教育センターシンポジウム３

医学物理学部門
平成２３年２月３～７日京都／札幌第１回分子追跡放射線治療国際会議１
平成２４年２月１６～１７日京都第２回分子追跡放射線治療国際会議２
平成２２年１１月３０日札幌第１回最先端研究開発支援セミナー３
平成２２年１２月７日札幌第２回最先端研究開発支援セミナー４
平成２２年１２月１７日札幌第３回最先端研究開発支援セミナー５
平成２３年１月１８日札幌第４回最先端研究開発支援セミナー６
平成２３年１月２５日札幌第５回最先端研究開発支援セミナー７
平成２３年１０月２４日札幌第６回最先端研究開発支援セミナー８
平成２４年１月２４日札幌第７回最先端研究開発支援セミナー９
平成２３年３月３日札幌【特別セミナー】最先端研究開発支援セミナー１０
平成２３年１０月２２日札幌北海道大学サステナビリテイー・ウイーク2011　特別講演会１１



分子・細胞イメージング部門 

基盤分野：　時間生理学分野 
脳科学部門参照

基盤分野　核医学分野
連携分野　トレーサー情報分析学分野
協力分野　放射線生物学分野 

平成２２年度
英文原著論文
（１）Yoshinaga K, Klein R, Tamaki N: Generator-Produced 

rubidium-82 posiron emission tomography myocardial 
perfusion imaging –From basic aspects to clinical applications. 
Journal of Cardiology. ５５，１６３－１７３（２０１０）

（２）Yamaguchi S, Kobayashi H, Hirata K, Shiga T, Tanaka S, 
Murata J, Terasaka S: Detection of histological anaplasia in 
gliomas with oligodendroglial components using positron 
emission tomography with 18F-FDG and 11C-methionine: 
report of two cases. J Neurooncol. １５：（２０１０）

（３）Teragawa H, Morita K, Shishido H, Otsuka N, Hirokawa Y, 
Chayama K, Tamaki N, Kihara Y. Impaired myocardial blood 
flow reserve in subjects with metabolic syndrome analyzed 
using positron emission tomography and N-13 labeled 
ammonia. Eur J Nucl Med Mol Imaging. ３７，３６８－７６（２０１０）

（４）Yoshinaga K, Manabe O, Katoh C, Chen L, Klein R, Naya M, 
Dekemp RA, Williams K, Beanlands RS, Tamaki N. 
Quantitative analysis of coronary endothelial function with 
generator-produced 82Rb PET: comparison with 15O-labelled 
water PET. Eur J Nucl Med Mol Imaging. ３７，２２３３－２２４１ （２０１０）

（５）Naya M, Chiba S, Iwano H, Yamada S, Katoh C, Manabe O, 
Yoshinaga K, Matsui Y, Tamaki N, Tsutsui H. Myocardial 
oxidative metabolism is increased due to haemodynamic 
overload in patients with aortic valve stenosis: assessment 
using 11C-acetate positron emission tomography. Eur J Nucl 
Med Mol Imaging. ３７，２２４２－２２４８（２０１０）

（６）Akizawa H, Zhao S, Takahashi M, Nishijima K, Kuge Y, 
Tamaki N, Seki K, Ohkura K. In vitro and in vivo evaluations 
of a radioiodinated thymidine phosphorylase inhibitor as a 
tumor diagnostic agent for angiogenic enzyme imaging. Nucl 
Med Biol. ３７，４２７－３２（２０１０）

（７）Oyama N, Goto D, Sasaki T, Tsutsui H, Tamaki N, Terae S, 
Shirato H. 64-Slice MDCT imaging of endocardial cushion 
defect associated with other cardiac and extracardiac 
abnormalities. J Cardiovasc Comput Tomogr. ４，２１８－２０（２０１０）

（８）Mizugaki H, Shinagawa N, Kanegae K, Yamada N, Asahina 
H, Kikuchi E, Oizumi S, Tamaki N, Nishimura M. Combining 
transbronchial biopsy using endobronchial ultrasonography 
with a guide sheath and positron emission tomography for the 
diagnosis of small peripheral pulmonary lesions. Lung Cancer, 
６８，２１１－５（２０１０）

（９）Yamazaki Y, Kitagawa Y, Hata H, Abe T, Murai C, Shiga T, 
Tamaki N. Use of FDG PET to evaluate hyperbaric oxygen 
therapy for bisphosphonate-related osteonecrosis of the jaw. 
Clin Nucl Med. ３５，５９０－１（２０１０） 

（１０）Koiwa H, Tsujino I, Ohira H, Yoshinaga K, Otsuka N, 
Nishimura M: Imaging of Cardiac Sarcoid Lesions Using 
Fasting Cardiac 18F-Fluorodeoxyglucose Positron Emission 
Tomography: An Autopsy Case. Circulation. １２２，５３５－５３６ 
（２０１０）

（１１）Sano K, Temma T, Kuge Y, Kudo T, Kamihashi J, Zhao S, Saji 
H. Radioimmunodetection　of　membrane type-1 matrix 
metalloproteinase relevant to tumor malignancy with a pre-
targeting method. Biol Pharm Bull. ３３，１５８９－１５９５（２０１０）

（１２）Nakajima K, Matsuo S, Kawano M, Matsumoto N, Hashimoto 
J, Yoshinaga K, Taki J, Okuda K: The validity of multi-center 
common normal database for identifying myocardial ischemia: 
Japanese Society of Nuclear Medicine working group 
database. Ann Nucl Med. ２４，９９－１０５（２０１０）

（１３）Strauss HW, Johnson MN, Schöder H, Tamaki N. 
Metaiodobenzylguanidine imaging comes of age. A new arrow 
in the prognostic quiver for heart failure patients. J Am Coll 
Cardiol. ５５，２２２２－２２２４（２０１０）

（１４）Aita K, Temma T, Kuge Y, Seki K, Saji H. NIR fluorescent 
ytterbium compound for in vivo fluorescence molecular 
imaging. Luminsence. ２５（１）：１９－２４，２０１０

（１５）Aita K, Temma T, Shimizu Y, Kuge Y, Seki K, Saji H. 
Synthesis of a new NIR fluorescent Nd complex labeling 
agent. J Fluoresc. ２０，２２５－３４（２０１０）

（１６）Temma T, Ogawa Y, Kuge Y, Ishino S, Takai N, Nishigori K, 
Shiomi M, Ono M, Saji H: Tissue factor detection for 
selectively discriminating unstable plaques in an 
atherosclerotic rabbit model. J Nucl Med. ５１，１９７９－１９８６ （２０１０）

（１７）Kuge Y, Takai N, Ogawa Y, Temma T, Zhao Y, Nishigori K, 
Ishino S, Kamihashi J, Kiyono Y, Shiomi M, Saji H: Imaging 
with radiolabelled anti-membrane type 1 matrix 
metalloproteinase (MT1-MMP) antibody: potentials for 
characterizing atherosclerotic plaques. Eur J Nucl Med Mol 
Imaging. ３７，２０９３－２１０４（２０１０）

（１８）Ueda M, Kudo T, Kuge Y, Mukai T, Tanaka S, Konishi H, 
Miyano A, Ono M, Kizaka-Kondoh S, Hiraoka M, Saji H: 
Rapid detection of hypoxia-inducible factor-1-active tumours: 
pretargeted imaging with a protein degrading in a mechanism 
similar to hypoxia-inducible factor-1alpha. Eur J Nucl Med 
Mol Imaging. ３７，１５６６－１５７４（２０１０）

（１９）Ueda M, Iida Y, Tominaga A, Yoneyama T, Ogawa M, Magata 
Y, Nishimura H, Kuge Y, Saji H: Nicotinic acetylcholine 
receptors expressed in the ventralposterolateral thalamic 
nucleus play an important role in anti-allodynic effects. Br J 
Pharmacol. １５９，１２０１－１２１０（２０１０）

（２０）Seki K, Noya Y, Mikami Y, Taneda S, Suzuki AK, Kuge Y, 
Ohkura K. Isolation and identification of new vasodilative 
substances in diesel exhaust particles. Environ Sci Pollut Res 
Int. １７，７１７－２３（２０１０）

和文論文・総説
（１）大山徳子、玉木長良、寺江　聡： Cardiovascular Imaging ２０１０

－新しい循環器画像診断と読影のための基礎知識－画像診断 ３０、
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２８－３６（２０１０）

（２）吉永恵一郎、玉木長良：心筋血流PET～Assessment of coronary 
artery disease and atherosclerotic vascular disease using 
positron emission tomography. Rad Fan ８、４２－４５（２０１０）

（３）吉永恵一郎、玉木長良：核医学検査：PET．脈管学 ４９、４８７－４９３ 
（２０１０）

（４）玉木長良、吉永恵一郎：心臓核医学検査．心筋症・心筋炎－基礎
と臨床の最前線２０１０．総合臨床 ５９、１７４５－１７４９（２０１０）

（５）玉木長良：分子機能画像診断法への期待～Perspectives of 
molecular and functional imaging.Medical ４、（２０１０）

（６）玉木長良、志賀　哲、森本裕一、梅垣菊男：次世代PET装置の開
発動向　２）半導体PET.INNERVISION ２５、４４－４７（２０１０）

（７）玉木長良、竹井俊樹、松澤　桂：関節リウマチにおける核医学診
断の現状と展望－シンチグラフィ、FDG－PETの応用－． 
Orthopaedics．２３、３２－３６（２０１０）

（８）玉木長良、趙　芫、久下裕司： SPECT、PETによるプラークイ
メージング．動脈硬化予防．９、５３－５７（２０１０）

英文著書
（１）Tamaki N, Kuge Y: Advances in Molecular Imaging. In: 

Molecular Imaging for Integrated Medical Therapy and Drug 
Development. In: pp.1－4, Molecular Imaging for Integrated 
Medical Therapy and Drug Development (Tamaki N, Kuge Y 
eds.), Springer (Springer Science+Business Media), 
Heidelberger（２０１０）

（２）Kuge Y, Zhao S, Takei T, Tamaki N. Molecular imaging for the 
assessment of tumor malignancy and response to therapy. 
Pp19－29, Ed.By Tamaki N, Kuge Y eds.  In: Molecular 
Imaging for Integrated Medical Therapy and Drug 
Development, Springer (Springer Science+Business Media), 
Heidelberger（２０１０）

（３）Morimoto Y, Ueno Y, Kojima S, Takeuchi W, Ishitsu T, 
Matsuzaki K, Umegaki K, Kubo N, Katoh C, Zhao S, Shiga T, 
Tamaki N: Development of a Prototype 3D PET Scanner 
Using Semiconductor Detectors and Depth of Interaction 
Information. Pp30－41, Ed.By Tamaki N, Kuge Y eds.  In: 
Molecular Imaging for Integrated Medical Therapy and Drug 
Development, Springer (Springer Science+Business Media), 
Heidelberger（２０１０）

（４）Shiga T, Kubo N, Morimoto Y, Katoh N, Katoh C, Ueno Y, 
Hirata K, Usui R, Kobayashi K, Takeuchi W, Shirato H, 
Tamaki N: A New PET Scanner with Semiconductor Detector 
Reveals Intratumoral Inhomogeneous Cell Activity with High 
Spatial and Energy Resolution. Pp42－51, Ed.By Tamaki N, 
Kuge Y eds.  In: Molecular Imaging for Integrated Medical 
Therapy and Drug Development, Springer (Springer 
Science+Business Media), Heidelberger（２０１０）

（５）Katoh N, Yasuda K, Shiga T, Hasegawa M, Onimaru R, 
Shimizu S, Bengua G, Ishikawa M, Tamaki N, Shirato H: A 
New Positron Emission Tomography (PET) Scanner with 
Semiconductor Detectors for Target Volume Delineation and 
Radiotherapy Treatment Planning in Patients with 

Nasopharyngeal Carcinoma. Pp52－59, Ed.By Tamaki N, Kuge 
Y eds.  In: Molecular Imaging for Integrated Medical Therapy 
and Drug Development, Springer (Springer Science+Business 
Media), Heidelberger（２０１０）

（６）Magota K, Kubo N, Narihiro K, Suzuki K, Nishijima K, Zhao 
S, Kuge Y, TamakiN. Initial performance measurement of an 
integrated PET/SPECT/CT system for small animal imaging. 
Pp60－68, Ed.By Tamaki N, Kuge Y eds.  In: Molecular 
Imaging for Integrated Medical Therapy and Drug 
Development, Springer (Springer Science+Business Media), 
Heidelberger（２０１０）

（７）Zhao Y, Kuge Y, Zhao S, Strauss HW, Blankenberg FG, 
Tamaki N. Molecular imaging of atherosclerotic plaque 
vulnerability: Comparison between 18F-FDG and 99mTc-
Annexin A5. Pp69－77, Ed.By Tamaki N, Kuge Y eds.  In: 
Molecular Imaging for Integrated Medical Therapy and Drug 
Development, Springer (Springer Science+Business Media), 
Heidelberger（２０１０）

（８）Yoshinaga K, Katoh C, Manabe O, Naya M, deKemp RA, Klein 
R, Beanlands RSB, Tamaki N: Quantification of Myocardial 
Blood Flow Using Rubidium-82 PET. Pp78－90, Ed.By Tamaki 
N, Kuge Y eds.  In: Molecular Imaging for Integrated Medical 
Therapy and Drug Development, Springer (Springer 
Science+Business Media), Heidelberger（２０１０）

（９）Kuroda S, Kuge Y, Tamaki N, Iwasaki Y. Bone marrow 
stromal cell transplantation for central nervous system 
disorders –Perspective for translational research and clinical 
application. Pp126－138, Ed.By Tamaki N, Kuge Y eds.  In: 
Molecular Imaging for Integrated Medical Therapy and Drug 
Development, Springer (Springer Science+Business Media), 
Heidelberger（２０１０）

（１０）Sugiyama T, Kuroda S, Osanai T, Maruichi K, Chiba Y, 
Shichinohe H, Kuge Y, Tamaki N, Iwasaki Y. Non-invasive 
optical tracking of bone marrow stromal cells transplanted 
into rat cerebral infarct. Pp139－144, Ed.By Tamaki N, Kuge Y 
eds.  In: Molecular Imaging for Integrated Medical Therapy 
and Drug Development, Springer (Springer Science+Business 
Media), Heidelberger（２０１０）

（１１）Tamaki N, Kuge Y. Advances in molecular imaging. Pp1－4, 
Ed.By Tamaki N, Kuge Y eds. In: Molecular Imaging for 
Integrated Medical Therapy and Drug Development, Springer 
(Springer Science+Business Media), Heidelberger（２０１０）

和文著書
（１）玉木長良、吉永恵一郎：核医学的手法を用いた心血流、心機能評

価 心機能評価のモダリティを使いこなす、診療に活かす心機能評
価、北風政史（編著）、羊土社２０１０、pp１４４－１４８

（２）玉木長良、趙　芫、久下裕司：画像バイオマーカーとしての分子
イメージングの利用　７）治療効果評価への分子イメージングの
利用　⑥動脈硬化治療薬開発のための分子イメージング．創薬研
究への分子イメージング応用、 遺伝子医学MOOK、 佐治英郎（編
集）、株式会社メディカルドゥ、２０１０、pp２０１－２０５

（３）吉永恵一郎、玉木長良：冠動脈疾患リスク評価、臨床医とコメディ
カルのための最新クリニカルPET、米倉義晴（編集主幹）　先端医
療技術研究所　２０１０、pp１６５－１６７ 
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（４）久下裕司、西嶋剣一、玉木長良：心筋交感神経・受容体イメージ
ング、 臨床医とコメディカルのための最新クリニカルPET、米倉
義晴（編集主幹）　先端医療技術研究所　２０１０、pp２８８－２９１

（５）吉永恵一郎、玉木長良：核医学検査：新しい診断と治療のABC  
狭心症、永井良三（編集）、最新医学社、２０１０、pp９５－１０７

（６）玉木長良、吉永恵一郎、久下裕司：心・血管病の分子イメージン
グの歴史、現状．心・血管病の分子イメージング　今泉　勉、
Jagat Narula（監修）永井書店、２０１０、pp１－５

（７）吉永恵一郎、玉木長良：心筋viability評価．心・血管病の分子イ
メージング．今泉　勉、Jagat Narula（監修）永井書店、２０１０、 
pp１－５

（８）玉木長良、吉永恵一郎、久下裕司：PETが着目する課題　３）循
環器領域の分子イメージング．マイクロドーズからPET分子イ
メージングへの新展開、遺伝子医学MOOK、杉山雄一、山下伸二、
栗原千絵子（編集）、株式会社メディカルドゥ、２０１０、pp１２６－１３１

国際学会発表
（１）Tamaki N: Perspectives of PET in cardiovascular medicine 

(Invited lecture) 13th Asia-Oceanian Congress of Radiology, 
Taipei, Taiwan, ２０１０.３.

（２）Tamaki N: Nuclear cardiology in heart failure (Invited 
lecture) 5th Asian Pacific Congress of Heart Failure, Busan, 
Korea, ２０１０.４.

（３）Tamaki N: History and perspectives of nuclear medicine in 
Japan (Invited lecture) International Symposium on the 
History and Perspectives on Nuclear Medicine, 50 Year 
Anniversary of Department of Nuclear Medicine Seoul 
National University, Seoul, Korea, ２０１０.５.

（４）Tamaki N：Fatty acid imaing for myocardial ischemic memory 
(Invited lecture) World Congress of Cardiology, Scientific 
Session, Beijing, China, ２０１０.６.

（５）Tamaki N：Perspectives of cardiovascular molecular imaging. 
(Educational Session, Organizor). World Molecular Imaging 
Congress, Kyoto, Japan, ２０１０.９.

（６）Kuge Y：Detection and Assessment of Vulnerable Plaque. 
World Molecular Imaging Congress, Kyoto, Japan, ２０１０.９.

（７）Tamaki N：Recent trends in nuclear medicine practice in 
Japan. (Educational Lecture) 10th World Federation of 
Nuclear Medicine and Biology, Cape Town, South Africa, 
２０１０.９.

（８）Manabe O, Yoshinaga K, Katoh C, Naya M, Chiba S, Klein R, 
deKemp R, Nagara T:  Repeatability of myocardial blood flow 
measurements with 3D data acquisition using Rubidium-82 
PET. The 57th Annual Meeting, Society of Nuclear Medicine, 
Salt Lake City, Utah, ２０１０.６.

（９）Manabe O, Yoshinaga K, Katoh C, Naya M, Chiba S, Klein R, 
deKemp R, Tamaki N:  Quantification of myocardial blood 
flow with Rubidium-82 3D-data acquisition - Comparison with 
O-15 labeled water dynamic PET. The 57th Annual Meeting, 
Society of Nuclear Medicine, Salt Lake City, Utah, ２０１０.６.

（１０）Hatano T, Zhao S, Zhao Y, Nishijima K, Kuno N, Hanzawa H, 
Sakamoto T, Tamaki N, Kuge Y: Biologic aspects of 
intratumoral [18F]FMISO distribution in a rodent model of 
glioma. The 57th Annual Meeting, Society of Nuclear 
Medicine, Salt Lake City, Utah, ２０１０.６.

（１１）Usui R, Shiga T, Hirata K, Tamaki N, Hattori N, Inoue T: 
Effects of dopamine agonists in antidepressant-resistant 
depression on cerebral metabolism. The 57th Annual Meeting, 
Society of Nuclear Medicine, Salt Lake City, Utah, ２０１０.６.

（１２）Yoshinaga K, Manabe O, Katoh C, Naya M, Sakakibara M, 
Yamada S, deKemp R, Klein R, Tsutsui H, Tamaki N: 
Additional diagnostic value of regional myocardial blood flow 
quantification over relative perfusion imaging with Rubidium-
82 PET. The 57th Annual Meeting, Society of Nuclear 
Medicine, Salt Lake City, Utah, ２０１０.６.

（１３）Zhao S, Takeuchi S, Kuge Y, Zhao Y, Hatano T, Li H, 
Nishijima K, Kinoshita I, Dosaka-Akita H, Tamaki N: FLT 
PET can early predict antiproliferative response to anti-EGFR 
molecular-targeting therapy (cetuximab) in human lung 
cancer xenograft. The 57th Annual Meeting, Society of 
Nuclear Medicine, Salt Lake City, Utah, ２０１０.６.

（１４）Magota K, Kubo N, Kuge Y, Nishijima K, Zhao S, Nagara T: 
High performance of an integrated PET/SPECT/CT system for 
small-animal imaging. The 57th Annual Meeting, Society of 
Nuclear Medicine, Salt Lake City, Utah, ２０１０.６.

（１５）Hattori N, Shiga T, Takeuchi W, Hirata K, Usui R, Kubo N, 
Morimoto Y, Umegaki K, Tamaki N: Improved deep brain 
assessments resulted in reduced cortical FDG uptake after 
normalization with a new semiconductor PET. The 57th 
Annual Meeting, Society of Nuclear Medicine, Salt Lake City, 
Utah, ２０１０.６.

（１６）Katoh C, Yoshinaga K, Manabe O, Tamaki N：A new 
algorithm to suppress spillover fraction from the blood 
radioactivity for 82Rb myocardial 3D PET: Non-uniform least 
squared method with a weighted function using blood time-
activity curve. The 57th Annual Meeting, Society of Nuclear 
Medicine, Salt Lake City, Utah, ２０１０.６.

（１７）Hattori N, Hirata K, Yabe I, Sakushima K, Usui R, Shiga T, 
Tsuji-Akimoto S, Sasaki H, Tamaki N：Quantitative CBF 
correlated with dementia and visual hallucination in 
Parkinson's disease. The 57th Annual Meeting, Society of 
Nuclear Medicine, Salt Lake City, Utah, ２０１０.６.

（１８）Kitagawa Y, Yamazaki Y, Hata H, Abe T, Hattori N, Takei T, 
Shiga T, Tamaki N：FDG-PET to evaluate four types of chronic 
osteomyelitis of jaws in combination with conventional 
imaging modalities. The 57th Annual Meeting, Society of 
Nuclear Medicine, Salt Lake City, Utah, ２０１０.６.

（１９）Zhao Y, Zhao S, Kuge Y, Tamaki N：Careful assessment of 
FDG uptake due to elevated FDG concentration in the blood 
and organs by high dose ARB administration: Experiment in 
mice given telmisartan. The 57th Annual Meeting, Society of 
Nuclear Medicine, Salt Lake City, Utah, ２０１０.６.

（２０）Zhao S, Kuge Y, Zhao Y, Yi M, Hatano T, Suzuki K, Magota K, 
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Nishijima K, Kohanawa M, Tamaki N: Hyoxia imaging with 
18F-fluoromisonidazole (FMISO) for differentiating tumors 
from granulomas: A comparison with FDG in experimental rat 
models using small animal PET. The 57th Annual Meeting, 
Society of Nuclear Medicine, Salt Lake City, Utah, ２０１０.６.

（２１）Klein R, Yoshinaga K, Katoh C, Adler A, Beanlands R, 
Tamaki N, deKemp R: Improved homogeneity of normal MBF 
using factor analysis with 82Rb PET. The 57th Annual 
Meeting, Society of Nuclear Medicine, Salt Lake City, Utah, 
２０１０.６.

（２２）Hirata K, Takeuchi W, Narita T, Hattori N, Shiga T, Usui R, 
Morimoto Y, Kuge Y, Tamaki N: Improved reconstruction 
algorithm resolved low sensitivity of the semiconductor 
detector in FMISO imaging. The 57th Annual Meeting, 
Society of Nuclear Medicine, Salt Lake City, Utah, ２０１０.６.

（２３）Shiga T, Takeuchi W, Yamaguchi S, Morimoto Y, Kubo N, 
Hirata K, Usui R, Umegaki K, Terasaka S, Tamaki N: 
Semiconductor FDG PET may distinguish glioma with high 
proliferative activity from those with low proliferative activity. 
The 57th Annual Meeting, Society of Nuclear Medicine, Salt 
Lake City, Utah, ２０１０.６.

（２４）Takei T, Okamoto S, Takeuchi W, Morimoto Y, Umegaki K, 
Matsuzaki K, Hara T, Fukuda S, Tamaki N: A new PET 
scanner with semiconductor detectors can decrease false-
positive findings in the metastatic survey of head & neck 
cancer patients. The 57th Annual Meeting, Society of Nuclear 
Medicine, Salt Lake City, Utah, ２０１０.６.

（２５）Yoshinaga K, Naya M, Katoh C, Nishijima K, Manabe O, 
Yamada S, Iwano H, Tsutsui H, Tamaki N: Myocardial 
oxidative metabolism in stunned myocardium after 
reperfusion therapy in acute coronary syndrome. The 57th 
Annual Meeting, Society of Nuclear Medicine, Salt Lake City, 
Utah, ２０１０.６.

（２６）Shiga T, Ikoma K, Usui R, Hirata K, Hattori N, Katoh C, Kuge 
Y, Tamaki N: I-123 IMZ SPECT may detect loss of neuronal 
integrity in patients with traumatic brain injury. The 57th 
Annual Meeting, Society of Nuclear Medicine, Salt Lake City, 
Utah, ２０１０.６.

（２７）Kobashi K, Takeuchi W, Morimoto Y, Ishitsu T, Ueno Y, 
Matsuzaki K, Kubo N, Katoh C, Shiga T, Tamaki N: Physical 
performance of a prototype semiconductor PET scanner 
featuring high energy resolution with MAP based 
reconstruction. The 57th Annual Meeting, Society of Nuclear 
Medicine, Salt Lake City, Utah, ２０１０.６.

（２８）Zhao S, Hatano T, Zhao Y, Nishijima K, Takeuchi W, Kuno N, 
Morimoto Y, Hanzawa H, Sakamoto T, Tamaki N, Kuge Y: 
Evaluation of intratumoral 18F-FDG distribution using small 
animal PET:Comparison with autoradiography. 2010 World 
Molecular Imaging Congress, Kyoto, Japan, ２０１０.９.

（２９）Li H, Zhao S, Jin Y, Nishijima K, Akizawa H, Ohkura K, Seki 
K, Tamaki N, Kuge Y: A novel radiolabeled probe for 
molecular imaging of thymidine phosphorylase: Suppressed 
accumulation into tumor cells by target gene knockdown. 2010 
World Molecular Imaging Congress, Kyoto, Japan, ２０１０.９. 

（３０）Watanabe A, Nishijima K, Zhao S, Zhao Y, Tanaka Y, 
Takemoto H, Tamaki N, Kuge Y: Quantitative determination 
of apoptosis of pancreatic beta cells using 99mTc-annexin A5 
in streptozotocin-induced diabetic mice. 2010 World Molecular 
Imaging Congress, Kyoto, Japan, ２０１０.９.

（３１）Ueda M, Kudo T, Konishi H, Kawashima H, Kuge Y, Mukai T, 
Ono M, Kizaka-Kondoh S, Hiraoka M, Saji H: Pretargeted 
PET imaging of hypoxia-inducible factor-1-active tumors with 
an oxygen-dependent degradable streptavidin and a 18F-
labeled biotin derivative. 2010 World Molecular Imaging 
Congress, Kyoto, Japan, ２０１０.９.

（３２）Temma T, Ogawa Y, Kuge Y, Ishino S, Nishigori K, Takai N, 
Shiomi M, Ono M, Saji H: Tissue Factor Imaging to Detect a 
Key-step toward Thrombus Formation. 2010 World Molecular 
Imaging Congress, Kyoto, Japan, ２０１０.９.

（３３）Yi M, Kohanawa M, Zhao S, Tamaki N: The roles of TLR2 and 
CD36 in response to staphylococcus aureus in vivo. The 8th 
Joint Meeting of the ICS and the ISICR in Cicago, USA, 
２０１０.１０.

（３４）Takeuchi S, Zhao S, Kuge Y, Zhao Y, Nishijima K, Hatano T, 
Shimizu Y, Kinoshita I, Akita H, Tamaki N: 18F-
Fluorothymidine (18F-FLT) as tumor response predictor for 
anti-epidermal growth factor receptor antibody in human lung 
cancer xenograft. American Association for Cancer Research 
101st Annual Meeting, Washington, DC, ２０１０.４.

国内学会発表
（１）吉永恵一郎：Physiological assessment of myocardial perfusion 

using nuclear cardiology would enhance coronary artery 
disease patient's care（コントロバーシー）．第７４回日本循環器学
会総会・学術集会、京都、２０１０.３.

（２）吉永恵一郎：臨床編①心筋バイアビリティ（講師）．第１０回日本核
医学会春季大会PET研修セミナー、東京、２０１０.５.

（３）志賀　哲：セッション２（座長）．第２５回日本核医学会北海道地方
会、旭川、２０１０.５.

（４）志賀　哲：PET－１（座長）．第６７回日本核医学会北日本地方会、 
山形、２０１０.６.

（５）吉永恵一郎：心不全の新しい非侵襲的評価（シンポジウム講演）． 
第１４回日本心不全学会学術集会、東京、２０１０.１０.

（６）吉永恵一郎：悪性褐色細胞腫の内照射療法：現状から今後の発展
性．第５０回日本核医学会学術総会、埼玉、２０１０.１１.

（７）吉永恵一郎：心臓医学ガイドライン（日本循環器学会）の解説．第
５０回日本核医学会学術総会、埼玉、２０１０.１１.

（８）黒田　敏､中山若樹､平田健司､志賀　哲､玉木長良､宝金清博：もや
もや病術後症例に対する追加脳血行再建術－その実際と脳循環代
謝．第２２回日本脳循環代謝学会総会、大阪、２０１０.１１.

（９）趙　松吉、竹内　啓、久下裕司、趙　芫、波多野利行、李　花、
西嶋剣一、木下 一郎、 秋田弘俊、玉木長良：ヒト癌移植マウス
における抗EGFR抗体（Cetuximab）による分子標的療法：〔１８F〕
FDG　PETを用いた早期治療効果評価．第５回日本分子イメー
ジング学会学術集会、滋賀、２０１０.５. 
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（１０）渡邊郁剛、西嶋剣一、趙　松吉、趙　芫、田中嘉一、武本　浩、
玉木長良、久下裕司：９９mTc標識アネキシンA５を用いた膵臓β
細胞のアポトーシスイメージング：ストレプトゾトシン誘発糖尿
病モデルマウスを用いた基礎的検討．第５回日本分子イメージン
グ学会学術集会、滋賀、２０１０.５.

（１１）上田真史、工藤　喬、小西宏明、宮野　梓、小川　京、河嶋秀和、
小野正博、向　高弘、久下裕司、近藤科江、平岡眞寛、佐治英郎：
酸素依存的分解タンパク質を用いる腫瘍内HIF－１存在領域の
PETイメージングに関する検討．第５回日本分子イメージング
学会学術集会、滋賀、２０１０.５.

（１２）池城　卓、佐澤　陽、安部崇重、丸晋太朗、大澤崇宏、青柳俊紀、
篠原信雄、吉永恵一郎、玉木長良、野々村克也：悪性褐色細胞腫
に対するImetaiodobenzylguanidine（MIBG）内照射療法．第２２
回日本内分泌外科学会、大阪、２０１０.６.

（１３）真鍋　治、吉永恵一郎、加藤千恵次、納谷昌直、千葉　知、玉木
長良：ジェネレータ産生８２Rb PETを用いた２次元及び３次元収集に
よる心筋血流量の定量およびその再現性について、また１５H２O PET
との比較．第２０回日本心臓核医学会総会・学術大会、東京、２０１０.６.

（１４）高森清華、久保直樹、真鍋　治、孫田惠一、荒井博史、表　英彦、
加藤千恵次、吉永恵一郎、玉木長良：心筋血流PET製剤８２Rbジェ
ネレータの溶出精度についての検討．第２０回日本心臓核医学会総
会・学術大会、東京、２０１０.６.

（１５）吉永恵一郎、納谷昌直、加藤千恵次、真鍋　治、山田　聡、岩野
弘幸、西嶋剣一、筒井裕之、玉木長良： ９９mTc sestamibi wash 
out亢進は局所心機能低下と心筋ミトコンドリア機能異常を反映
している－１１C acetate PET、心エコーとの比較－．第５８回日本心
臓病学会学術集会、東京、２０１０.９.

（１６）千葉　知、吉永恵一郎、加藤千恵次、山田　聡、岩野弘幸、松井
欣哉、若狭　哲、松居喜郎、玉木長良、筒井裕之： 左心不全患者
に対する左心室形成術前後の心筋酸素代謝の検討．第５８回日本心
臓病学会学術集会、東京、２０１０.９.

（１７）吉永恵一郎：心臓核医学による心不全の非侵襲的、生理的評価（６、
心不全の新しい侵襲的評価）．第１４回日本心不全学会学術集会、東
京、２０１０.１０.

（１８）趙　松吉、久下裕司、趙　芫、伊　敏、波多野利行、鈴木幸太郎、
孫田惠一、西嶋剣一、小華和柾史、玉木長良：肉芽腫・腫瘍にお
けるFMISO－PETの有用性：小動物用PETを用いた基礎的検討． 
第５０回日本核医学会学術総会、埼玉、２０１０.１１.

（１９）趙　芫、趙　松吉、久下裕司、玉木長良：高用量ARB投与による
FDGの組織集積の上昇：Telmisartan投与マウスでの検討．第５０
回日本核医学会学術総会、埼玉、２０１０.１１.

（２０）李　花、 趙　松吉、西嶋剣一、秋澤宏行、関　興一、大倉一枝、 
玉木長良、 久下裕司： チミジンホスホリラーゼを標的とする新規
腫瘍イメージング剤の開発：siRNA導入による腫瘍細胞への集積
低下．第５０回日本核医学会学術総会、埼玉、２０１０.１１.

（２１）竹内　渉、波多野利行、趙　松吉、趙　芫、森本裕一、久野範人、
久下裕司、玉木長良：臨床用半導体PET装置により描出される腫
瘍内FDG分布のオートラジオグラフィーによる検証．第５０回日
本核医学会学術総会、埼玉、２０１０.１１.

（２２）吉永恵一郎、岡本祥三、志賀　哲、平田健司、竹井俊樹、篠原信雄、 
玉木長良：悪性褐色細胞腫・傍神経節腫における一定期間・繰り

返し１３１I MIBG内照射両方の治療効果および安全性．第５０回日
本核医学会学術総会、埼玉、２０１０.１１.

（２３）絹谷清剛、中條政敬、織内　昇、吉永恵一郎：国内における悪性
神経内分泌腫瘍に対する１３１I－MIBG内用療法の実態：I－１３１ 
MIBG内照射療法検討委員会報告．第５０回日本核医学会学術総会、
埼玉、２０１０.１１.

（２４）岡本祥三：頭頚部癌の放射線治療前後におけるFMISO集積の初期
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Lecture) 26th Annual Convention, The Philippine Society of 
Nuclear Medicine, Manila, Philippine, ２０１１.２.

（２）Yoshinaga K, Ohira H, Tsujino I, Manabe O, Katoh C, Kasai 
K, Satoh T, Oyama N, Nishimura M, Tamaki N: Elevated 
Right ventricular Oxidative Metabolism Evaluated by C-11 
Acetate PET in Patients with Pulmonary Hypertension. The 
60th Annual Scientific Session and Innovation in 
Intervention,i2 Summit, American College Cordiology, New 
Orleans, Texas, ２０１１.４.

（３）Takeuchi S, Zhao S, Kuge Y, Zhao Y, Nishijima K, Shimizu Y, 
Kinoshita I, Tamaki N and Dosaka-Akita H. 18F-
Fluorothymidine PET/CT as early predictor of tumor response 
for anti-epidermal growth factor receptor antibody in human 
lung cancer xenograft. The AACR 102nd Annual Meeting 2011 
in Orange County Convention Center, Orlando, Florida, ２０１１.４.

（４）Yoshinaga K, Naya M, Katho C, Manabe O, Yamada S, Iwano 
H, Chiba S, Tsutsui H, Tamaki N : Accelerated Tc-99m-
Sestamibi Clearances Associated with Mitchondrial 
Dysfunction and Regional LV Dysfunction in Reperfused 
Myocardium in Acute Coronary Syndrome, International 
Congress of Nuclear Cardiology 10, Amsterdom, Netherland, 
２０１１.５.

（５）Hattori N, Shiga T, Hirata K, Usui R, Ikoma K, Tamaki N: 
Frontal activation after brain trauma may compensate 
cerebellar dysfunction. The 58th Annual Meeting, Society of 
Nuclear Medicine, San Antonio, Texas, ２０１１.６.

（６）Yoshinaga K, Katoh C, Manabe O, Kasai　K, Chiba S, 
Nishijima K, Tamaki N: Characterization of myocardial 123I 
metaiodobenzylguanidine (MIBG) distribution in comparison 
with 11C hydroxyephedrine PET in normal subjects. The 58th 
Annual Meeting, Society of Nuclear Medicine, San Antonio, 
Texas, ２０１１.６.

（７）Zhao S, Kuge Y, Zhao Y, Takeuchi S, Murakami M, Li H, 

Nusrat F Chouwdhury, Nishijima K, Dosaka-Akita H, Tamaki 
N: FMISO PET can early evaluate antiangiogenic response to 
anti-EGFR molecular-targeting therapy (cetuximab) in 
human lung cancer xenograft. The 58th Annual Meeting, 
Society of Nuclear Medicine, San Antonio, Texas, ２０１１.６.

（８）Hattori N, Katoh C, Kasai K, Magota K, Yoshinaga K, Tamaki 
N: Sympathetic function of pancreas and its correlatin with 
metabolic profiles, The 58th Annual Meeting, Society of 
Nuclear Medicine, San Antonio, Texas, ２０１１.６.

（９）Okamoto S, Shiga T, Yasuda K, Takei T, Hattori N, Nishijima 
K, Kuge Y, Shirato H, Tamaki N: The change of hypoxia and 
glucose metabolism before, during, and after IMRT for head 
and neck cancer, The 58th Annual Meeting, Society of Nuclear 
Medicine, San Antonio, Texas, ２０１１.６.

（１０）Hirata K, Hattori N, Shiga T, Usui R, Yamaguchi S, Terasaka 
S, Narita T, Tanaka S, Kuge Y, Tamaki N: 18F-FMISO 
accumulates in gliobalstoma multiforme but not in grade Ⅲ　or 
less malignant gliomas, The 58th Annual Meeting, Society of 
Nuclear Medicine, San Antonio, Texas, ２０１１.６.

（１１）Yoshinaga K, Katoh C, Manabe O, Klein R, Chiba S, deKemp 
R, Tamaki N: Quantfication of regional myocardial blood flow 
using 3D Rubidium-82 PET-Comparison with 2D Rubidium-
82 data acquisition, The 58th Annual Meeting, Society of 
Nuclear Medicine, San Antonio, Texas, ２０１１.６.

（１２）Chiba S, Naya M, Yoshinaga K, Katoh C, Manabe O , Iwano 
H, Yamada S, Matsui Y, Tsusui H, Tamaki N：Changes in 
myocardial oxidative metabolism after surgical ventricular 
reconstruction in patients with end stage heart failure 
depends on improvement in diastolic function. 58th Society of 
Nuclear Medicine 2011 Annual Meeting-San Antonio, Texas, 
２０１１.６.

（１３）Kasai K, Katoh C, Yoshinaga K, Manabe O, Magota K, Tamak 
N:  Development of automatic algorithm for quantification of 
oxidative metabolism in the right ventricular myocardium 
using 11C-acetate PET. 58th Society of Nuclear Medicine 2011 
Annual Meeting-San Antonio,Texas, ２０１１.６.

（１４）Katoh C, Kasai K, Yoshinaga K, Manabe O, Magota K, 
Tamaki N: A New algorithm to spillover fraction for 11C-
Hydroxyephedrine myocardial 3D PET : Non-uniform least 
squared method with a weighted function using blood time-
activity curve. 58th Society of Nuclear Medicine 2011 Annual 
Meeting-San Antonio,Texas, ２０１１.６.

（１５）Katoh C, Hattori N, Kasai K, Magota K, Yoshinaga K, Tamaki 
N:  Development of a new protocol to evaluate the pancreatic 
sympathetic nervous system using 11C-HED with 3D PET. 
Society of Nuclear Medicine 2011 58th Annual Meeting-San 
Antonio,Texas, ２０１１.６.

（１６）Takeuchi W, Hatano T, Zhao S, Zhao Y, Morimoto Y, Kuno N, 
Kobashi K, Kuge Y, Tamaki N：Accurate imaging of 
intratumoral FDG distribution with semiconductor human 
brain-PET: evaluation by autoradiographic study in rats. 
Society of Nuclear Medicine 2011 58th Annual Meeting-San 
Antonio,Texas, ２０１１.６.
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（１７）Magota K, Kubota N, Kuge Y, Nishijima K, Zhao S, Tamaki N. 
Quantitative characteristics of maximum a posteriori 
reconstruction on binding potential measurements of 11C-
Flumazenil in small-animal brain PET. Society of Nuclear 
Medicine 2011 58th Annual Meeting-San Antonio,Texas, 
２０１１.６.

（１８）Takeuchi S, Zhao S, Kuge Y, Zhao Y, Nishijima K, Shimizu Y, 
Kinoshita I, Tamaki N, Dosaka-Akita H. 18F-Fluorothymidine 
(18F-FLT) as early predictor of tumor response for anti-
epidermal growth factor receptor antibody in human lung 
cancer xenograft. The 14th World Conference on Lung Cancer 
in Amsterdam- The Netherlands, ２０１１.７.

（１９）Zhao Y, Zhao S, Kuge Y, Tamaki N：The therapeutic effect of 
telmisartan on atherosclerosis in apoE-/- mice: an evaluation 
with 99mTc-annexin A5. The 2011 World Molecular Imaging 
Congress in San Diego, CA, ２０１１.９.

（２０）Watanabe A, Nishijima K, Zhao S, Zhao Y, Tanaka Y, 
Takemoto H, Tamaki N, Kuge Y: Quantitative determination 
of apoptosis of pancreatic beta cells using 99mTc-annexin A5 in 
a non-obese mouse model of type 1 diabetes mellitus. The 2011 
World Molecular Imaging Congress in San Diego, CA, ２０１１.９.

（２１）Zhao Y, Zhao S, Kuge Y, Watanabe A, Fukao K, Tanaka Y, 
Nakano T, Takemoto H, Tamaki N：Suppressive effects of 
irbesartan on inflammation and apoptosis in atherosclerotic 
plaques of apoE-/- mice: Molecular imaging with 14C-FDG and 
99mTc-annexin A5. The AHA Scientific Sessions 2011 in 
Orlando, Florida, ２０１１.１１.

（２２）Yoshinaga K, Ohira H, Tsujino I, Manabe O, Katoh C, Kasai 
K, Satoh T, Manabe N, Nishimura M, Tamaki N: Elevated 
Right Ventricular Oxidative Metabolism in Patients with 
Chronic Thromboembolic Pulmonary Hypertension (CTEPH) 
or Pulmonary Arterial Hypertension (PAH) Using C-11 
Acetate PET. American Heart Association SCIENTIFIC 
SESSIONS 2011 Orlando, Florida ,２０１１.１１.

（２３）Allison B Hall,Maria C Ziadi,Judith Leech,Shin-yee Chen, Ian 
Burwash, Jennifer Renaud, Rob deKemp, Haisam Haddad, 
Lisa Mielniczuk, Yoshinaga K, Jean DaSilva, Olga 
Walter,Ann Guo, Li Chen, Linda Garrard, John Floras, Rob 
Beanlands: Determination of the Impact of Short Term 
Continuous Positive Airway Pressure on Myocardial 
Energetics in a Randomized Study of Patients with Chronic 
Stable Heart Failure and Obstructive Sleep Apnea. American 
Heart Association SCIENTIFIC SESSIONS 2011 Orlando, 
Florida, ２０１１.１１.

（２４）Manabe O, Yoshinaga K, Tamaki N : Enhanced Myocardial 
18F-FDG Uptake in Patients with Nonischemic Cardiomyopathy 
in Comparison with Late Gadolinium-enhanced MRI, The 
97th  Scientific Assembly and Annual Meeting, Cicago, IL, 
２０１１.１１.

（２５）Yoshinaga K：New protocols: Non perfusion imaging. 
(Educational lecture) International Congress of Nuclear 
Cardiology 10, Amsterdom, Netherland, ２０１１.５.

（２６）Tamaki N：Established tracers in nuclear cardiology: 
Essentials:Assessing Receptors Innervation. (Invited lecture) 

International Congress of Nuclear Cardiology 10, Amsterdom, 
Netherland, ２０１１.５.

（２７）Yoshinaga K：Around the world in 80 minutes: 20 years of 
learining in Nuclear Cardiology (Symposium Organaizer), 
International Congress of Nuclear Cardiology 10, Amsterdom, 
Netherland, ２０１１.５.

（２８）Yoshinaga K：New and alternate perfusion imaging protocols: 
increasing ischaemia detection and lab efficiency: Exercise 
equivalent stress agents( ATP and dobutamine ) and adjuvent 
exercise/pharmacological　stress　(Symposium) International 
Congress of Nuclear Cardiology 10, Amsterdom, Netherland, 
２０１１.５.

（２９）Shiga T, Takeuchi W, Kubo N, Morimoto Y, Usui R, Hirata K, 
Hattori N, Kobashi K, Umegaki K, Tamaki N：The 9th 
International Symposium for Future Drug Discovery and 
Medical Care “Structural Biology and Drug Discovery” in 
Sapporo, ２０１１.９.

（３０）Hanzawa H, Sakamoto T, Zhao Y, Manri N, Kaneko A, Zhao S, 
Tamaki N, and KugeY: Stage-Dependent Proteomics of 
Atherosclerotic Plaque-Progression in Plasma and Arterial 
Tissues of a Mouse Model. The 9th International Symposium 
for Future Drug Discovery and Medical Care “Structural 
Biology and Drug Discovery” in Sapporo, ２０１１.９.

（３１）Zhao S, Kuge Y, Zhao Y, Takeuchi S, Murakami M, Nusrat C, 
Nishijima K, Dosaka-Akita H, Tamaki N：Early Evaluation of 
Antiangiogenic Response to Anti-EGFR Molecular Targeted 
therapy (cetuximab) by Using FMISO PET in Human Lung 
Cancer Xenograft. The 9th International Symposium for 
Future Drug Discovery and Medical Care “Structural Biology 
and Drug Discovery” in Sapporo, ２０１１.９.

（３２）Zhao Y, Zhao S, Kuge Y, Tamaki N: Utility of 99mTc-annexin 
A5 for Evaluating the Therapeutic Effect of ARB on 
Atherosclerosis: an Experimental Study with Telmisartan 
Treated apoE-/- Mice. The 9th International Symposium for 
Future Drug Discovery and Medical Care “Structural Biology 
and Drug Discovery” in Sapporo, ２０１１.９.

（３３）Watanabe A, Nishijima K, Zhao S, Zhao Y, Tanaka Y, 
Takemoto H, Tamaki N, Kuge Y：The use of 99mTc-annexin A5 
for Quantitative Determination of Apoptosis of Pancreatic 
Beta Cells in a Non-obese Mouse Model of Type 1 Diabetes 
Mellitus. The 9th International Symposium for Future Drug 
Discovery and Medical Care “Structural Biology and Drug 
Discovery” in Sapporo, ２０１１.９.

（３４）Okamoto S, Shiga T, Yasuda K, Takei T, Hattori N, Nishijima 
K, Magota K, Kuge Y, Shirato H, Tamaki N：Sequential 
change of hypoxia and glucose metabolism before, interim, 
and after IMRT for head and neck cancer. The 9th 
International Symposium for Future Drug Discovery and 
Medical Care “Structural Biology and Drug Discovery” in 
Sapporo, ２０１１.９.

（３５）Nakada N, Okumura Y, Nagata E, Kiriu M, Hayashi A, 
Nishijima K, Zhao S, Tamaki N, Kuge Y, Matsumoto H: 
Evaluation of a New PET Hypoxia Tracer, [18F]HIC101, in 
Comparison With [18F]FMISO. The 9th International 
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Symposium for Future Drug Discovery and Medical Care 
“Structural Biology and Drug Discovery” in Sapporo, ２０１１.９.

（３６）Nishijima K: Development of Radiolabeled Molecular Probes 
in Hokkaido University: Focused on the use of Cardiac 
Radiopharmaceuticals. The CIS Workshop 2011 in Sapporo, 
２０１１.７.

（３７）Zhao Y, Zhao S, Kuge Y, Tamaki N：Radionuclide imaging of 
experimental atherosclerotic plaque: recent works in 
Hokkaido University. The CIS Workshop 2011 in Sapporo, 
２０１１.７.

（３８）Yoshinaga K: Myocardial perfusion PET; from basic aspect to 
clinical implication. The CIS Workshop 2011 in Sapporo, 
２０１１.７.

（３９）Zhao S, Takeuchi S, Kuge Y, Zhao Y, Hatano T, Li H, 
Nishijima K, Kinoshita I, Dosaka-Akita H,  Tamaki N：
Positron emission tomography (PET) imaging for assessment 
of response to molecular targeted therapy. The CIS Workshop 
2011 in Sapporo, ２０１１.７.

（４０）Li H, Zhao S, Nishijima K, Akizawa H, Ohkura K, Tamaki N, 
Kuge Y：Radiolabeled uracil derivative as a novel SPECT 
probe for thymidine phosphorylase(TP): the TP-specific 
cellular uptake. The CIS Workshop 2011 in Sapporo, ２０１１.７.

（４１）Shiga T: Application of semiconductor PET to oncology. The 
CIS Workshop 2011 in Sapporo, ２０１１.７.

国内学会発表
（１）服部直也、志賀　哲、平田健司、竹内　渉、森本裕一、梅垣 菊男、

玉木長良：半導体検出器を用いたPETによる脳皮質FDG集積の空
間標準化後の分布．日本医学放射線学会総会・学術集会、２０１１.４.

（２）平田健司、服部直也、加藤千恵次、志賀　哲、久保直樹、臼井礼
子、久下裕司、玉木長良：虚血脳のCBF定量において脳血液水分
配係数は固定可能である．第７０回日本医学放射線学会総会・学術
集会，WEB開催．２０１１.５.

（３）趙　松吉、波多野利行、趙　芫、西嶋剣一、竹内　渉、久野範人、
森本裕一、半澤宏子、坂本　健、玉木長良、久下裕司：小動物用
PET画像による腫瘍内１８F－FDG集積の評価：オートラジオグラ
フィー画像との比較．第６回日本分子イメージング学会総会・学
術集会、神戸、２０１１.５.

（４）渡邊郁剛、西嶋剣一、趙　松吉、趙　芫、田中嘉一、武本　浩、
玉木長良、久下 裕司：99mTc標識アネキシンA5を用いた膵臓β細
胞のアポトーシスイメージング：1型糖尿病モデル・NODマウス
を用いた基礎的検討． 第６回日本分子イメージング学会総会・学
術集会、神戸、２０１１.５.

（５）Yoshinaga K, Ohhira H, Tsuzino I, Manabe O, Katoh C, Kasai 
K, Satoh T, Tamaki N:　Elevated　Right　Ventricular　
Oxygen　Metabolism　Evaluated　by　C-11　acetate PET in 
Patients with Pulmonary Hypertension.第75回日本循環器学会
総会　横浜　２０１１.８.

（６）井上真美子、西田　睦、吉永恵一郎、佐藤恵美、石坂香織、工藤
悠輔、表原里実、堀江達則、玉木長良、清水　力、松野一彦：上
腕駆血によるflow－mediated vasodilatation信頼向上性の試み～
高周波プローブの使用と性周期考慮女性対象の検討～　第７５回日

本循環器学会総会　横浜　２０１１.８.

（７）Hanzawa H, Sakamoto T, Zhao Y, Manri N, Kaneko A, Zhao S, 
Tamaki N, and Kuge Y：Stage-Dependent Proteomics of 
Atherosclerotic Plaque-Progression in Plasma and Arterial 
Tissues of a Mouse Model.　第７５回日本循環器学会総会　横浜　
２０１１.８.

（８）井上真美子、西田　睦、吉永恵一郎、堀江達則、佐藤恵美、石坂
香織、工藤悠輔、表原里実、和田妙子、岩井孝仁、真鍋　治、玉
木長良、渋谷　斉、清水　力、松野一彦：上腕駆血によるFMD検
査信頼性向上の試み－性周期を考慮した女性対象での検討－．第
５９回日本心臓病学会学術集会　神戸　２０１１.９.

（９）吉永恵一郎、真鍋　治、加藤千恵次、納谷昌直、榊原　守、山田
史郎、千葉　知、筒井裕之、玉木長良：Rubidium－82　PETにお
ける局所心筋血流量の冠動脈疾患における診断的付加価値．第５９
回日本心臓病学会学術集会　神戸　２０１１.９.

（１０）平田健司、服部直也、志賀　哲、竹内　渉、森本裕一、梅垣菊男、
寺坂俊介、小林浩之：高分解能半導体PETが明らかにする赤核と
対側小脳の代謝相関．第５１回日本核医学会学術総会、つくば、
２０１１.１０.

（１１）吉永恵一郎、加藤千恵次、真鍋　治、葛西克彦、千葉　知、西嶋
剣一、玉木長良：Chydroxyephedrine PET との比較による１２３I 
metaiodobenzayluganidine（MIBG）SPECTの心筋局所集積の特
徴．第５１回日本核医学会学術総会、つくば、２０１１.１０.

（１２）岡本祥三：頭頸部癌に対する放射線治療経過における低酸素と糖
代謝の変化．第５１回日本核医学会学術総会、つくば、２０１１.１０.

（１３）服部直也：PETを用いた膵臓交感神経機能の評価と代謝指標との
関連．第５１回日本核医学会学術総会、つくば、２０１１.１０.

（１４）志賀　哲：半導体PET装置での脳FDG PET検査におけるエネル
ギーウインドウの最適化．第５１回日本核医学会学術総会、つくば、
２０１１.１０.

（１５）葛西克彦、加藤千恵次、吉永恵一郎、真鍋　治、玉木長良：１１C 
酢酸PET検査における右心室筋酸素代謝率の自動定量プログラ
ム開発．第５１回日本核医学会学術総会　つくば、２０１１.１０.

（１６）内山裕子、志賀　哲、岡本祥三、真鍋　治、竹井俊樹、上林倫史、
平田健司、玉木長良、服部直也、吉永恵一郎：Bone NAVIの有用
性に関する検討．第５１回日本核医学会学術総会　つくば、
２０１１.１０.

（１７）西嶋剣一、吉永恵一郎、趙　松吉、趙　芫、真鍋　治、加藤千恵
次、阿保憲史、玉木長良、久下裕司：心筋交感神経終末機能評価
薬剤１１C hydroxyephedrineの安全性評価．第５１回日本核医学会
学術総会　つくば、２０１１.１０.

（１８）服部直也、加藤千恵次、葛西克彦、孫田恵一、吉永恵一郎、玉木
長良：PETを用いた膵臓交感神経機能の評価と代謝指標との関連．
第５１回日本核医学会学術総会　つくば、２０１１.１０.

（１９）加藤千恵次、葛西克彦、真鍋　治、吉永恵一郎、玉木長良：１１C－
HED心筋PETにおける交感神経機能定量プログラムの開発．第
５１回日本核医学会学術総会　つくば、２０１１.１０.

（２０）趙　芫、趙　松吉、久下裕司、玉木長良：ApoE－/－マウス動脈硬
化に対するテルミサルタンの治療効果：９９mTc－annexin A５によ
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る評価．第５１回日本核医学会学術総会　つくば、２０１１.１０.

（２１）孫田惠一、久保直樹、趙　松吉、久下裕司、平田健司、服部直也、
志賀　哲、加藤千恵次、玉木長良：小動物用PETを用いた１１C－
FlumazenilのBinding potential 解析におけるMaximum a posteriori 
（MAP）再構成の評価．第５１回日本核医学会学術総会　つくば、
２０１１.１０.

（２２）趙　松吉、久下裕司、趙　芫、竹内　啓、村上正紘、李　花、チョ
ウドリヌスラット　ファティマ、西嶋剣一、竹井俊樹、秋田弘俊、
玉木長良：ヒト癌移植マウスにおける抗EGFR抗体（Cetuximab）
による分子標的療法：１８F－FMISOを用いた早期治療効果評価．第
５１回日本核医学会学術総会　つくば、２０１１.１０.

（２３）竹井俊樹、岡本祥三、志賀　哲、服部直也、蒲池浩文、神山俊哉、
藤堂　省、玉木長良：術前化学放射線治療前後の局所進行膵癌に
おけるFDG－PETの潜在的役割に関する検討．第５１回日本核医学
会学術総会、つくば、２０１１.１０.

（２４）真鍋　治、平田健司、孫田恵一、志賀　哲、臼井礼子、服部直也、
玉木長良：脳腫瘍輪郭抽出方法－１１C－methionine PETを用いた妥
当性と再現性の検討．第５１回日本核医学会学術総会、つくば、
２０１１.１０.

（２５）平田健司、志賀　哲、玉木長良：高分解能半導体PETが明らかに
する赤核と対側小脳の代謝相関．第５１回日本核医学会学術総会、
つくば、２０１１.１０.

（２６）内山裕子、志賀　哲、岡本祥三、真鍋　治、竹井俊樹、上林倫史、
平田健司、玉木長良、服部直也、吉永恵一郎：BONENAVIの使
用経験．第２６回日本核医学会北海道地方会、札幌、２０１１.５.

（２７）平田健司、志賀　哲、臼居礼子、玉木長良、服部直也、西嶋剣一、
孫田惠一、山口　秀、小林浩之、寺坂俊介、田中伸哉、久下裕司：
低酸素イメージング製剤１８F－fluoromisonidazoleを用いた悪性神
経膠種の新たな診断法～１８F－FDGとの比較～．第２６回日本核医
学会北海道地方会、札幌、 ２０１１.５.

（２８）大島伸宏、秋澤宏行、趙　松吉、趙　芫、藤岳夕歌， 西嶋剣一、
北村陽二、荒野　泰、久下裕司、大倉一枝：アスパラギン酸で負
電荷を付与した１１１In－DTPA－オクトレオチドの腎集積性および 
in vitro における腫瘍集積性の評価．日本薬学会北海道支部第
１３５回例会、札幌、２０１１.３.

（２９）玉木長良： CT、 MRI時代の核医学検査の意義を見直す．（特別講
演）第２１回日本心血管画像動態学会、愛媛、２０１１.１.

（３０）玉木長良：内分泌疾患診断・評価におけるFDG－PETの役割．（教
育講演）第２０回臨床内分泌代謝Update、日本内分泌学会、札幌、 
２０１１.１.

（３１）吉永恵一郎、玉木長良：心筋血流イメージングと心筋脂肪酸代謝
イメージングにおける異常所見の定量的評価―Heart Score 
Viewによる自動スコアリングの視覚評価による妥当性の検討、日
本心臓核医学会、神戸、２０１１.４.

基盤分野：　放射線医学分野
連携分野：　放射線生物医工学分野 

平成２２年度
英文原著論文
（１）Fujima N, Kudo K, Terae S, Ishizaka K, Yazu R, Zaitsu Y, Tha 

KK, Yoshida D, Tsukahara A, Haacke ME, Sasaki M, Shirato 

H. Non-invasive measurement of oxygen saturation in the 
spinal vein using SWI: quantitative evaluation under 
conditions of physiological and caffeine load. Neuroimage. 
2011 Jan １；５４（１）：３４４－９.

（２）Yabe I, Tha KK, Yokota T, Sato K, Soma H, Takei A, Terae S, 
Okita K, Sasaki H. Estimation of skeletal muscle energy 
metabolism in Machado-Joseph disease using (31)P-MR 
spectroscopy. Mov Disord. 2011 Jan;26(1):165－8.

（３）Tha KK, Terae S, Yabe I, Miyamoto T, Soma H, Zaitsu Y, 
Fujima N, Kudo K, Sasaki H, Shirato H. Microstructural 
white matter abnormalities of multiple system atrophy: in 
vivo topographic illustration by using diffusion-tensor MR 
imaging. Radiology. ２０１０ May；２５５（２）：５６３－９.

（４）Fujima N, Kudo K, Terae S, Hida K, Ishizaka K, Zaitsu Y, 
Asano T, Yoshida D, Tha KK, Haacke EM, Sasaki M, Shirato 
H. Spinal arteriovenous malformation: evaluation of change in 
venous oxygenation with susceptibility-weighted MR imaging 
after treatment. Radiology. ２０１０ Mar；２５４（３）：８９１－９.

（５）Takeshima T, Chamoto K, Wakita D, Ohkuri T, Togashi Y, 
Shirato H, Kitamura H, Nishimura T. Local radiation therapy 
inhibits tumor growth through the generation of tumor-
specific CTL: its potentiation by combination with Th1 cell 
therapy. Cancer Res. ２０１０ Apr １；７０（７）：２６９７－７０６.

（６）Nishioka T, Yasuda M, Takeshima T, Haga H, Miyai Y, 
Shibata KI, Yamazaki R, Shirato H, Teduka M, Date H. 
Radiation-induced Cancer Cell Repopulation: A possible 
mechanism implied by experiments using transplantable 
mouse-derived sarcoma cell line. Cell Struct Funct. ２０１０ Dec 
２５.

（７）Nam JM, Onodera Y, Bissell MJ, Park CC. Breast cancer cells 
in three-dimensional culture display an enhanced 
radioresponse after coordinate targeting of integrin 
alpha5beta1 and fibronectin. Cancer Res. ２０１０ Jul １；７０（１３）：
５２３８－４８.

国内学会発表
（１）Tha KK, Terae S, Ishizaka K, Okuaki T, Hirotani M, Fujima 

N, Tsukahara A, Shirato H. Diffusion tensor imaging 
characteristics of normal human cervical spinal cord at 3T. 第
３８回日本磁気共鳴医学会、筑波、２０１０.９.３０－１０.２.

（２）Tha KK、寺江　聡、塚原亜希子、森田　亮、坂本圭太、原田八
重、吉田大介、財津由里、藤間憲幸、白 博樹．正常人における
１.５T MRI　T２強調横断像での被殻外側の線状高信号の検討．第
１２２回日本医学放射線学会北日本地方会、山形、２０１０.６.５.

（３）Nam JM, Onodera Y, Bissell MJ, Park CC: Coordinate 
upregulation of α5β1-integrin and fibronectin by malignant 
breast cells in three dimensional cultures can be specifically 
targeted to enhance radiotherapy: 第６９回日本癌学会学術総会、
大阪、２０１０.９.２２－２４.

（４）Takeshima T, Wakita D, Ohkuri T, Shirato H, Satoh T, 
Hidemitsu Kitamura, Takashi Nishimura: Application of 
radiation-induced tumor specific CTL to adoptive tumor 
immunotheraoy: 第６９回日本癌学会学術総会、大阪、２０１０.９.２２－
２４.
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平成２３年度
英文原著論文
（１）Shirato H, Onimaru R, Ishikawa M, Kaneko JI, Takeshima T, 

Mochizuki K, Shimizu S, Umegaki K. Real-time 4-D 
radiotherapy for lung cancer. Cancer Sci. ２０１１ Sep ２９.doi： 
１０.１１１１/j.１３４９－７００６.２０１１.

（２）Zaitsu Y, Kudo K, Terae S, Yazu R, Ishizaka K, Fujima N, Tha 
KK, Haacke EM, Sasaki M, Shirato H. Mapping of Cerebral 
Oxygen Extraction Fraction Changes with Susceptibility-
weighted Phase Imaging. Radiology. ２０１１ Dec；２６１（３）：９３０－
６.

（３）Kobayashi K, Tha KK, Terae S, Iijima Y, Katabami K, Minami 
Y, Uegaki S, Gando S, Shirato H. Improved detection of heat 
stroke-induced brain injury by high b-value diffusion-
weighted imaging. J Comput Assist Tomogr. ２０１１ Jul-Aug；３５
（４）：４９８－５００.

（４）Abo D, Hasegawa Y, Sakuhara Y, Terae S, Shimizu T, Tha 
KK, Tanaka E, Hirano S, Kondo S, Shirato H. Feasibility of a 
dual microcatheter-dual interlocking detachable coil 
technique in preoperative embolization in preparation for 
distal pancreatectomy with en bloc celiac axis resection for 
locally advanced pancreatic body cancer. J Hepatobiliary 
Pancreat Sci. ２０１１ Sep ２１. 

（５）Oyama-Manabe N, Ishimori N, Sugimori H, Van Cauteren M, 
Kudo K, Manabe O, Okuaki T, Kamishima T, Ito YM, Tsutsui 
H, Tha KK, Terae S, Shirato H. Identification and further 
differentiation of subendocardial and transmural myocardial 
infarction by fast strain-encoded (SENC) magnetic resonance 
imaging at 3.0 Tesla. Eur Radiol. ２０１１ Nov；２１（１１）：２３６２－８.

（６）Watari H, Kinoshita R, Han Y, Wang L, Hosaka M, Taguchi 
H, Tsuchiya K, Tanaka S, Shirato H, Sakuragi N. Prognostic 
Significance of Clusterin Expression in Advanced-Stage 
Cervical Cancer Treated With Curative Intended Radiotherapy. 
Int J Gynecol Cancer. ２０１１ May ３０.

和文論文・総説
（１）白 博樹：「日本放射線腫瘍学会の対応」乳癌の臨床 Vol.２６、 

No.５.５５９

（２）木下留美子、清水伸一、土屋和彦、加藤徳雄、田口大志、高橋將
人、高橋弘昌、白 博樹：「乳房温存療法後局所再発症例の検討、
臨床放射線」Japanese Journal of Clinical Radiology ５６（１３）、 
１８１３－１８１８.２０１１

国際学会発表
（１）Shirato H, Shimizu S, Onimaru R, Kinoshita R, Umegaki K, 

Matsuura T, Miyamoto N, Ishikawa M, Hiramoto K, 
Nakamura F :Real-time tumor-tracking, spot scanning proton 
beam therapy, PTCOG50, Philadelphia, ２０１１.５.８－１４.

（２）Tsuchiya K, Kinoshita R, Nishioka K, Shimizu S, Shirato H : 
Dosimetric comparison between intensity modulated 
radiotherapy and standard wedged tangential technique for 
whole breast radiotherapy with relatively small breast 
volume, RSNA 97th Scientific Assembly and Annual Meeting, 
Chicago, ２０１１.１１.２７－１２.２.

（３）Takeshima T, Chamoto K, Ohkuri T, Shirato H, Kitamura H, 

Nishimura T. Therapeutic applications of tumor-specific T 
lymphocytes (CTL) induced by tumor irradiation, 14th ICRR 
2010, Warsaw, ２０１１.８.２９.

（４）Nam JM, Zhang H, Sabe H, Shirato H, Park CC. Targeting 
integrin signaling to suppress invasive recurrence post-
ionizing radiation in a 3D cell culture model of ductal 
carcinoma in situ, AACR specific conference: Advances in 
breast cancer research, San Francisco CA, ２０１１.１０.１２－１５.

（５）Tha KK, Terae S, Ishizaka K, Okuaki T, Hirotani M, Fujima 
M, Tsukahara A, Shirato H. Diffusion Tensor Imaging 
Characteristics of Normal Human Cervical Spinal Cord at 3T, 
ISMRM 19th Annual Meeting & Exhibition, Montreal, ２０１１.５.７
－１３.

国内学会発表
（１）清水伸一、木下留美子、鬼丸力也、松浦妙子、寅松千枝、高尾聖

心、梅垣菊男、白 博樹 ：分子追跡陽子線治療装置の開発、日本
放射線腫瘍学会第２４回学術大会、神戸、２０１１.１１.

（２）Nam JM， Onodera Y， Shirato H， Bissell MJ， Park CC. 
Coordinate upregulation of α５β１-integrin and fibronectin by 
malignant breast cells in three dimensional cultures can be 
specifically targeted to enhance radiotherapy， 第６３回日本細胞
生物学会大会、札幌、２０１１.６.２７－２９.

（３）Tha KK， Terae S， Nakagawa S， Inoue T， Kako Y， 
Nakatou Y， Popy KA， Fujima N， Zaitsu Y， Koyama T， 
Shirato H. Impaired white matter integrity in major 
depression revealed by histogram analysis of DTI、第３３回日本
生物学的精神医学会　東京、２０１１.５.２１－２２.

（４）Tha KK、寺江　聡、小野寺俊介、青山英史、Popy KA、藤間憲
幸、財津由里、塚原亜希子、吉田大介、 白 博樹．　全脳照射後
の大脳白質障害：拡散テンソルによる経時的変化の検討．第４０回
日本神経放射線学会、三重、２０１２.２.２－３.

（５）Takeshima T， Wakita D， Sumida K， Shirato H， Satoh 
T， Kitamura H， Nishimura T： Functional analysis of tumor-
infiltrating neutrophils induced by tumor irradiation、第７０回　
日本癌学会総会、名古屋、２０１１.１０.３－５.

再生医療・組織工学部門 

基盤分野：運動機能再建医学分野
連携分野：高機能代替支持組織開発医学分野 

平成２２年度
英文原著論文
（１）Kwon HJ, Yasuda K, Ohmiya Y, Honma KI, Chen YM, Gong 

JP: In vitro differentiation of chondrogenic ATDC5 cells is 
enhanced by culturing on synthetic hydrogels with various 
charge densities. Acta Biomater. ６ （２）：４９４－５０１, ２０１０

（２）Kamishima T, Kitamura N, Amemiya M, Ishizaka K, Kato F, 
Yasuda K, Shirato H, Terae S: Experimental MR imaging of 
zirconia ceramic joint implants at 1.5 and 3 T. Clinical 
Radiology ６５（５）：３８７－３９０，２０１０

（３）Kobayashi Y, Yasuda K, Kondo E, Katsura T, Tanabe Y, 
Kimura M, Tohyama H.: Implantation of autogenous meniscal 
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fragments wrapped with a fascia sheath enhances fibrocartilage 
regeneration in vivo in a large harvest site defect. Am J Sports 
Med, ３８（４）：７４０－７４８，２０１０

（４）Arakaki K, Kitamura N, Fujiki H, Kurokawa T, Iwamoto M, 
Ueno M, Kanaya F, Osada Y, Gong JP, Yasuda K : Artificial 
cartilage made from a novel double-network hydrogel: In vivo 
effects on the normal cartilage and ex vivo evaluation of the 
friction property. J Biomed Mater Res A. ９３（３）：１１６０－１１６８， 
２０１０

（５）Kwon HJ, Enomoto T,  Shimogawara M, Yasuda K, Nakajima 
Y, and Ohmiya Y: Bioluminescence imaging of dual gene 
expression at the single-cell level. BioTechniques, ４８（６）：４６０
－４６２，２０１０

（６）Inoue M, Tokuyasu S, Kuwahara S, Yasojima N, Kasahara Y, 
Kondo E, Onodere S, Yasuda K: Tunnel location in 
transparent 3-dimentional CT in anatomic double-bundle 
anterior cruciate ligament reconstruction with the trans-tibial 
tunnel technique. Knee Surg Sports Traumatol Arthrosc. １８
（９）：１１７６－１１８３，２０１０

（７）Miyatake　S, Kondo E, Tohyama H, Kitamura N, Yasuda K : 
Biomechanical evaluation of a novel application of a fixation 
device for bone-tendon-bone graft (EndoButton CL BTB) to 
soft-tissue grafts in anatomic double-bundle anterior cruciate 
ligament reconstruction. Arthroscopy. ２６（９）：１２２６－１２３２， ２０１０

（８）Yasuda K, Tanabe Y, Kondo E, Kitamura N, Tohyama H: 
Anatomic double-bundle anterior cruciate ligament 
reconstruction. Arthroscopy ２６（９）：２１－S３４，２０１０

（９）Maeda E, Tohyama H, Noguchi H, Yasuda K, Hayashi K: 
Effects of maturation on the mechanical properties of 
regenerated and residual tissues in the rabbit patellar tendon 
after resection of its central one-third. Clin Biomech ２５（９）：
９５３－９５８，２０１０

（１０）Yang JJ, Chen YM, Kurokawa T, Gong JP, Onodera S, Yasuda 
K : Gene expression, glycocalyx assay, and surface properties 
of human endothelial cells cultured on hydrogel matrix with 
sulfonic moiety: Effect of elasticity of hydrogel. Journal of 
Biomedical Materials Research: Part A, ９５（２）：５３１－４２，２０１０

（１１）Kondo E, Merican AM, Yasuda K, Amis AA: Biomechanical 
comparisons of knee stability after anterior cruciate ligament 
reconstruction between 2 clinically available transtibial 
procedures: anatomic double bundle versus single bundle. Am 
J Sports Med. ３８（７）：１３４９－１３５８，２０１０

（１２）Chen YM, Kurokawa T, Tominaga T, Yasuda K, Osada Y, 
Gong JP, Yamamoto K, Ando J: Study on the sliding friction of 
endothelial cells cultured on hydrogel and the role of 
glycocalyx on friction reduction. Advanced Engineering 
Materials 12(11):B628－B636, ２０１０

（１３）Tohyama H, Chiba T, Tadano K, Ikoma K, Yasuda K: 
Effectiveness of video-based home exercise for osteoarthritis of 
the knee: A randomized controlled trial. Osteoarthritis and 
Cartilage 18(suppl 2):S26－S27,２０１０
 

和文論文・総説
（１）近藤英司：膝関節鏡手術の現況と展望、北海道整形災害外科学会

誌、Vol.５１ No.２ Mar ：１８５－１８９，２０１０

（２）杉浦弘明、近藤英司、安田和則：魚由来高密度コラーゲン－ハイ
ドロキシアパタイト複合体を用いた人工骨の開発、Materials 
Integration Vol.２３ No.２ ：３９－４２，２０１０

（３）近藤英司、安田和則：膝屈筋腱を用いる解剖学的２重束前十字靭
帯再建術、日本臨床スポーツ医学会誌Vol.１８ No.２ ：１８８－１９０，２０１０

（４）井上雅之、笠原靖彦、永野祐介、八十島伸敏、佃幸一郎、安田和
則：二重束前十字靭帯再建術後の骨孔拡大について、日本関節鏡・
膝・スポーツ整形外科学会雑誌（JOSKAS）Vol.３５ No.２ ：３４２－
３４７，２０１０

（５）笠原靖彦、井上雅之、永野祐介、安田和則：Transparent ３D－
CT（T－３DCT）に抽出されたmedial intercondylar ridge、日本
関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会雑誌（JOSKAS） Vol.３５ No.２ ：
４０８－４１３，２０１０

（６）近藤英司、安田和則：後十字靭帯再建術（二重束再建術）、特集 下
肢の靭帯損傷の最新治療　Ⅰ.膝関節（後十字靭帯損傷）　関節外
科－基礎と臨床－、 Vol.２９ No.６ ：５６－６０，メジカルビュー社、 
東京、 ２０１０

（７）青木喜満、安田和則、眞島任史：楔状骨切り術（Coventry）と逆
V字形骨切り術、特集高位脛骨骨切り術の術式と問題点、Vol.５３ 
No.７ ：７８５－７９２、整形・災害外科、金原出版、２０１０

（８）横田正司、宮武　慎、近藤英司、北村信人、小野寺伸、遠山晴一、
安田和則：ポリオによる麻痺および頚髄症を伴う動揺膝の１例、
北海道整形災害外科学会雑誌、Vol.５２ No.１ Aug ：４８－５２， ２０１０

（９）眞島任史、安田和則：高位脛骨骨切り術、特集 変形性膝関節症の
治療戦略【手術療法】、関節外科基礎と臨床、Vol.２９ No.９ ：６９－７６

　　メジカルビュー社、東京、２０１０

（１０）近藤英司、安田和則、Andrew A Amis：解剖学的２重束前十字靭
帯再建術の生体力学的評価２つの１束再建術との比較、臨床バイ
オメカニクス、Vol.３１ ：４７－５７，２０１０

（１１）宮武　慎、近藤英司、安田和則、Andrew A Amis：膝外側支持機
構再建術の生体力学的評価：解剖学的再建術とLarson変法との比
較、臨床バイオメカニクス、Vol.３１ ：５９－６６，２０１０

（１２）内尾祐司、越智光夫、三浪明男、安田和則、宗田　大、高橋成夫：
パネルディスカッション　整形外科の未来を拓く－軟骨損傷に対
する手術治療の限界と挑戦－、システム化された自家培養軟骨移
植術の有用性とその限界、日本整形外科学会雑誌 Vol.８４  No.９ ：
５３７－５４０，２０１０

（１３）北村信人、北山聡一郎、新垣和伸、近藤英司、遠山晴一、安田和
則：ジルコニア・セラミックLFA－Ⅲ人工膝関節の５～９年臨床
成績、日本人工関節学会Vol.４０ ：３１０－３１３，２０１０

（１４）近藤英司、北村信人、安田和則：膝筋腱を用いた解剖学的２重束
再建術の成績、臨床スポーツ医学、Vol.２８，No.１：４９－５３，２０１１

（１５）横田正司、北村信人、遠山晴一、長宗高樹、黒坂昌弘、安田和則：
膝ACL不全膝におけるpivot shift現象のin vivo４次元動作解析磁
気センサーを用いた３徒手検査手技の比較、日本関節鏡・膝・ス
ポーツ整形外科学会雑誌、Vol.３６，No.１：４８－４９，２０１１ 
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（３）近藤英司、安田和則：Ⅱ手術法　前十字靭帯損傷の手術　屈筋腱
を用いた解剖学的二重束前十字靭帯再建術、pp７３－７９、専門編集
　黒坂昌弘、総編集　戸山芳昭：整形外科手術イラストレイテッ
ド膝関節の手術、中山書店、東京、２０１１

国際学会発表
（１）Kondo E, Merican AM, Yasuda K, Amis AA. Biomechanical 

Comparison of Anatomic Double-Bundle, Anatomic Single-
Bundle and Non-Anatomic Single-Bundle Anterior Cruciate 
Ligament Reconstructions. The 8th Biennial International 
Society of Arthroscopy, Knee Surgery and Orthopaedic Sports 
Medicine (ISAKOS) Congress, May １５－１９th， ２０１１, Rio de 
Janeiro, Brazil

（２）Kondo E, Merican AM, Yasuda K, Amis AA. Biomechanical 
Analysis of Partial Tears of Anteromedial and Posterolateral 
Bundles of the Anterior Cruciate Ligament. The 8th Biennial 
International Society of Arthroscopy, Knee Surgery and 
Orthopaedic Sports Medicine (ISAKOS) Congress, May １５－
１９th， ２０１１, Rio de Janeiro, Brazil

（３）Kawaguchi Y, Kondo E, Kitamura N, Kobayashi Y, Kimura M, 
Yunoki S, Yasuda K. The Effect of Autologous Meniscal 
Fragment Implantation on Meniscus Regeneration Results 
from Synergic Effects of Meniscal Matrix and Living 
Chondrocyte Implantations. The 58th Annual Meeting of the 
Orthopaedic Research Society, San Francisco, CA, February ４
－８， ２０１２

（４）Mori H, Kondo E, Kawaguchi Y, Kitamura N, Nagai N, 
Munekata M, Iida H, Yasuda K. Implantation of a Crosslinked 
Salmon Collagen Sponge Disc with Osteogenic Protein-1 

(BMP-7) Induces Spontaneous Hyaline Cartilage 
Regeneration in a Large Osteochondral Defect. The 58th 
Annual Meeting of the Orthopaedic Research Society, San 
Francisco, CA, February ４－８， ２０１２

（５）Yokota M, Kitamura N, Kondo E, Kurokawa T, Fukui T, 
Yoshikawa K, Gong JP, Yasuda K. Double-network Hydrogel 
Implantation Induces Spontaneous Hyaline Cartilage 
Regeneration In Vivo in a Large Osteochondral Defect 
Created at the Patellofemoral and Tibiofemoral Joints in a 
Sheep Model. The 58th Annual Meeting of the Orthopaedic 
Research Society, San Francisco, CA, February ４－８， ２０１２

（６）Matsuda H, Kitamura N, Kondo E, Kurokawa T, Arakaki K, 
Gong JP, Kanaya F, Yasuda K. Implantation of a 1-mm Thick 
Double-network Gel Sheet Can Induce Spontaneous Articular 
Cartilage Regeneration In Vivo in a Large Osteochondral 
Defect. The 58th Annual Meeting of the Orthopaedic Research 
Society, San Francisco, CA, February ４－８， ２０１２

（７）Kondo E, Merican A, Yasuda K, Amis AA. Biomechanical 
Comparisons of Knee Stability after Anatomic Double-bundle 
ACL Reconstruction between 2 Clinically Available Surgical 
Techniques: Trans-tibial versus Trans-portal Procedures. The 
58th Annual Meeting of the Orthopaedic Research Society, 
San Francisco, CA, February ４－８， ２０１２

（８）Kitamura N, Kurokawa T, Kwon HJ, Fukui T, Ohmiya Y, 
Gong JP, Yasuda K. Hyaluronic Acid Enhances the Effect of 
the PAMPS/PDMAAm Double-network Hydrogel on 
Chondrogenic Differentiation of ATDC5 Cells. The 58th 
Annual Meeting of the Orthopaedic Research Society, San 
Francisco, CA, February ４－８， ２０１２

受賞
（１）Kondo E: Traveling Fellowship Award 2010－2011, ACL Study 

Group, ２.２０， ２０１０

（２）安田和則：北海道医師会賞　１０.１， ２０１１

（３）安田和則：北海道知事賞 １０.１， ２０１１

脳科学部門 

基盤分野：時間生理学分野
連携分野：時間医学講座 

平成２２年度
英文原著論文
（１）Yamanaka Y, Hashimoto S, Tanahashi Y, Nishide S, Honma 

S, Honma K. Physical exercise accelerates re-entrainment of 
human sleep-wake cycle but not of plasma melatonin rhythm 
to 8 h phase-advanced sleep schedule. Am J Physiol Regul 
Integr Comp Physiol. ２０１０；２９８：R６８１－９１.

（２）Watanabe T, Enomoto T, Takahashi M, Honma S, Honma K, 
Ohmiya Y. Multichannel perfusion culture bioluminescence 
reporter system for long-term detection in living cells. Anal 
Biochem. ２０１０；４０２：１０７－９.

（３）Yamanaka Y, Suzuki Y, Todo T, Honma S, Honma K. Loss of 
circadian rhythm and light-induced suppression of pineal 
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melatonin levels in Cry1 and Cry2 double-deficient mice. 
Genes Cells. ２０１０；１５：１０６３－７１.

（４）Kwon HJ, Yasuda K, Ohmiya Y, Honma K, Chen YM, Gong 
JP. In vitro differenetiation of chondrogenic ATDC5 cells in 
enhanced by culturing on synthetic hydrogels with various 
charge densities. Act Biomaterialia. ２０１０；６：４９４－５０１.

和文論文・総説
（１）本間研一、 橋本聡子： 睡眠の神経生理学、臨床精神医学 ３９、４９３

－４９７（２０１０）

（２）本間さと： 生物時計：体のリズムを統合する脳の時計機能、ビオ
フィリア ６（１）、１３－１９（２０１０）

（３）本間さと： 生物時計のイメージング、自律神経 ４７、１０２－１０６ （２０１０）

（４）山仲勇二郎、 本間さと、 本間研一： 睡眠障害が身体に影響を及
ぼすメカニズム、ねむりと医療３（２）、 ６５－７１（２０１０）

和文著書
（１）山仲勇二郎、 本間さと、 本間研一： 体温リズムの異常、からだ

と温度の事典、彼末一之　監修、 朝倉書店 ２０１０、pp１３９－１４２

（２）本間さと： 環境応答 ― 概日リズム、からだと光の事典、太陽紫
外線防御研究委員会 編集、 朝倉書店 ２０１０、pp２８１－２８５

（３）吉川朋子： 光と生殖（哺乳動物）、からだと光の事典、太陽紫外線
防御研究委員会 編集、 朝倉書店 ２０１０、pp３３４－３３６

国際学会発表
（１）Honma K. Sleep and Circadian Rhythm. １１th Congress of 

Turkish Sleep Medicine， Abstr. P.６７， Antalya， Turkey， 
２０１０ .１１.

（２）Honma K. Sleep and Circadian rhythm： A two-oscillator 
hypothesis. Turkish-Japanese Sleep Forum， Izmir， Turkey，
２０１０.１１.

（３）Honma S.  Animal model of human sleep-wake rhythm.  １１th 
Congress of Turkish Sleep Medicine， Abstr. P.６７， Antalya， 
Turkey，２０１０.１１.

（４）Hamada T， Honma S， Honma K. In vivo bioluminescence 
reporter gene imaging of the olfactory bulb in the mouse brain. 
Abst of ２０１０ World Molecular Imaging Congress， P.７４， Kyoto 
（Kyoto International Conference Center） Japan， ２０１０.９.

国内学会発表
（１）西出真也、本間さと、山田淑子、本間研一：タンパク合成阻害に

よる培養マウス視交叉上核リズムの外乱、第８７回日本生理学会大
会、口演、プログラム集１３７頁、盛岡、２０１０.５.

（２）山仲勇二郎、本間さと、本間研一：明暗周期位相シフト後の新奇
環境暴露によるマウス末梢時計の再同調促進効果に関する考察、
第８７回日本生理学会大会、口演、プログラム集１３７頁、盛岡、２０１０.５.

（３）徳丸信子、福元達也、MP.Butter、本間さと、本間研一：ラット
視交叉上核における時計遺伝子Per１およびPer２発現細胞数の
時空間的解析、第８７回日本生理学会大会、ポスター、プログラム
集１９６頁、盛岡、２０１０.５.

（４）吉川朋子、松野亜美、山仲勇二郎、西出真也、本間さと、本間研

一：新生ラットの概日リズムへの母子分離中の環境温度の影響、
第８１回日本動物学会大会、口演、プログラム集１１３頁、東京、２０１０.９.

（５）徳丸信子、福元達也、MP.Butter、本間さと、本間研一：ラット
視交叉上核における時計遺伝子発現細胞数の時空間的解析による
２振動体仮説の検証、第１７回日本時間生物学会学術大会、ポスター、
時間生物学１６（２）：７６、東京、２０１０.１１.

（６）浜田俊幸、本間さと、本間研一：マウス脳内嗅球における時計遺
伝子発現のin vivo発光イメージング、第１７回日本時間生物学会学
術大会、ポスター、時間生物学１６（２）：８７、東京、２０１０.１１.

（７）西出真也、本間研一、山田淑子、本間さと：タンパク質合成阻害
剤投与によるマウス視交叉上核内転写リズムの停止メカニズム、
第１７回日本時間生物学会学術大会、ポスター、時間生物学１６（２）：
８８、東京、２０１０.１１.

（８）吉川朋子、松野亜美、山仲勇二郎、西出真也、本間さと、本間研
一：母子分離中の環境温度が新生ラットの概日リズムにおよぼす
影響、第１７回日本時間生物学会学術大会、ポスター、時間生物学
１６（２）：７６、東京、２０１０.１１.

（９）徳丸信子、福元達也、MP.Butter、本間さと、本間研一：光周期
で異なるラット視交叉上核における時計遺伝子発現細胞の３次元
解析、第８８回日本生理学会大会、ポスター、プログラム集２１４頁、
横浜、２０１１.３.

（１０）山仲勇二郎、本間さと、本間研一： 明暗周期位相シフト後のマウ
ス行動リズムを支配する視交叉上核領域の探索、第８８回日本生理
学会大会、ポスター、プログラム集２１４頁、横浜、２０１１.３.

（１１）小野大輔、本間さと、本間研一： Cry１，Cry２ダブルノックアウ
トマウス視交叉上核、分散培養における概日リズム、第８８回日本
生理学会大会、ポスター、プログラム集２１５頁、横浜、２０１１.３.

平成２３年度
英文原著論文
（１）Hamada, T, Honma S, Honma K. Light responsiveness of clock 

genes, Per1 and Per2, in the olfactory bulb of mice. Biochem 
Biophys Res Comm. ２０１１；４０９：７２７－３１.

（２）Nishide SY, Ono D, Yamada Y, Honma S, Honma K. De novo 
synthesis of PERIOD initiates circadian oscillation in cultured 
mouse suprachiasmatic nucleus after prolonged inhibition of 
protein synthesis by cycloheximide. Eur J Neurosci. ２０１２ Jan；
３５（２）：２９１－９.

（３）Yoshitane H, Honma S, Imamura K, Nakajima H, Nishide SY, 
Ono D, Kiyota H, Shinozaki N, Matsuki H, Wada N, Doi H, 
Hamada T, Honma K, Fukada Y. JNK regulates the photic 
response of the mammalian circadian clock. EMBO Rep. ２０１２ 
May １；１３（５）：４５５－６１.

（４）Enoki R, Ono D, Hasan MT, Honma S, Honma K. Single-cell 
resolution fluorescence imaging of circadian rhythms detected 
with a Nipkow spinning disk confocal system. J Neurosci 
Methods. ２０１２：２０７（１）：７２－９.

和文著書
（１）浜田俊幸、 本間さと、本間研一:嗅球の体内時計と嗅覚刺激の作用、

体内時計の科学と産業応用、 柴田重信 監修、 シーエムシー出版 
２０１１、pp１１７－１２４
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国際学会発表 
（１）Honma S, Ono D, Yoshikawa T, Honma K. Cellular rhythms 

and neural networks in the mouse suprachiasmatic nucleus. 
3rd World Congress of Chronobiology, Symposium “Molecular 
and Network Properties of the Suprachiasmatic Nucleus”, 
Abstr. 51, Puebla, Mexico, ２０１１.５.６.

（２）Honma K. Circadian regulation of behaviors in mammals: 
Introduction. 3rd World Congress of Chronobiology, 
Symposium “Circadian Regulation of Behaviors in Mammals”, 
Abstr. 102, Puebla, Mexico, ２０１１.５.

（３）Yamanaka Y, Honma S, Honma K. The master and slave 
oscillators for behavioral rhythms in mice. 3rd World 
Congress of Chronobiology, Symposium “Circadian Regulation 
of Be-haviors in Mammals”, Abstr. 103, Puebla, Mexico, 
２０１１.５.８.

（４）Honma S, Ono D, Honma K. Oscillator cell networks in the 
hypothalamic suprachiasmatic nucleus, the mammalian 
circadian clock. The 3rd International Conference on 
Cognitive Neurodynamics. Symposium ‘Neural Basis of 
Biological Timing’, Abstr.131, Niseko, Japan, ２０１１.６.

（５）Honma S, Yoshikawa T, Honma K. Mammalian Circadian 
Clocks Detecting Morning Light and Evening Lights. 
Worldsleep2011, Plenary Symposium’Seasonality in Sleep 
and Circadian Rhythms’, Sleep Biol. Rhythms, 9(4):214, 
Kyoto, Japan, ２０１１.１０.

（６）Yamanaka Y, Hashimoto S, Masubuchi S, Nishide S, 
Kameyama A, Honma S, Honma K. Effects of scheduled 
physical exercise on re-entrainment of human circadian 
rhythms to 8 h advanced sleep schedule in isolation facility. 
Worldsleep2011, Abstract Symposium’Translational 
Research of lighting effects on biological rhythms and sleep: 
creating a patch to next generation lighting”, Sleep Biol 
Rhythms, 9(4):365, Kyoto, Japan, ２０１１.１０.

（７）Kameyama A, Honma S, Honma K . Animal models of human 
sleep-wake cycle: non-SCN circadian behavior rhythms in 
rodents. Worldsleep2011, Abstract Symposium’Clinical 
Aspects of Circadian Rhythm Sleep Disorder’, Sleep Bio. 
Rhythms, 9(4):362, Kyoto, Japan, ２０１１.１０.

（８）Honma K. Human Circadian Clock – the 50th anniversary of 
temporal isolation study. Satellite Symposium of 
Worldsleep2011 on Human Circadian Clock. Symposium “the 
50th anniversary of temporal isolation Study”, Sapporo, 
Japan, ２０１１.１０.

（９）Honma S, Nishide S, Kameyama A, Daan S, Honma K. 
Difference between food-entrainable and methamphetamine-
induced oscillations related to metabolic challenge and 
rewards, Satellite Symposium of Worldsleep2011 on Human 
Circadian Clock. Symposium “New Technologies for Seep and 
Circadian Rhythm”, Sapporo, Japan, ２０１１.１０.

（１０）Honma K. Circadian organization of brain functions in 
mammals - from molecular to behavior. The 7th Congress of 
the Federation of Asian and Oceanian Physiologiacal 
Societies, Abstr. 6, Taipei, Taiwan, ２０１１.９.

（１１）Honma S. Suprachiasmatic nucleus: cellular clocks and 
network. XII Congress of the European Biological Rhythms 
Society, Poster, Abstr. 16, Ox-ford, UK, ２０１１. ８.

（１２）Honma K. Circadian clock and sleep-wake 
cycle.Worldsleep2011, Plenary lecture, Kyoto, Japan, ２０１１.１０.

（１３）Ono D, Honma S, Honma K. Circadian oscillation in central 
clock neurons of Cry1 and Cry2 double deficient mice. 2nd 
International Symposium on Photinic Bioimaging, Abstr. 26, 
Niseko, Japan, ２０１１.２.

（１４）Fukada Y, Yoshitane  H, Nishide S, Nakajima H, Ono D, 
Kiyota H, Imamura K, Shinozaki N, Matsuki H,Wada H, Doi 
H, Hamada　T, Honma K, Honma S. JNK phosphorylase 
Bmal1-Clock complex and controls oscillation speed and photic 
regulation on the circadian clock, 3rd World Congress of 
Chronobiology, Poster, Abstr. 228, Puebla , Mexico, ２０１１.５.

（１５）Ono D, Honma S, Honma K. CRY1 and CRY2 are not essential 
for circadian oscillation in single suprachias-matic nucleus 
cells, XII Congress of the European Biological Rhythms 
Society, Poster, Abstr. 29, Oxford, UK, ２０１１.８.

（１６）Ono D, Honma S, Honma K. Simultaneous recording of 
spontaneous firing and clock gene Per1 expression rhythms in 
the mouse suprachiasmatic nucleus, Satellite Symposium of 
Worldsleep2011 on Human Circadian Clock. Poster, Abstr. 31, 
Sapporo, Japan, ２０１１.１０.

（１７）Kameyama A, Honma K, Honma S. Two types of non-SCN 
circadian behavior rhythms in rodents, Satellite Symposium 
of Worldsleep2011 on Human Circadian Clock. Poster, Abstr. 
34, Sapporo, Japan, ２０１１.１０.

（１８）Nishide S, Ono D, Yamada Y, Honma S, Honma K. Effects of 
prolonged treatment of protein synthesis inhibitor on the 
circadian oscillation in cultured mouse suprachiasmatic 
nucleus, Satellite Symposium of Worldsleep2011 on Human 
Circadian Clock. Poster, Abstr. 36, Sapporo, Japan, ２０１１.１０.

（１９）Yamanaka Y, Hashimoto S, Masubuchi S, Nishide S, 
Kameyama A, Honma S, Honma K. Effect of physical exercise 
on re-entrainment of human circadian rhythms to an 8 h 
advanced sleep schedule under bright light conditions, 
Satellite Symposium of Worldsleep2011 on Human Circadian 
Clock. Poster, Abstr. 37, Sapporo, Japan, ２０１１.１０.

（２０）Yoshikawa T, Honma S, Honma K. Photoperiodic response of 
multiple oscillators in mouse SCN, Satellite Symposium of 
Worldsleep2011 on Human Circadian Clock. Poster, Abstr. 40, 
Sapporo, Japan, ２０１１.１０.

（２１）Hamada T, Honma S, Sutherland K, Miyamoto N, Ishikawa 
M, Shirato H, Honma K. Novel noninvasive imaging of the 
Period 1 gene expression in freely moving mice, Satellite 
Symposium of Worldsleep2011 on Human Circadian Clock. 
Poster, Abstr. 41, Sapporo, Japan, ２０１１.１０.

（２２）Enoki R, Time-lapse fluorescence confocal imaging of 
circadian rhythm in the suprachi-asamtic nucleus circuits, 
Satellite Symposium of Worldsleep2011 on Human Circadian 
Clock. Poster, Abstr. 42, Sapporo, Japan, ２０１１.１０. 
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（２３）Enoki R, Kuroda S, Ono D, Ueda T, Hasan M, Honma S, 
Honma K. Time-lapse confocal imaging of circadian rhythm in 
network of suprachiasamtic nucleus.,The 9th International 
Symposium for Future Drug Discovery and Medical Care. 
Poster, Abstr. 45, Sapporo, Japan, ２０１１.９.

（２４）Hamada T, Honma S, Sutherland K, Miyamoto N, Ishikawa 
M, Shirato H, Honma K. In vivo bioluminescence reporter 
gene imaging in freely moving mice, The 9th International 
Symposium for Future Drug Discovery and Medical Care. 
Poster, Abstr. 45, Sapporo, Japan, ２０１１.９.

（２５）Kameyama A, Honma K, Honma S. Bioluminescence monitor 
of circadian gene expression rhythms in the multiple brain 
tissues of Period2-Luciferase transgenic rat, The 9th 
International Symposium for Future Drug Discovery and 
Medical Care. Poster, Abstr. 45, Sapporo, Japan, ２０１１.９.

（２６）Ando Y, Honma S, Honma K. Ca2+ response of malanopsin-
expressing culture cell with photo-excitation, 3nd 
International Symposium on Photonic Bioimaging Satellite 
Symposium of Worldsleep 2011 on Human Circadian Clock, 
Sapporo, Hokkaido, Japan, ２０１１.１０.

（２７）Onodera S, Tohyama H, Honma K, Yasuda K. In vivo imaging 
of particle-induced inflammation and osteolysis in the 
calvariae of NFκB/luciferase transgenic mice, 2nd 
International Symposium on Photinic Bioimaging, Abstr. 26, 
Niseko, Japan, ２０１２.２.

（２８）Yoshikawa T, Kuroda S, Ueda T, Honma S, Honma K. 
Bioluminescent imaging of photoperiodic response of multiple 
oscillators in mouse SCN, 2nd International Symposium on 
Photinic Bioimaging, Abstr. 32, Niseko, Japan, ２０１２.２.

国内学会発表
（１）榎木亮介、黒田　茂、小野大輔、上田哲男、Hasan Mazhir、本

間さと、本間研一：視交叉上核神経回路網における時計遺伝子発
現と細胞内カルシウム変動の共焦点タイムラプスイメージング、
第３４回日本神経科学大会口演、プログラム１０６頁、横浜、２０１１.９.

（２）小野大輔、本間さと、本間研一：マウス視交叉上核における自発
発火と時計遺伝子Per１発現リズムは異なる位相調節を受ける：
同時測定による解析、第３４回日本神経科学大会ポスター、プログ
ラム１８５頁、横浜、２０１１.９.

（３）本間さと、西出真也、小野大輔、中島弘人、篠崎直也、松本宏和、
和田直也、土井洋文、本間研一：JNK３による概日リズム周期と
光同調の制御：JNK３欠損マウス行動リズム解析による検討、第
３４回日本神経科学大会ポスター、プログラム１８５頁、横浜、２０１１.９.

（４）西出真也、小野大輔、山田淑子、本間さと、本間研一：培養マウ
ス視交叉上核リズムに対するタンパク質合成阻害剤の影響、第３４
回日本神経科学大会ポスター、プログラム１８６頁、横浜、２０１１.９.

（５）山仲勇二郎、本間さと、本間研一：明暗周期位相シフト時のマウ
ス駆動リズムを制御する視交叉上核内領域振動体の探索、第３４回
日本神経科学大会ポスター、プログラム１８７頁、横浜、２０１１.９.

（６）本間さと、亀山晃世、本間研一：活動・睡眠・摂食リズムと視交
叉上核外概日振動体.シンポジウム「生物時計と代謝―中枢時計か
ら末梢時計へ」 第８４回日本生化学会、京都、２０１１.９.

（７）仲村厚志、吉川朋子、本間さと、本間研一： AMPKのマウス視交
叉上核における概日時計への関与、第８２回日本動物学会大会、ポ
スター、プログラム集１０５頁、旭川、２０１１.９.

（８）本間研一：階層性多振動体システムによるほ乳類行動リズムの理
解、第１８回時間生物学会　１１月２４－２５日、名古屋、２０１１.１１.

（９）本間さと、小野大輔、吉川朋子、本間研一：視交叉上核のヘテロ
な細胞振動とネットワーク、第１８回時間生物学会　１１月２４－２５日、
名古屋、２０１１.１１.

（１０）本間研一：ヒト睡眠覚醒リズムの調節機構：２過程モデルの検証、
第１８回時間生物学会　１１月２４－２５日、名古屋、２０１１.１１.

（１１）榎木亮介、黒田　茂、小野大輔、上田哲男、Mazahir Hasan、本
間さと、本間研一：共焦点タイムラプス測定による概日リズム解
析、第１８回日本時間生物学会学術大会、ポスター、時間生物学１７
（２）：１４５、名古屋、２０１１.１１.

（１２）徳丸信子、福元達也、MP. Butter、本間さと、本間研一：視交叉
上核における時計遺伝子Per１及びPer２発現細胞数の時空間的
解析、第１８回日本時間生物学会学術大会、ポスター、時間生物学
１７（２）：１４５、名古屋、２０１１.１１.

（１３）小野大輔、本間さと、本間研一：視交叉上核スライス培養におけ
る神経発火とPer１：luc，PER２：LUCリズムの同時測定、第１８
回日本時間生物学会学術大会、ポスター、時間生物学１７（２）：１４５、
名古屋、２０１１.１１.

（１４）本間さと：睡眠リズム発生のメカニズム、日本学術会議「脳と意識」
「神経科学」「脳とこころ」分科会合同シンポジウム「脳と睡眠」、東
京、２０１１.１２.

（１５）榎木亮介、黒田　茂、小野大輔、Hasan Mazahir、上田哲男、本
間さと、本間研一：タイムラプス共焦点システムを用いた概日カ
ルシウムリズムの時空間解析、第８９回日本生理学会 要旨集p２２０、
松本、２０１２.３.

（１６）吉川朋子、本間さと、本間研一：マウス視交叉上核に存在する複
数の概日振動体の光周反応、第８９回日本生理学会 要旨集p２２１、松
本、２０１２.３.

（１７）浜田俊幸、本間さと、サザーランドケネス、宮本直樹、石川正純、
白 博樹、本間研一：フリームービング条件下における時計遺伝
子発現の新規非侵襲４Dイメージング、　第８９回日本生理学会 要
旨集p２２１、松本、２０１２.３.

協力分野：解剖発生学分野 

平成２２年度
英文原著論文
（１）van Rijn C, Gaetani S, Santolini I, Gabova A, Fu J, Watanabe 

M, Cuomo V, van Luijtelaar G, Nicoletti F, Ngomba RT: 
Absence-seizure prone, genetically epileptic wag/rij rats show 
a reduced expression of type-1 cannabinoid (CB1) receptors in 
thalamic nuclei and respond to the CB1 receptor agonist, 
R(+)WIN55,212-2, with a reduced frequency of spike-and-
wave discharge. Epilepsia, 51:1511－1521, 2010.

（２）Kocsis ZS, Molner CS, Watanabe M, Daneels G, Moechars D, 
Liposits Z, Hrabovszky E: Demonstration of vesicular 
glutamate transporter-1 in corticotrope cells in the anterior 
pituitary of the rat. Neurochem. Int. 56:479－486. ２０１０. 
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（３）Fujikawa K, Iwata T, Inoue K, Akahori M, Kadotani H, 
Fukaya M, Watanabe M, Chang Q, Barnett EM, Swat W 
(2010) VAV2 and VAV3 as candidate disease genes for 
spontaneous glaucoma in mice and humans. PLoS ONE 
5:e9050, ２０１０.

（４）Tanimura A, Yamazaki M, Hashimotodani Y, Uchigashima M, 
Kawata S, Abe M, Kita Y, Hashimoto K, Shimizu T, Watanabe 
M, Sakimura K, Kano M: The endocannabinoid 2-
arachidonoylglycerol produced by diacylglycerol lipase a 
mediates retrograde suppression of synaptic transmission. 
Neuron 65:320－32, ２０１０.

（５）Hozumi Y, Watanabe M, Goto K: Signaling cascade of 
diacylglycerol kinase B in the pituitary intermediate lobe: 
dopamine D2　receptor/phospholipase CB4/ diacylglycerol 
kinase B/protein kinase Ca. J. Histochem. Cytochem. 58:119－
129, ２０１０.

（６）Shioda N, Yamamoto Y, Watanabe M, Binas B, Owada Y 
Fukunaga K: Heart-type fatty acid binding protein regulates 
dopamine D2 receptor function in mouse brain. J. Neurosci. 
30:3146－3155, ２０１０.

（７）Yamasaki M, Matsui M, Watanabe M: Preferential 
localization of muscarinic M1 receptor on dendritic shaft and 
spine of cortical pyramidal cells and its anatomical evidence 
for volume transmission. J. Neurosci. 30: 4408–4418, ２０１０.

（８）Kitanishi T, Sakai J, Kojima S, Saitoh Y, Inokuchi K, Fukaya 
M, Watanabe M, Matsuki N, Yamada MK: Activity-dependent 
localization in spines of the F-actin capping protein.CapZ 
screened in a rat model of dementia. Genes Cells, 15:737－747, 
２０１０.

（９）Okubo Y, Sekiya H, Namiki S, Sakamoto H, Iinuma S, 
Yamasaki M, Watanabe M, Hirose K, Iino M: Imaging 
extrasynaptic glutamate dynamics in the brain. Proc. Natl. 
Acad. Sci. USA., 107:6526－6531, ２０１０.

（１０）Iijima T, Miura E, Watanabe M, Yuzaki M: Distinct 
expression of C1q-like family mRNAs in mouse brain and 
biochemical characterization of their encoded proteins. Eur. J. 
Neurosci. 31:1606－1615, ２０１０.

（１１）Matsuda K, Miura E, Miyazaki T, Kakegawa W, Emi K, 
Narumi S, Fukazawa Y, Itoh-Ishida A, Kondo T, Shigemoto R, 
Watanabe M, Yuzaki M: Cbln1 is a ligand for an orphan 
glutamate receptor d2, a bidirectional synaptic organizer. 
Science, 328:363－368, ２０１０.

（１２）Yamazaki M, Fukaya M, Hashimoto K, Yamasaki M, Tsujita 
M, Itakura M, Abe M, Natsume R, Takahashi M, Kano M, 
Sakimura K, Watanabe M： TARPs g-2 and g-7 are essential 
for AMPA receptor expression in the cerebellum. Eur. J. 
Neurosci.,31:2204－2220. ２０１０.

（１３）Quarta C, Bellocchio L, Mancini G, Mazza R, Cervino C, 
Braulke LJ, Fekete C, Latorre R, Nanni C, Bucci M, Clemens 
LE, Heldmaier G, Watanabe M, Leste-Lassere T, Maitre M, 
Tedesco L, Fanelli F, Reuss S, Klaus S, Srivastava RK, 
Monory K, Valerio A, Grandis A, De Giorgio R, Pasquali R, 
Nisoli E, Cota D, Lutz B, Marsicano G, Pagotto U: CB1 

signaling in forebrain and sympathetic neurons is a key 
determinant of endocannabinoid actions on energy balance. 
Cell Metab 11:273－285, ２０１０.

（１４）Takasaki C, Yamasaki M, Uchigashima M, Konno K, 
Yanagawa Y, Watanabe M: Cytochemical and cytological 
properties of perineuronal oligodendrocytes in the mouse 
cortex. Eur. J. Neurosci., 32:1326－1336, ２０１０.

（１５）Lin MT, Lujan R, Watanabe M, Frerking M, Maylie J, 
Adelman JP: Coupled activity-dependent trafficking of 
synaptic SK2 channels and AMPA receptors. J. Neurosci., 
30:11726－11723, ２０１０.

（１６）Keimpema E, Barabas K, Morozov YM, Tortoriello G, Torii M, 
Cameron G, Yanagawa Y, Watanabe M, Mackie K, Harkany T: 
Differential subcellular recruitment of monoacylglycerol 
lipase generates spatial fidelity of 2-arachidonoyl glycerol 
signaling during axonal pathfinding. J. Neurosci., 30:13992－
14007, ２０１０.

（１７）Farkes I, Kallo I, Deli L, Vida B, Hrabovszky E, Fekete Csaba, 
Moenter S, Watanabe M, Liposits Z: Retrograde 
endocannabinoid signaling reduces GABA-ergic synaptic 
transmission to gonadotropin-releasing hormone neurons. 
Endocrinology 151:5818－5829, ２０１０.

（１８）Miyazaki T, Yamasaki M, Takeuchi T, Sakimura K, Mishina 
M, Watanabe M: Ablation of glutamate receptor GluRd2 in 
adult Purkinje cells causes multiple innervation of climbing 
fibers by inducing aberrant invasion to parallel fiber 
innervation territory. J. Neurosci., 30:15196－15209, ２０１０.

（１９）Matsumura S, Kunori S, Mabuchi T, Katano T, Nakazawa T, 
Abe T, Watanabe M, Yamamoto T, Okuda-Ashitaka E, Ito S: 
Impairment of CaMKII activation and attenuation of 
neuropathic pain in mice lacking NR2B phosphory

（２０）Ciruela F, Fernández-Dueñas V, Fernández-Alacid L, Nicolau 
JC, Watanabe M, Luján R: Evidence for oligomerization 
between GABAB receptors and GIRK channels containing the 
GIRK1 and GIRK3 subunits. Eur. J. Neurosci. 32:1265－1277, 
2010. lated at Tyr1472. Eur. J. Neurosci. 32:798－810, ２０１０.

（２１）Mashimo M, Okubo Y, Yamazawa T, Yamasaki M, Watanabe 
M, Murayama T, Iino M: Inositol 1,4,5-trisphosphate signaling 
maintains the activity of glutamate uptake in Bergmann glia. 
Eur. J. Neurosci., 32:1668－1677, ２０１０.

（２２）Yang JH, Wada A, Yoshida K, Miyoshi Y, Sayano T, Esaki K, 
Kinoshita MO, Tomonaga S, Azuma N, Watanabe M, Hamase 
K, Zaitsu K, Machida T, Messing A, Itohara S, Hirabayashi Y, 
Furuya S: Brain-specific Phgdh deletion reveals a pivotal role 
for L-serine biosynthesis in controlling the level of D-serine, 
an NMDA receptor co-agonist, in adult brain. J. Biol. Chem. 
285:41380－41390, ２０１０.

（２３）Matsuda I, Fukaya M, Nakao H, Nakao K, Matsumoto H, 
Mori K, Watanabe M, Aiba A: Development of the 
somatosensory cortex, the cerebellum, and the main olfactory 
system in Semaphorin 3F knockout mice. Neurosci. Res. 66 
321－329, ２０１０.
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和文論文・総説
（１）渡辺雅彦：シナプス回路発達の分子メカニズム、北海道医報１０９６：

１８－２４，２０１０.

（２）渡辺雅彦：シナプス結合の分子マーカー、Clinical Neuroscience 
２８：１３７１－１３７４，２０１０.

国際学会発表
（１）Miyazaki T, Yamasaki M, Takeuchi T, Sakimura K, Mishina 

M, Watanabe M. Glutamate receptor GluD2 maintains 
climbing fiber mono-innervation in adult cerebellum by 
suppressing aberrant invasion to parallel fiber innervation 
territory. 7th FENS Forum of Europian Neuroscience, 
Amsterdam, The Netherlands,２０１０.７.

（２）Yamasaki M, Fukaya M, Abe M, Sakimura K, Watanabe M. 
Synaptic localization and content of four AMPA receptor 
subunits at excitatory hippocampal synapses. 7th FENS 
Forum of Europian Neuroscience, Amsterdam, The Netherlands, 
２０１０.７.

（３）Uchigashima M, Watanabe M. Molecular-anatomical 
architecture of 2-arachidonoyl-glycerol-mediated retrograde 
signaling in mossy cell-recipient layer of the dentate gyrus 
molecular layer. 7th FENS Forum of Europian Neuroscience, 
Amsterdam, The Netherlands,２０１０.７.

（４）Takasaki C, Uchigashima M, Yamasaki M, Yanagawa U, 
Watanabe M. Cytochemical and cytological properties of 
perineuronal oligodendrocytes in the mouse cerebral cortex. 
7th FENS Forum of Europian Neuroscience, Amsterdam, The 
Netherlands,２０１０.７.

国内学会発表
（１）Miyazaki T, Yamasaki M, Takeuchi T, Sakimura K, Mishina 

M, Watanabe M. Ablation of glutamate receptor GluD2 in 
adult Purkinje cells causes multiple innervation of climbing 
fibers by ectopic innervation of transverse collaterals. 第33回日
本神経科学大会、神戸、Neuro２０１０，２０１０.９.

（２）Yamasaki M, Fukaya M, Abe M, Sakimura K, Watanabe M. 
Synaptic localization and content of four AMPA receptor 
subunits at excitatory hippocampal synapses. 第33回日本神経
科学大会、神戸、Neuro２０１０，２０１０.９.

（３）Konno K, Matsumoto M, Izumi T, Togashi H, Yoshida T, 
Yamaguchi T, Hasegawa H, Watanabe M, Yoshioka M. Early 
postnatal stress affects the 5-HTergic and GABAergic function 
of the median raphe nucleus in adult rats. 第33回日本神経科学
大会、神戸、Neuro２０１０，２０１０.９.

（４）Uchigashima M, Watanabe M. Molecular-anatomical basis for 
the spread of endocannabinoid 2-arachidonoylglycerol at 
mossy cell-granule cell synapses in the dentate gyrus. 第３３回日
本神経科学大会、神戸、 Neuro２０１０，２０１０.９.

（５）宮崎太輔、渡辺雅彦：マウス小脳および海馬におけるセクレトグ
ラニンⅡ（SgⅡ）の局在様式、第５６回　日本解剖学会　東北・北
海道支部学術集会、旭川、２０１０.９.

（６）Konno K, Matsumoto M, Izumi T, Togashi H, Yoshida T, 
Yamaguchi T, Hasegawa H, Watanabe M, Yoshioka M. Early 
postnatal stress affects the 5-HTergic and GABAergic function 

in the median raphe nucleus at postadolescent period of rats. 
第５６回　日本解剖学会　東北・北海道支部学術集会、旭川、２０１０.９.

（７）Miyazaki T. Glutamate transporter GLAST maintains 
morphology of Bergmann glia and excitatory circuit in the 
cerebellum. 第８８回日本生理学会大会・第１１６回解剖学会総会・全
国学術集会合同大会、横浜、２０１１.３.（震災により中止、オンライ
ンにて発表）.

（８）Yamasaki M, Miyazaki T, Azechi H, Abe M, Natsume R, 
Hagiwara T, Aiba A, Mishina M, Sakimura K, Watanabe M. 
Glutamate receptor e2 is essential for input pathway-
dependent regulation of synaptic AMPAR contents in 
cerebellar Purkinje cells. 第８８回日本生理学会大会・第１１６回解剖
学会総会・全国学術集会合同大会、 横浜、２０１１.３.（震災により中
止、オンラインにて発表）.

（９）今野幸太郎、山崎美和子、渡辺雅彦：マウス脳内におけるC1qlファ
ミリー発現細胞の化学的特性、第８８回日本生理学会大会・第１１６回
解剖学会総会・全国学術集会合同大会， 横浜，２０１１.３.（震災によ
り中止、オンラインにて発表）．

（１０）Uchigashima M, Yamazaki M, Yamasaki M, Tanimura A, 
Sakimura K, Kano M, Watanabe M. Molecular-anatomical 
configuration for 2-arachidonoylglycerol-mediated retrograde 
signaling predicts its local crosstalk between mossy cell-
granule cell synapses in dentate gyrus. 第８８回日本生理学会大
会・第１１６回解剖学会総会・全国学術集会合同大会、 横浜、２０１１.３.
（震災により中止、オンラインにて発表）.

（１１）岩倉　淳、内ヶ島基政、渡辺雅彦：Lack of molecular-anatomical 
machineries for GABAergic synaptic transmission at the axon 
initial segment of Cerebellar Purkinje cells. 第８８回日本生理学
会大会・第１１６回解剖学会総会・全国学術集会合同大会， 横浜，
２０１１.３.（震災により中止、オンラインにて発表）．

（１２）河北一誠、渡辺雅彦：Developmental changes in expression and 
distribution of KCC2 in the mouse cerebellum. 第８８回日本生理
学会大会・第１１６回解剖学会総会・全国学術集会合同大会、 横浜、
２０１１.３.（震災により中止、オンラインにて発表）．

（１３）Kudo T, Uchigashima M, Minami M, Watanabe M. 
Neurochemical characterization of neurons in the bed nucleus 
of the stria terminalis projecting to the ventral tegmental 
area. 第８８回日本生理学会大会・第１１６回解剖学会総会・全国学術
集会合同大会、 横浜、２０１１.３.（震災により中止、オンラインにて
発表）.

平成２３年度
英文原著論文
（１）Ludányi A, Hu SSJ, Yamazaki M, Tanimura A, Piomelli D, 

Watanabe M, Kano M, Sakimura K, Maglóczky Z, Mackie K, 
Freund TF, Katona I: Complementary synaptic distribution of 
enzymes responsible for synthesis and inactivation of the 
endocannabinoid 2-arachidonoylglycerol in the human 
hippocampus. Neuroscience, 174:50－63, ２０１１.

（２）Kobayashi K, Masuda T, Takahashi M, Miyazaki J, 
Nakagawa M, Uchigashima M, Watanabe M, Yaginuma H, 
Osumi N, Kaibuchi K, Kobayashi K: Rho/Rho-kinase signaling 
pathway controls axon patterning of a specified subset of 
cranial motor neurons. Eur. J. Neurosci. 33:612－621, ２０１１.
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（３）Fukaya M, Kamata A, Hara Y, Tamaki H, Katsumata O, Ito 
N, Takeda S, Hata Y, Suzuki T, Watanabe M, Harvey RJ, 
Sakagami H: SynArfGEF is a guanine nucleotide exchange 
factor for Arf6 and localizes preferentially at postsynaptic 
specializations of inhibitory synapses. J. Neurochem. 116:1122
－1137, ２０１１.

（４）Katano T, Nakazawa T, Watanabe M, Yamamoto T, Ito S: 
Involvement of spinal phosphorylation cascade of Tyr1472-
NR2B, Thr286-CaMKII, and Ser831-GluR1 in neuropathic 
pain. Neuropharmacology 60:609－616, 2011.

（５）Yamasaki M, Miyazaki T, Azechi H, Abe M, Natsume R, 
Hagiwara T, Aiba A, Mishina M, Sakimura K, Watanabe M: 
Glutamate receptor GluRd2 is essential for input pathway-
dependent regulation of synaptic AMPAR contents in 
cerebellar Purkinje cells. J. Neurosci., 31:3362－3374, ２０１１.

（６）Miyazaki T, Yamasaki M, Uchigashima M, Matsushima A, 
Watanabe M: Cellular expression and subcellular localization 
of Secretogranin II in the mouse hippocampus and cerebellum. 
Eur. J. Neurosci., 33:82－94, ２０１１.

（７）Yoshida T, Uchigashima M, Yamasaki M, Katona I, Yamazaki 
M, Sakimura M, Kano M, Yoshioka M, Watanabe M: Unique 
inhibitory synapse with particularly rich endocannabinoid 
signaling machinery on pyramidal neurons in basal 
amygdaloid nucleus. Proc. Natl. Acad. Sci. USA., 108:3059－
3064, ２０１１.

（８）Larsen RS, Corlew RJ, Henson MA, Roberts AC, Mishina M, 
Watanabe M, Lipton SA, Nakanishi N, Pérez-Otaño I, 
Weinberg RJ, Philpot BD: NR3A-containing NMDA receptors 
promote neurotransmitter release and spike timing-
dependent plasticity. Nature Neurosci., 14:338－344, ２０１１.

（９）Hida Y, Fukaya M, Hagiwara A, Deguchi-Tawarada M, 
Yoshioka T, Kitajima I, Inoue E, Watanabe M, Ohtsuka T: 
Prickle2: the planar cell polarity protein is localized in the 
postsynaptic density and interacts with PSD-95 and NMDA 
receptors in the brain. J. Biochem. 149:693－670, ２０１１.

（１０） Szabadits E, Cserép C, Szőnyi A, Fukazawa Y, Shigemoto R, 
Watanabe M, Itohara S, Freund TF, Nyiri G: NMDA receptors 
in hippocampal GABAergic synapses and their role in nitric 
oxide signaling. J. Neurosci., 31:5893－5904, 2011.

（１１） Mulder J, Zilberter M, Pasquaré S, Alpár A, Schulte G, 
Martín-Moreno AM, Keimpema E, Tanila H, Watanabe M, 
Mackie K, Hortobágyi T, de Ceballos ML, Harkany T: 
Molecular reorganization of endocannabinoid signalling in 
Alzheimer’s disease. Brain 134:1041–1060, 2011.

（１２） Joo JY, Lee SJ, Uemura T, Yoshida T, Yasumura M, 
Watanabe M, Mishina M: Differential Interactions of 
Cerebellin Precursor Protein (Cbln) Subtypes and Neurexin 
Variants for Synapse Formation of Cortical Neurons. 
Biochem. Biophys. Res. Commun., 406:627－632, ２０１１.

（１３） Izumi T, Boku S, Shinmin W, Inoue T, Konno K, Yamaguchi 
T, Yoshida T, Matsumoto M, Watanabe M, Koyama T, 
Yoshioka M: Retrieval of conditioned fear activates the 
basolateral and intercalated nucleus of amygdala. J. Neurosci 

Res., 89:773－790, ２０１１.

（１４）Uchigashima M, Yamazaki M, Yamasaki M, Tanimura A, 
Sakimura K, Kano M, Watanabe M: Molecular and morphological 
configuration for 2-arachidonoylglycerol-mediated retrograde 
signaling at mossy cell-granule cell synapses in the dentate 
gyrus. J. Neurosci, 31:7700－7714, ２０１１.

（１５）Straub C, Hunt DL Yamasaki M, Kim KS, Watanabe M, 
Castillo PE, Tomita S: Modulation of postsynaptic kainate 
receptor function by auxiliary subunits. Nat. Neurosci., 14:866
－873, ２０１１.

（１６）Suzuki S, Tamai K, Watanabe M, Kyuuma M, Ono M, 
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（１３）小野大輔、本間さと、本間研一：視交叉上核スライス培養におけ
る神経発火とPer１：luc，PER２：LUCリズムの同時測定、第１８
回日本時間生物学会学術大会、ポスター、時間生物学１７（２）：１４５、
名古屋、２０１１.１１.

（１４）本間さと：睡眠リズム発生のメカニズム、日本学術会議「脳と意識」
「神経科学」「脳とこころ」分科会合同シンポジウム「脳と睡眠」、東
京、２０１１.１２.

（１５）佐々木章、神　隆、金城政孝：Monitoring complex formation 
between quantum dot-based gene carriers and DNAs by using 
fluorescence cross-correlation spectroscopy、　第４９回日本生物
物理学会年会、姫路市、２０１１.９.

（１６）大浅　翔、佐々木章、金城政孝：Quantification of total number 
of the protein in single cell by using microwell and 
fluorescence correlation spectroscopy、第４９回日本生物物理学会
年会、姫路、２０１１.９.

（１７）山本条太郎、金城政孝：Multipoint fluorescence correlation 
spectroscopy for a spatio-temporal analysis of bio-molecular 
translocation、第４９回日本生物物理学会年会、姫路、２０１１.９.

（１８）山本条太郎、金城政孝：多点FCSによるグルココルチコイド受容
体の核輸送解析、第８回バイオオプティクス研究会・理研シンポ
ジウム「蛍光相関分光と情報伝達８」合同シンポジウム、相模原、
２０１１.１２.

（１９）中山祐作、北村　朗、金城政孝：蛍光相関分光法によるALS関連
TDP－４３タンパク質C末断片の凝集体形成過程の解析、第８回バイ
オオプティクス研究会・理研シンポジウム「蛍光相関分光と情報伝
達８」合同シンポジウム、相模原、２０１１.１２.

（２０）初谷紀幸、今村博臣、野地博行、永井健治：植物の細胞死におけ
るATP動態の可視化、第５２回日本植物生理学会年会、仙台、２０１１.

（２１）初谷紀幸、今村博臣、野地博行、永井健治：植物細胞死における

細胞内ATPの動態解析、第３４回日本分子生物学会年会、横浜、２０１１.

（２２）川上良介、日比輝正、洞内　響、武田和樹、根本知己：新規レー
ザー光源を用いた細胞生理機能の可視化技術、電子科学研究所研
究交流会、札幌、２０１１.１.

（２３）一本嶋佐理、日比輝正、小澤祐市、洞内　響、佐藤綾耶、栗原　
誠、橋本信幸、横山弘之、佐藤俊一、根本知己：高次径偏光ビー
ムによる超解像イメージング、第２０回日本バイオイメージング学
会学術集会、千歳、２０１１.９.

（２４）小澤祐市、日比輝正、佐藤綾耶、洞内響、栗原　誠、橋本信幸、
横山弘之、根本知己、佐藤俊一：高次径偏光モードビームを用い
たレーザー走査顕微鏡の分解能向上、科学技術振興機構CREST光
展開領域報告会、東京、２０１１.１０.

（２５）小澤祐市、日比輝正、佐藤綾耶、洞内　響、栗原　誠、橋本信幸、
横山弘之、根本知己、佐藤俊一：高次径偏光モードビームを用い
たレーザー走査顕微鏡の分解能向上、第４回東北大学光科学技術
フォーラム、仙台、２０１１.１１.

（２６）一本嶋佐理、日比輝正、小澤祐市、洞内　響、佐藤綾耶、栗原　
誠、橋本信幸、横山弘之、佐藤俊一、根本知己：ベクトルビーム
によるレーザー走査型顕微鏡の超解像化、第４回文部科学省「最先
端の光の創成を目指したネットワーク研究拠点プログラム」シン
ポジウム、名古屋、２０１１.１１.

（２７）川上良介、日比輝正、佐藤綾耶、佐藤俊一、横山弘之、根本知己：
生体脳組織イメージングに適したin vivo多光子顕微鏡の開発、第
４回文部科学省「最先端の光の創成を目指したネットワーク研究
拠点プログラム」シンポジウム、名古屋、２０１１.１１.

（２８）日比輝正、小澤祐市、一本嶋佐理、洞内　響、佐藤綾耶、栗原　
誠、橋本信幸、横山弘之、佐藤俊一、根本知己：ベクトルビーム
の利用によるレーザー走査型顕微鏡の分解能の向上、定量生物の
会第４回年会、名古屋、２０１２.１.

（２９）榎木亮介、黒田　茂、小野大輔、Hasan Mazahir、上田哲男、本
間さと、本間研一：タイムラプス共焦点システムを用いた概日カ
ルシウムリズムの時空間解析、第８９回日本生理学会 要旨集p２２０、
松本、２０１２.３.

（３０）吉川朋子、本間さと、本間研一：マウス視交叉上核に存在する複
数の概日振動体の光周反応、第８９回日本生理学会 要旨集p２２１、松
本、２０１２.３.

（３１）浜田俊幸、本間さと、サザーランドケネス、宮本直樹、石川正純、
白 博樹、本間研一：フリームービング条件下における時計遺伝
子発現の新規非侵襲４Dイメージング、第８９回日本生理学会要旨
集p２２１、松本、２０１２.３.
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平成２２～２３年度に受け入れのあった資金
○学内・学外共同プロジェクト

研究者名相手先課題名制度名年度
佐伯　　浩（総長）
安田　和則
玉木　長良
久下　裕司
白 　博樹
石川　正純
本間　さと
　　　　　　等

文部科学省未来創薬・医療イノベーション拠点形成先端融合領域イノベーション創出拠点形成プ
ログラム

２２
２３

本間　研一
本間　さと
　　　　　　等

文部科学省先端的光イメージング研究拠点形成プロジェ
クト

大学の特性を生かした多様な学術研究機能の
充実

２２
２３

安田　和則文部科学省オール北海道先進医学・医療拠点形成橋渡し研究支援推進プログラム２２
２３

白 　博樹
石川　正純内閣府持続的発展を見据えた「分子追跡放射線治療

装置」の開発最先端研究開発支援プログラム２２
２３

白 　博樹
石川　正純経済産業省次世代ミニマムリスク型放射線治療システム

の研究開発基礎研究から臨床研究への橋渡し促進技術開発２２
２３

白 　博樹
石川　正純内閣府

「先端放射線治療技術パッケージング」による
ミニマムリスク放射線治療機器開発イノベー
ション

先端医療開発特区（スーパー特区）２２
２３

本間　研一
本間　さと文部科学省ドパミン神経系に着目した難治性気分障害の

統合的研究脳科学研究戦略推進プログラム２３

有川　二郎文部科学省人獣共通感染症国際共同教育研究拠点の創成GCOEプログラム２２
２３

○その他．競争的資金
文部科学省科学研究費補助金

役割研究者名課題名研究種目年度

代表者本間　さと多振動体時計の統合：時間遺伝子発現のin vivo/ex vivo イメー
ジング基盤研究（B）２２

２３

代表者本間　さと遺伝子の環境応答をみる：自由行動マウスのリアルタイム発光
イメージング挑戦的萌芽研究２２

２３

代表者橋本　聡子行動リズムを駆動するヒト抹消時計に関する身体運動の同調
効果基盤研究（C）２２

２３

代表者山仲　勇二郎身体運動による哺乳類生体リズムの再同調促進メカニズムの
解明若手研究（B）２２

代表者山仲　勇二郎身体運動による生体リズム調節法の開発若手研究（B）２３

代表者吉永　恵一郎呼吸器疾患に伴う心血管疾患の検出、治療戦略構築へのポジト
ロン断層撮影法の導入基盤研究（B）２３

代表者玉木　長良核医学手法による実験動物でのプラークの性状評価と治療効
果判定基盤研究（B）２２

代表者玉木　長良心筋交感神経機能解析の再評価：定量的PET検査との対比検討挑戦的萌芽研究２３

代表者志賀　　哲頭部外傷における神経脱落とリハビリテーション効果の予測
について基盤研究（C）２２

代表者志賀　　哲次世代型ヒト用半導体PETの脳腫瘍治療戦略への応用基盤研究（C）２３

代表者竹井　俊樹腫瘍内低酸素イメージングによる「がん」のプロファイリング基盤研究（C）２２
２３

代表者趙　　松吉細胞増殖・血管新生分子イメージング：がん分子標的薬の早期
治療効果評価法の確立基盤研究（C）２３

代表者西嶋　剣一PD－ECGFを標的とした腫瘍イメージング：新規核酸誘導体に
よる基礎検討若手研究（B）２２

代表者西嶋　剣一血管新生因子PD－ECGFを標的としたF－１８標的イメージング
剤の開発基盤研究（C）２３

代表者久下　裕司低酸素領域と血管新生因子のダブルターゲティング標識薬剤
によるRI治療への挑戦挑戦的萌芽研究２２

分担者久下　裕司ポジトロンCT－血管新生イメージング剤の開発基盤研究（B）２２

代表者久下　裕司不安定プラークの早期・特異的同定：プレターゲティング法に
よる組織因子イメージング挑戦的萌芽研究２３
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役割研究者名課題名研究種目年度

代表者久保　直樹被検者への負担が少ないPET入力関数測定法確立に向けての物理
的障害要因の克服基盤研究（C）２３

代表者相田　一樹腫瘍の悪性度診断の指標となりうる新規PET用血管新生イ
メージング剤の開発若手研究（B）２２

代表者相田　一樹高比放射能を実現する、汎用性の高い新規求電子的〔１８F〕フッ
素導入法の開発若手研究（B）２３

代表者白 　博樹動体追跡医科学研究基盤研究（A）２２
２３

代表者鬼丸　力也情報学的手法を用いた癌リンパ節転移の進行形式の研究基盤研究（C）２２

代表者鬼丸　力也高齢者に対する根治的放射線治療適応基準の確立に向けた研究基盤研究（C）２３

代表者藤間　憲幸MRIを用いた頭頸部腫瘍における定量的血管支配・活動性マッ
プの開発研究活動スタート支援２３

代表者武島　嗣英光イメージングを利用した癌特異的免疫賦活を狙う新規放射
線癌治療法の開発若手研究（B）２２

代表者武島　嗣英癌特異的キラーT細胞を軸にした新規放射線・免疫併用癌治療
モデルの開発若手研究（B）２３

代表者Khin Khin Tha脳と脊髄の拡散テンソルを用いた神経難病の早期診断、治療効
果判定の指標の開発若手研究（B）２３

代表者南　 旼放射線の影響による浸潤能亢進の分子機序の解明若手研究（B）２３

代表者
分担者

安田　和則
北村　信人

ダブルネットワークゲルが生体内で誘導する関節軟骨自然再
生現象の分子機序の解明基盤研究（A）２２

代表者
分担者

安田　和則
北村　信人

多機能ゲルが誘導する軟骨自然再生における間葉系細胞内情
報伝達機構の解明基盤研究（A）２３

代表者
分担者

北村　信人
安田　和則

除負荷 In Vivo で誘導する腱線維芽細胞アポトーシスの発見
と分子機序の解明基盤研究（C）２２

２３
代表者
分担者

近藤　英司
安田　和則

液性因子処理滑膜由来幹細胞投与による腱マトリクス再構築
の制御基盤研究（C）２２

２３
代表者
分担者

小野寺　伸
安田　和則

骨折治癒課程におけるマクロファージ遊走阻止因子の役割と
その制御による効果の解明基盤研究（C）２２

代表者權　赫準生物発行イメージングを用いた軟骨分化における生物時計の
機能の解明若手研究（B）２２

代表者本間　研一生物時計の階層的多振動体構造解析基盤研究（A）２２

代表者本間　研一ヒトにおける食事時刻依存性概日リズム基盤研究（B）２３

代表者渡辺　雅彦活動依存的カルシウム流入による競合的シナプス回路発達の
共通原理の解明基盤研究（S）２２

２３

分担者渡辺　雅彦包括的脳科学研究推進支援ネットワーク（代表：木村實）新学術領域研究２２
２３

代表者内ヶ島　基政てんかん原性回路における内因性カンナビノイドシグナル伝
達機構の解明研究活動スタート支援２３

代表者森松　組子
（吉松　組子）東南アジア・南アジアにおける未診断熱性疾患の解析基盤研究（C）２３

代表者五十棲　理恵レプトスピラ症の血清学的診断法の開発と疫学動態の解析若手研究（B）２３

代表者田島　敏広先天性下垂体形成不全の分子病態の解明基盤研究（C）２２

代表者宮本　直樹カラーＸ線透視画像を利用した高精度動体追跡放射線治療法
の開発若手研究（B）２２

２３

代表者松浦　妙子スポット陽子線照射における体内金属マーカー存在下の照射
精度向上に関する研究若手研究（B）２３

代表者増渕　　悟低酸素領域への効果的時間治療を目的とした腫瘍内細胞時計
振動分布の解明研究活動スタート支援２３

代表者榎木　亮介視交叉上核におけるネットワークカルシウムイメージング研究活動スタート支援２２

代表者榎木　亮介概日カルシウム振動の大規模イメージング解析若手研究（B）２３

代表者三國　新太郎同一場における転写因子のDNA結合・転写活性同時評価法の
確立新学術領域研究２２

代表者三國　新太郎転写因子－DNA間相互作用と転写活性化の同時測定法の確立若手研究（B）２３
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役割研究者名課題名研究種目年度

代表者初谷　紀幸植物の疾害抵抗性と細胞死機構の時空間的制御メカニズムの
解明若手研究（A）２２

代表者初谷　紀幸植物の病原体感染に応答した細胞死シグナルの動態解析基盤研究（B）２３

代表者安東　頼子光スイッチ遺伝子発現システムを用いた生物時計細胞間相互
作用の解明若手研究（B）２２

２３

代表者仲村　朋子
（吉川　朋子）卵巣に存在する概日時計の生理機能基盤研究（C）２２

２３

厚生労働省科学研究費補助金
役割研究者名課題名研究種目年度

分担者吉永　恵一郎褐色細胞腫の診断及び治療法の推進に関する研究難治性疾患克服研究事業２２
２３

分担者白 　博樹放射線による認知機能障害を回避する転移性脳腫瘍の治療に
関する研究がん臨床研究事業２２

２３
分担者
分担者
分担者

白 　博樹
石川　正純
松浦　妙子

陽子線高線量率ラインスキャニングの革新的技術の研究医療技術実用化総合研究事業２２
２３

代表者
分担者

白 　博樹
石川　正純

高精度治療技術による低リスク高線量放射線治療に関する臨
床研究がん臨床研究事業２２

分担者有川　二郎インドにおけるハンタウイルス感染症の疫学的研究地球規模保健課題推進研究事
業２２

分担者有川　二郎海外からの進入が危惧される野生鳥獣媒介性感染症の疫学、診
断・予防法等に関する研究

新型インフルエンザ等新興・
再興感染症研究事業

２２
２３

分担者有川　二郎国際的なバイオリスク管理の基準に基づく病原体取扱いと管
理のモデル総合システムの構築と検証に関する研究

新型インフルエンザ等新興・
再興感染症研究事業２３

分担者有川　二郎現在、国内で分離・同定できないウイルス性出血熱等の診断等
の対応方法に関する研究

新型インフルエンザ等新興・
再興感染症研究事業

２２
２３

分担者有川　二郎ウイルス感染症の診断、疫学および予防に関する研究地球規模保健課題推進研究事
業（国際医学協力研究事業）

２２
２３

分担者清水　健太ハンタウイルス感染症の診断法に関する研究地球規模保健課題推進研究事
業２２

分担者有賀　　正小児先天性・難治性疾患に対する遺伝子・細胞治療の開発と実施成育疾患克服等次世代育成基
盤研究事業

２２
２３

分担者有賀　　正小児慢性特定疾患の登録・管理・解析・情報提供に関する研究成育疾患克服等次世代育成基
盤研究事業

２２
２３

分担者有賀　　正原発性免疫不全症候群に関する調査研究難治性疾患克服研究事業２２
２３

分担者有賀　　正外胚葉形成不全免疫不全症の実態調査と治療ガイドラインの
作成難治性疾患克服研究事業２２

２３

分担者有賀　　正
前向きコホート研究に基づく先天異常、免疫アレルギーおよび
小児発達障害のリスク評価と環境化学物質に対する遺伝的感
受性の解明

化学物質リスク研究事業２２
２３

分担者田島　敏広本邦における非古典型２1水酸化酵素欠乏症の実態把握と診断・
治療指針の作成難治性疾患克服研究事業２３

分担者田島　敏広副腎ホルモン産生異常に関する調査研究難治性疾患克服研究事業２２
２３

分担者田島　敏広高カルシウム尿症と腎石灰化を伴う家族性低マグネシウム血
症（FHHNC）の全国実態調査と診断指針作成難治性疾患克服研究事業２２

分担者石川　正純がん医療の均てん化に資するがん診療連携拠点病院の機能強
化に関する研究がん臨床研究事業２２

２３

受託研究等
研究者名相手先名課題名制度名年度

吉永　恵一郎成人血管病研究
振興財団

動脈硬化症の早期診断、治療効果判定のための包括的・生理的
心血管機能診断システムの確立研究助成金２２

２３

吉永　恵一郎ノーステック財
団

ポジトロン断層撮像法及びMRIによる簡便かつ生理的な右心
室機能計測法の開発

ノーステック財団スタート
アップ研究補助金２３

吉永　恵一郎成人血管病研究
振興財団

ポジトロン断層撮像による早期の冠動脈硬化病変診断法およ
び心筋代謝障害診断法の開発から治療効果評価への応用井村臨床研究奨励賞２３

玉木　長良喫煙科学研究財
団

PETを用いた喫煙者の冠動脈内皮機能障害と治療効果に関す
る研究助成金２２

玉木　長良日立製作所（株）分子レベルの機能診断と標的治療の実現（Ⅳ）（Ⅴ）共同研究費２２
２３
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研究者名相手先名課題名制度名年度

玉木　長良日本メジフィ
ジックス（株）RIプローブの開発、実用化共同研究費２２

２３

玉木　長良文部科学省医薬工連携を活かしたPET人材育成拠点分子イメージング研究戦略推
進プログラム

２２
２３

玉木　長良（株）アステム開発機器の定量性評価共同研究費２３

久下　裕司塩野義製薬（株）分子イメージング技術の創薬への応用共同研究費２２

久下　裕司塩野義製薬（株）分子イメージングを利用した薬効効果共同研究費２３

久下　裕司
創成研究機構研
究部特定研究部
門

腫瘍診断用核医学分子イメージング剤の開発創成研究機構研究部特定研究
部門研究プロジェクト

２２
２３

久下　裕司日本メジフィ
ジックス（株）

腫瘍特異的発現酵素を標的とする新規核医学診断薬剤１２３I－
IIMUの薬効評価研究受託研究費２２

２３

白 　博樹
（独）新エネル
ギー・産業技術
総合開発機構

高精度X線治療機器の研究開発（NEDO）がん超早期診断・治療機器の
総合研究開発

２２
２３

白 　博樹経済産業省４次元放射線治療に関する国際標準化国際標準共同研究開発事業２３

白 　博樹大日本住友製薬
（株）「HTRネット」を活用した治験実施の効率化に関する研究受託研究費２３

白 　博樹三菱重工業（株）医療用直線加速器におけるPET装置の利用方法に関する研究共同研究費２２
２３

白 　博樹（株）フィリップ
スMRI診断における新たな臨床応用の可能性共同研究費２２

白 　博樹塩野義製薬（株）EMPATHY研究における北海道臨床開発機構（HTR）のネット
ワーク活用の検証共同研究費２３

白 　博樹ナカシマメディ
カル（株）ゆるむ事のない人工関節の開発と臨床応用共同研究費２２

白 　博樹第一三共（株）「HTRネット」を活用した治験推進方策の比較研究共同研究費２３

安田　和則武田科学振興財
団

高機能ダブルネットワークゲルがin vivoで関節軟骨自然再生
を誘導する分子機序の解明特定研究助成Ⅰ２２

２３
龔　　剣萍
安田　和則
北村　信人
黒川　孝幸
中島　　祐

北海道大学創成
研究機構疑似生体組織ゲルの創製と軟骨医療への応用創成研究機構研究部特定研究

部門プロジェクト２３

近藤　英司
公益財団法人　
中冨健康科学振
興財団

液性因子処理滑膜由来幹細胞を用いた細胞療法が成羊モデル
の腱マトリクス再構築現象に与える効果研究助成金２２

北村　信人
公益財団法人　
中冨健康科学振
興財団

高機能ダブルネットワークゲルが関節軟骨自然再生を in vivo で
誘導する分子機序の解明研究助成金２２

渡辺　雅彦（独）科学技術振
興機構（JST）シグナル分子の発現パターンとシナプス微細形態の解析戦略的創造研究推進事業

（CREST）
２２
２３

有川　二郎
森松　組子
清水　健太
五十棲　理恵

文部科学省ベトナムにおける長崎大学感染症研究プロジェクト感染症研究国際ネットワーク
推進プログラム（J－GRID）

２２
２３

有川　二郎
森松　組子
清水　健太
五十棲　理恵

文部科学省人獣共通感染症克服のための国際共同研究感染症研究国際ネットワーク
推進プログラム（J－GRID）

２２
２３

石川　正純ノーステック財
団光ファイバ線量計を用いた包括的被爆線量管理システムの開発

ノーステック財団「研究開発
助成事業」発展・橋渡し研究補
助金

２３
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（趣　旨）
第１条　この内規は、北海道大学大学院医学研究科・医学部組織運営内規第１０条第２項の規定に基づき、
連携研究センターの組織及び運営について定めるものとする。

（目　的）
第２条　連携研究センターは、生命科学基盤研究の成果を臨床研究へ発展させるための研究を行い、もっ
て医学・医療及び健康維持に貢献することを目的とする。

（センター長）
第３条　連携研究センターに、センター長を置き、医学研究科長をもって充てる。
２　センター長は、連携研究センターの業務を掌理する。

（運営委員会）
第４条　連携研究センターの運営に関する重要事項を審議するため、連携研究センター運営委員会（以下
「運営委員会」という。）を置く。
２　運営委員会の組織及び運営については、別に定める。

（研究部門）
第５条　連携研究センターに、複数の研究部門を置く。
２　研究部門は、プロジェクト研究を行うものとし、その研究内容等は、運営委員会の議を経て、教授
会の承認を得るものとする。

３　研究部門に部門責任者を置き、センター長の指名する者をもって充てる。
４　研究部門には、基盤分野を置き、また、原則として連携分野を置く。

（基盤分野）
第６条　基盤分野は、運営委員会において、医学研究科基幹講座（附属教育研究施設を含む。）の中から選
考し、教授会の承認を得るものとする。

２　基盤分野の兼担期間は、５年以内とする。ただし、運営委員会が必要と認め、教授会の承認を得た
場合は、５年以内の範囲で、兼担期間を更新することができる。

（連携分野）
第７条　連携分野は、基盤分野と連携して、プロジェクト研究を行うものとする。　
２　連携分野及び連携分野の教員は、運営委員会において選考し、教授会の承認を得るものとする。
３　連携分野の設置期間は、５年以内とする。ただし、運営委員会が必要と認め、教授会の承認を得た
場合は、１回に限り、５年以内の範囲で設置期間を更新することができる。

（分野の設置及び更新）
第８条　基盤分野又は連携分野の設置又は設置期間の更新を使用とする場合は、申請者は次に掲げる書
類をセンター長に提出するものとする。
（１）分野設置申請書（別紙様式１）
（２）分野更新申請書（別紙様式２）
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（雑　則）
第９条  この内規に定めるもののほか、連携研究センターの組織及び運営に関し必要な事項は、運営委
員会の議を経て、センター長が定める。

附　則
この内規は、平成１８年１月２６日から施行する。

附　則
この内規は、平成１８年２月２３日から施行する。

附　則
この内規は、平成１９年４月１日から施行する。

附　則
この内規は、平成２３年９月１５日から施行し、平成２３年８月２６日から適用する。
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平成１８年１月２６日
 研究科教授会決定

（基盤分野）
第６条関係
１　基盤分野の兼担期間を更新する場合は、当該プロジェクト研究の進捗状況等について、運営委員会
の評価を受け、教授会の承認を得るものとする。

２　基盤分野を兼担する医学研究科の基幹講座の教員に対しては、医学部医学科の教育を免除すること
ができる。

（連携分野）
第７条関係
１　連携分野は、医学研究科のオープンラボラトリーを使用して、プロジェクト研究を行うものとする。
２　教員に応募できる者は、教育・研究に必要な外部資金を３年以上にわたって獲得できる者、若しく
は獲得することが確実な者とする。

３　教員には、寄附講座の教員をもって充てることができる。
４　連携分野は、医学研究科の協力分野になることができ、教員は医学研究科の教育を行うことができる。
５　連携分野には、医学研究科の運営費交付金は配当しないものとする。
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（趣　旨）
第１条　この内規は、北海道大学大学院医学研究科連携研究センター（以下「連携研究センター」という。）
内規第４条第２項の規定に基づき、連携研究センター運営委員会（以下「運営委員会」という。）の組織及
び運営について定めるものとする。

（審議事項等）
第２条　運営委員会は、連携研究センターに関する次に掲げる事項を審議する。
（１）研究部門のプロジェクト研究の内容等に関する事項
（２）基盤分野の選考及び評価に関する事項
（３）連携分野及び連携分野の教員の選考に関する事項
（４）その他連携研究センターの運営に関する重要事項

（組　織）
第３条　運営委員会は次に掲げる者をもって組織する。
（１）センター長
（２）副研究科長（研究科長が指名する者）
（３）研究部門の責任者
（４）研究科専任の教授のうちから研究科長が指名する者　２名

（委員長）
第４条　運営委員会に委員長を置き、センター長をもって充てる。
２　委員長は、運営委員会を招集し、その議長となる。
３　委員長に事故があるときは、あらかじめ委員長が指名した委員がその職務を代行する。

（議　事）
第５条　運営委員会は、委員の過半数の出席をもって成立する。
２　運営委員会の議事は、出席委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決するところに
よる。

（委員以外の者の出席）
第６条　運営委員会が必要と認めたときは、運営委員会に委員以外の者の出席を求め、説明又は意見を
聴くことができる。

（庶　務）
第７条　運営委員会の庶務は、医学系事務部において処理する。

（雑　則）
第８条　この内規に定めるもののほか、運営委員会の運営に関し必要な事項は運営委員会が定める。

附　則
１　この内規は、平成１８年１月２６日から施行する。
２　この内規の施行の際、第３条第１項第４号に規定する最初の委員の任期は、第４条にかかわらず、

北海道大学大学院医学研究科 
連携研究センター運営委員会内規
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平成１９年３月３１日までとする。
 附　則

この内規は、平成１８年２月２３日から施行する。
附　則

この内規は、平成２０年４月１日から施行する。
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（趣　旨）
第１条　この要項は、北海道大学大学院医学研究科連携研究センター内規（平成１８年１月２６日制定）（以下
「センター内規」という。）第９条の規定に基づき、連携研究センターに置かれるオープンラボ（以下
「オープンラボ」という。）の運用に関し、必要な事項を定めるものとする。

（目　的）
第２条　オープンラボは、医学研究を円滑かつ効率的に推進するため使用することを目的とする。

（使用可能な教員）
第３条　オープンラボを使用することができる教員は、次に掲げる者とする。
（１）医学研究科の教員
（２）医学研究科の教員と共同して研究を行う他部局等の教員
（３）その他連携研究センター運営委員会（以下「運営委員会」という。）が認めた教員

（申請及び許可）
第４条　オープンラボを使用しようとする教員は、使用申請書（別紙様式第１号）により連携研究セン
ター長（以下「センター長」という。）に申請しなければならない。

２　センター長は、前項の申請があったときは、運営委員会において申請内容等を審査し選定するもの
とする。

３　前２項の規定により選定された教員に対し、センター長の使用許可書（別紙様式第２号）を交付する
ものとする。

（使用期間）
第５条　オープンラボの使用期間は、５年以内とする。ただし、運営委員会が必要と認めた場合は、５
年を限度として更新することができる。

（使用期間の更新等）
第６条　第４条第３項の規定によりオープンラボの使用の許可を受けた教員（以下「使用者」という。）は、
使用期間を更新又は変更しようとするときは、速やかにセンター長に届け出なければならない。

（使用の制限及び停止）
第７条　運営委員会は、次の各号に該当するときは、使用期間中であっても、使用者に対しオープンラ
ボの使用の制限又は停止を命ずることができる。
（１）許可された目的以外に使用したとき。
（２）第三者に使用させたとき。
（３）その他使用条件等に違反したとき。

（使用料）
第８条　使用者は、オープンラボの維持管理に要する光熱水料等の経費として、別に定める使用料を負
担しなければならない。

（工作物等の設置）
第９条　使用者は、オープンラボにおける実験研究に必要な工作物、設備等の設置又は撤去に要する経

北海道大学大学院医学研究科 
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費を負担しなければならない。

（使用者の交代）
第１０条　オープンラボの使用期間中に使用者が交代するときは、速やかにセンター長に届け出なければ
ならない。

（原状回復）
第１１条　使用者は、オープンラボの使用を終了若しくは中止したとき、又は停止を命ぜられたときは、
速やかにオープンラボを原状に回復し、明け渡さなければならない。

（雑　則）
第１２条　この要項に定めるもののほか、オープンラボの実施に関し必要な事項は、センター長が定める。

附　則
この要項は、平成１９年６月１４日から実施する。
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